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没後 100 年記念　
成瀬仁蔵書簡展

1891（明治 24）年 1月 11 日　
成瀬マスエ宛成瀬仁蔵書簡

1892（明治 25）年 2月 21 日　成瀬マスエ宛成瀬仁蔵書簡

1899（明治 32）年 6月 6日　麻生正蔵宛成瀬仁蔵書簡

 本学創立者 成瀬仁蔵は （（（（（大正 （）年に亡くなった。（0（（ 年は成
瀬没後（00 年にあたることから、その記念として「成瀬仁蔵書簡展」を
開催。成瀬が発信した書簡約 （（0 通の中から、麻生正蔵と妻マスエ
に宛てた書簡を中心に （（ 通の書簡を紹介した。

1891（明治 24）年 1月 11 日　

麻生正蔵

成瀬マスエ

成瀬仁蔵

前期 9/20（金）～10/20（日）

後期 11/5（火）～12/20（金）



 「三綱領」（「信念徹底」「自発創生」「共同奉仕」）は成瀬が最後の病床
で記したものだが、書かれた日にちについてはこれまで不明とされてき
た。没後 100年にあたる 2019 年の調査で、成瀬の秘書的役割を果たして
いた仁科節（国文学部 5回生）の日誌から、2月 12日に揮毫されたものだ
ということが判明した。

「三綱領」の記された日
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成
瀬
記
念
館

日
本
女
子
大
学
学
長

成
瀬
記
念
館
館
長 

篠　

原　

聡　

子　
　
　

　
創
立
八
〇
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
成
瀬
記
念
館
は
、
正
門
の
す
ぐ
脇
に
、
そ
し
て
文
京
区
の
文
化
財

で
も
あ
る
成
瀬
記
念
講
堂
の
向
い
に
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
隣
接
し
て
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
の
居
宅
で
あ
っ

た
成
瀬
記
念
館
分
館
が
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
建
物
は
、
こ
の
大
学
の
歴
史
を
そ
れ
ぞ
れ
に
象
徴
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
全
く
違
っ
た
様
式
で
建
っ
て
い
ま
す
。
成
瀬
記
念
講
堂
は
、
木
骨
ト
ラ
ス
構
造
を
用
い
た
明
治
時
代
の
斬

新
な
洋
風
講
堂
建
築
で
あ
り
、
西
洋
教
会
堂
の
基
本
形
式
ラ
テ
ン
十
字
型
の
平
面
を
も
ち
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
用
い

た
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
大
き
な
窓
が
印
象
的
な
建
築
物
で
す
。
成
瀬
記
念
館
分
館
は
明
治
の
都
市
的
な
住
宅
で
、
現
在
で
は

大
変
重
要
な
遺
構
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
成
瀬
記
念
館
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
を
模
し
た
洋
館
の
よ
う
な
佇
ま
い
で

す
。成

瀬
記
念
館
の
設
計
者
、
浦
辺
鎮
太
郎
は
、
倉
敷
に
多
く
の
作
品
を
残
し
た
建
築
家
で
、
倉
敷
に
あ
っ
た
多
く
の
レ

ン
ガ
の
洋
館
か
ら
な
る
伝
統
的
な
街
並
み
と
調
和
す
る
近
代
建
築
の
在
り
方
を
追
求
し
た
建
築
家
で
し
た
。
歴
史
的
な

様
式
の
否
定
か
ら
出
発
し
た
近
代
建
築
と
は
一
線
を
画
す
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
浦
部
は
、
そ

れ
以
前
に
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
建
築
（
附
属
豊
明
小
学
校
・
幼
稚
園
の
校
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
、
の
ち
に
国
文
学
部
の

建
物
と
な
っ
た
が
、
戦
後
は
一
号
館
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
の
あ
り
様
を
詳
細
に
調
べ
、
現
在
の
ホ
ー
ル
の
意
匠
な
ど
に

そ
の
一
部
を
再
現
し
て
い
ま
す
が
、
成
瀬
記
念
館
の
建
築
に
あ
る
の
は
単
な
る
斬
新
さ
で
も
、
伝
統
の
継
承
で
も
あ
り

巻
頭
言



−5−

ま
せ
ん
。
こ
の
建
築
が
語
り
か
け
て
く
る
の
は
、
成
瀬
記
念
館
が
単
に
ア
ー
カ
イ
ブ
の
所
蔵
、
展
示
の
場
所
で
は
な
く
、

伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
常
に
そ
れ
を
更
新
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
成
瀬
記
念
館
は
過
去
と
未
来
の
結
節
点
に
あ
る
場
所
な
の
で
す
。
成
瀬
記
念
館
に
は
、
日
本
女
子

大
学
の
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
と
本
学
園
に
か
か
わ
る
歴
史
的
な
資
料
が
保
存
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
博
物

館
が
あ
る
こ
と
は
、
日
本
女
子
大
学
お
よ
び
附
属
校
園
が
長
い
歴
史
を
も
ち
、
し
か
も
創
立
者
の
思
い
や
そ
の
伝
統
を

大
切
に
後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
、
本
学
に
か
か
わ
る
人
々
の
思
い
が
引
き
継
が
れ
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
こ
こ
に
立
ち
寄
り
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
原
点
を
振
り
返
り
、

そ
し
て
未
来
を
見
つ
め
る
時
間
を
持
つ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

	

二
〇
二
〇
年
七
月　
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随 想 ずいそう
上
代
タ
ノ
が
新
渡
戸
稲
造

か
ら
受
け
継
い
だ
も
の

長
本　

裕
子

上
代
タ
ノ
を
知
っ
た
の
は
、
旧
図
書
館

の
五
階
に
あ
っ
た
大
学
院
生
用
図
書
室
で

「
上
代
タ
ノ
平
和
文
庫
」を
見
た
と
き
だ
っ

た
。
私
は
、
地
方
の
大
学
を
卒
業
し
て
日

本
女
子
大
学
大
学
院（
修
士
課
程
）日
本

文
学
専
攻
に
入
学
し
た
。
ど
う
い
う
人
だ

ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
、
一
冊
の
本
を
手

に
取
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
か

ら
四
〇
年
余
の
時
が
流
れ
、
上
代
に
つ
い

て
書
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
不
思
議
な

め
ぐ
り
合
わ
せ
で
あ
る
。

大
学
院
を
修
了
し
て
、
都
内
の
私
立
女

子
中
学
・
高
等
学
校
の
国
語
科
教
員
と

な
っ
た
。
そ
の
学
校
の
初
代
校
長
が
新
渡

戸
稲
造
で
あ
っ
た
。
旧
五
千
円
札
に
登
場

す
る
と
、
新
渡
戸
の
文
章
を
選
び
生
徒
用

の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
教
員

が
手
分
け
し
て
文
意
の
解
説
や
現
代
で
の

活
用
方
法
な
ど
を
書
い
た
。『
新
渡
戸
稲

造
全
集
』（
教
文
館
）の
表
紙
を
め
く
る
と
、

監
修
者
の
中
に「
上
代
た
の
」の
名
前
が

あ
っ
た
。
上
代
は
、
第
十
巻
の
解
説
と
、

別
巻
一
の『
新
渡
戸
博
士
追
憶
集
』に「
新

渡
戸
先
生
」を
書
い
て
い
た
。

上
代
は
、
暁
星
寮
の
寮
監
Ｅ
・
Ｇ
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
か
ら
新
渡
戸
を
紹
介
さ
れ

た
。
初
め
て
新
渡
戸
邸
を
訪
れ
た
と
き
、

書
斎
に
ぎ
っ
し
り
並
ぶ
英
・
独
・
仏
の
書

籍
に
圧
倒
さ
れ
、向
学
心
を
刺
激
さ
れ
た
。

さ
ら
に
虫
干
し
を
手
伝
っ
た
と
き
、
ほ
と

ん
ど
の
本
に
赤
や
青
の
鉛
筆
で
太
く
線
が

引
い
て
あ
っ
た
こ
と
に
驚
嘆
し
た
。
新
渡

戸
は
、
文
章
が
い
い
と
思
う
と
赤
線
、
思

想
が
い
い
と
思
う
と
青
線
を
引
い
た
。
次

に
読
む
と
き
は
赤
線
・
青
線
を
た
ど
っ
て

い
け
ば
い
い
と
い
う
新
渡
戸
の
読
書
法
で

あ
っ
た
。
上
代
は
、
新
渡
戸
か
ら
ス
ピ
ー

ド
と
要
点
を
把
握
す
る
読
書
法
を
教
わ
っ

た
と
い
う
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
新
渡
戸
は
、「
食

い
た
い
も
の
も
食
わ
な
い
で
買
い
集
め
た

も
の
だ
よ
」と
い
う
蔵
書
を
、自
分
を
慕
っ

て
訪
れ
て
く
る
学
生
に
自
由
に
閲
覧
さ

せ
、
惜
し
み
な
く
与
え
た
。
上
代
も
カ
ー

ラ
イ
ル
な
ど
多
く
の
本
を
も
ら
っ
た
。
愛

書
の
心
を
植
え
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

や
が
て
、
新
渡
戸
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

ウ
ェ
ル
ズ
女
子
大
学
へ
留
学
を
勧
め
ら
れ

る
。
出
発
に
際
し
て
メ
ア
リ
ー
夫
人
が
洋

服
の
準
備
な
ど
我
が
娘
の
よ
う
に
世
話
を

や
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
博
士
の
学
位
を

取
る
た
め
に
ミ
シ
ガ
ン
大
学
へ
二
度
目
の

留
学
を
勧
め
ら
れ
た
。
極
め
つ
け
は
、
新

渡
戸
の
国
際
連
盟
事
務
次
長
最
後
の
年
の

約
半
年
間
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
新
渡
戸
邸
に

滞
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
間
、
国
際

連
盟
の
総
会
を
毎
日
傍
聴
し
、
各
国
を
代

表
し
て
送
ら
れ
て
き
た
女
性
た
ち
が
い
き

い
き
と
活
躍
す
る
姿
を
見
た
。
レ
マ
ン
湖

の
ほ
と
り
の
新
渡
戸
邸
は
、
さ
な
が
ら
国

際
交
流
の
場
と
化
し
て
い
た
。
上
代
は
、
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随 想 ずいそう

日
々
訪
れ
る
日
本
人
や
世

界
各
国
の
政
治
家
、
リ
ー

ダ
ー
た
ち
と
言
葉
を
交
わ

し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
で

の
新
渡
戸
の
感
銘
深
い
講

演
を
聴
き
、
帰
国
の
船
旅

も
新
渡
戸
夫
妻
や
養
女
の

琴
子
親
子
に
同
行
し
た
。

新
渡
戸
が
客
死
す
る
こ
と

に
な
る
カ
ナ
ダ
へ
出
発
す

る
前
日
、
朝
食
を
と
も
に

し
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

の
写
真
や
ダ
ン
テ
、
ホ

イ
ッ
テ
ィ
ア
の
本
な
ど
を

も
ら
っ
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
新
渡

戸
と
交
流
が
あ
っ
た
上
代

に
つ
い
て
、
是
非
と
も
書

き
た
い
と
思
い
、
手
に
し

た
の
が『
上
代
タ
ノ
―
―

女
子
高
等
教
育　

平
和
運

動
の
パ
イ
オ
ニ
ア
』（
島

田
法
子
・
中
嶌
邦
・
杉
森
長
子
共
著
）

だ
っ
た
。
こ
の
本
で
新
渡
戸
夫
妻
か
ら
の

手
紙
が
多
く
成
瀬
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
コ
ピ
ー
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
昨
年
九
月
、
盛
岡
市
に

あ
る
新
渡
戸
基
金
の
年
刊
誌『
新
渡
戸
稲

造
の
世
界
』二
八
号
に
、
資
料
紹
介
と
し

て「
新
渡
戸
稲
造
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成

術
―
―
上
代
タ
ノ
へ
の
手
紙
を
通
し
て

（
前
編
）」を
投
稿
し
た
。

上
代
が
新
渡
戸
か
ら
受
け
継
い
だ
最
大

の
も
の
は「
平
和
運
動
の
行
動
力
」だ
と

思
う
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
女
性
平
和

団
体「
婦
人
平
和
協
会
」で
上
代
は
め
ざ

ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
。
一
九
二
六
年

七
月
、
二
度
目
の
留
学
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

に
い
た
上
代
が
、
ダ
ブ
リ
ン
で
開
か
れ
た

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｆ（
婦
人
国
際
平
和
自
由
連

盟
）第
五
回
国
際
総
会
で
、
初
め
て
正
式

に
日
本
支
部
代
表
と
し
て
支
部
報
告
を

行
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
一
年
五
月
か

ら
一
九
五
六
年
ま
で
、
日
本
婦
人
平
和
協

右：ジュネーヴからの帰国の船上で目隠しをして戯れる新渡戸。
後ろは上代と思われる／上：左から新渡戸、琴子親子、一人お
いて上代



−8−

随 想 ずいそう
会（
婦
人
平
和
協
会
を
改
称
）の
会
長
を

務
め
、
会
員
の
倍
増
と
育
成
の
た
め
普
及

宣
伝
部
の
新
設
、
企
画
部
の
設
置
、
原
水

爆
禁
止
の
署
名
運
動
な
ど
次
々
と
実
行
し

た
。
こ
の「
婦
人
平
和
協
会
」の
設
立
は
、

恩
師
成
瀬
仁
蔵
の
悲
願
で
あ
っ
た
。

上
代
は
、
新
渡
戸
の
手
紙
や
国
際
連
盟

で
の
働
き
を
通
し
て
、
世
界
平
和
を
願
っ

て
、
寝
食
を
忘
れ
て
取
り
組
む
崇
高
な
精

神
を
感
じ
取
っ
た
。
帰
国
後
上
代
は
、
日

本
女
子
大
学
校
の
学
生
全
体
で
国
際
連
盟

協
会
学
生
支
部
を
作
り
、
一
九
二
七
年
五

月
、
同
校
で
発
会
式
を
行
っ
た
。
国
際
連

盟
協
会
会
長
渋
沢
栄
一
の
挨
拶
の
後
、
新

渡
戸
は
、
や
さ
し
い
口
調
で
ユ
ー
モ
ア
を

交
え「
国
際
連
盟
の
精
神
」に
つ
い
て
講

演（『
家
庭
週
報
』八
九
〇
〜
八
九
二
号
に

掲
載
）し
た
。
新
渡
戸
が
最
も
強
調
し
た

の
は
、「
戦
争
の
第
一
線
に
立
つ
も
の
は

赤
子
、
第
二
戦
に
立
つ
も
の
は
婦
人
で
あ

る
。
戦
争
防
止
の
た
め
に
、
女
子
と
し
て

相
当
の
尽
力
を
願
い
た
い
。」と
い
う
主

旨
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
上
代
は
真
っ
直
ぐ

に
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｆ

日
本
支
部
の
事
務
局
が
、
現
在
も
日
本
女

子
大
学
内
に
置
か
れ
て
い
る
所
以
で
あ

る
。こ

う
し
た
上
代
の
平
和
運
動
の
根
底
に

「
神
の
前
で
は
す
べ
て
の
人
が
平
等
で
あ

り
、
暴
力
が
存
在
し
て
は
い
け
な
い
、
世

界
平
和
の
た
め
に
祈
り
、
行
動
す
る
。」

と
い
う
ク
エ
ー
カ
ー
の
信
条
が
あ
っ
た
。

上
代
は
若
き
日
、
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
で
洗

礼
を
受
け
た
が
、
一
九
五
〇
年
の
復
活
祭

で
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
と
な
っ
た
。
新
渡
戸

夫
妻
も
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
の
初
代
会
長
で
上

代
が
尊
敬
す
る
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
も

ク
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞

在
中
、
上
代
は
、
日
曜
日
の
ク
エ
ー
カ
ー

の
集
会
に
出
席
し
、
新
渡
戸
や
ジ
ェ
ー

ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
黙
想
し
神
の
声
を
聴
く

姿
に
、
彼
ら
の
平
和
活
動
を
支
え
る
心
と

力
を
知
っ
た
。

上
代
は
、
日
本
女
子
大
学
学
長
時
代
、

学
生
が
自
由
に
本
を
手
に
取
れ
る
開
架
式

図
書
館（
旧
図
書
館
）を
建
設
し
た
。
そ

し
て
故
郷
の
高
等
学
校
や
日
本
女
子
大
学

図
書
館
に
多
く
の
書
物
を
寄
贈
し
て
い

る
。
学
生
を
愛
し
、
国
際
人
を
育
て
る
使

命
感
と
と
も
に
、
愛
書
の
心
を
新
渡
戸
か

ら
受
け
継
ぎ
、
次
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

た
の
で
あ
る
。

私
は
昨
年
十
月
、
新
図
書
館
の
四
階
に

「
上
代
タ
ノ
平
和
文
庫
」
を
見
つ
け
た
。

数
十
年
ぶ
り
に
懐
か
し
い
人
に
再
会
し
た

よ
う
な
気
が
し
た
。
新
渡
戸
が
上
代
に

贈
っ
た『
東
西
相
触
れ
て
』に
は
、
新
渡

戸
稲
造
の
献
辞
と
葉
書
が
添
付
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
を
手
に
取
り
、
し
ば
し
上
代
と

新
渡
戸
の
交
流
に
思
い
を
馳
せ
た
。

（
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻

一
九
七
六
年
修
了
／

元
新
渡
戸
文
化
中
学
高
等
学
校
校
長	

	
 

な
が
も
と　

ゆ
う
こ
）
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随 想 ずいそう
「
成
瀬
仁
蔵
と
そ
の
時
代

研
究
会
」
の
活
動
に
つ
い
て

長
野
和
子

「
成
瀬
仁
蔵
と
そ
の
時
代
研
究
会
」（
略

称「
ナ
ル
ト
キ
研
」）は
、
二
〇
一
二
年
六

月
九
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年

か
ら
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授

を
務
め
ら
れ
、
そ
の
春
に
ご
退
職
さ
れ
た

ば
か
り
の
片
桐
芳
雄
先
生（
現
日
本
女
子

大
学
名
誉
教
授
、
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教

授
）の
ご
発
案
で
発
足
し
た
研
究
会
で
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
成
瀬
仁
蔵
は
日
本
女
子

大
学
校
の
創
設
者
で
す
が
、
ご
主
宰
の
片

桐
先
生
が
、
ご
在
任
中
か
ら
精
力
的
に
成

瀬
仁
蔵
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
生
が
命

名
さ
れ
た「
成
瀬
仁
蔵
と
そ
の
時
代
研
究

会
」と
い
う
名
称
に
は
、
桜
楓
会（
日
本

女
子
大
学
同
窓
会
）の
八
〇
年
以
上
の
伝

統
を
誇
る「
成
瀬
仁
蔵
研
究
会
」と
区
別

す
る
た
め
と
、「
で
き
れ
ば
も
う
少
し
成

瀬
仁
蔵
を
広
い
視
野
か
ら
研
究
し
た
い
」

と
い
う
お
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

先
生
が
成
瀬
仁
蔵
の
教
育
思
想
に
関
心

を
持
つ
学
内
外
の
研
究
者
や
学
生
、
日
本

女
子
大
学
の
卒
業
生
等
に
呼
び
か
け
ら
れ

た
結
果
、
第
一
回
ナ
ル
ト
キ
研
に
は
一
三

名
が
参
集
し
ま
し
た
。
ま
ず
片
桐
先
生
か

ら
成
瀬
研
究
の
課
題
と
し
て
、
思
想
、
宗

教
、
教
育
、
女
性
観
、
自
然
観
な
ど
が
提

示
さ
れ
、
そ
の
後
研
究
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

と
成
瀬
の
関
わ
り
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た

が
、「
成
瀬
が
百
年
以
上
前
に
た
ど
り
着

い
た
教
育
思
想
や
問
題
関
心
は
現
在
に
つ

な
が
る
も
の
」「
成
瀬
の
思
想
の
再
構
築

は
有
意
義
、
成
瀬
の
教
育
思
想
を
今
に
生

か
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
」「
よ
り

広
い
視
野
か
ら
成
瀬
の
現
代
的
世
界
的
意

義
を
探
り
た
い
」等
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

ナ
ル
ト
キ
研
は
不
定
期
に
開
催
さ
れ
、

発
表
者
一
名
が
四
〇
分
か
ら
六
〇
分
の
報

告
を
行
い
、
そ
の
後
一
時
間
程
度
質
疑
応

答
の
時
間
を
と
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を

取
っ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
二
七
回
開
催

さ
れ
、
毎
回
一
五
名
前
後
の
参
加
者
を
数

え
ま
す
。
発
表
の
概
要
は「
ナ
ル
ト
キ
研

報
告
」と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

発
表
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
は
、

発
表
者
の
研
究
分
野
に
よ
っ
て
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
従
っ
て
す
べ
て
の
発
表
の
内

容
を
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
す
が
、
カ
バ
ー
さ
れ
た
分
野
を
敢
え

て
分
類
す
る
と
、
ま
ず
成
瀬
の
宗
教
観
、

宗
教
教
育
、
女
性
観
、
大
学
観
、
女
子
高

等
教
育
論
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
成
瀬
研
究
の
骨
格
を
な
す

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
成
瀬
の
教
育

思
想
が
具
現
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
卒
業

生
、
桜
楓
会（
同
窓
会
）の
活
動
も
一
つ

の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
で
は
著
名
な
卒
業
生
だ
け
で
な
く
、
数

多
く
の
一
般
的
な
卒
業
生
に
も
焦
点
が
あ
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随 想 ずいそう
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
桜
楓
会
が
社
会
福
祉

活
動
に
力
を
い
れ
て
い
た
こ
と
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
成
瀬
や

卒
業
生
に
関
す
る
ジ
ャ
ン
ル
に
加
え
、
成

瀬
の
教
育
思
想
、
女
性
観
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
女
性

論
、
社
会
論
に
関
す
る
ジ
ャ
ン
ル
も
あ
り

ま
す
。
成
瀬
の
ア
メ
リ
カ
留
学
時
期
と
重

な
る
上
記
の
議
論
は
、
成
瀬
の
教
育
思
想

の
構
築
過
程
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
日
本
女
子
大

学
の
動
向
や
今
日
的
課
題
を
論
じ
た
回
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
毎
回
様
々
な

視
点
か
ら
発
表
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
こ

の
研
究
会
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
一
参
加
者
と
し
て
は
、
ナ
ル
ト

キ
研
に
ま
た
別
の
大
き
な
魅
力
を
感
じ
ま

す
。
そ
れ
は
報
告
後
の
質
疑
応
答
で
す
。

ま
ず
片
桐
先
生
が
発
表
に
つ
い
て
の
所
感

を
述
べ
ら
れ
、
質
疑
応
答
の
口
火
が
切
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後
参
加
者
か
ら
の
発
言
と

な
る
の
で
す
が
、
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
語
り
口
と
巧
み
な
リ
ー
ド
に
誘
発
？

さ
れ
参
加
者
の
発
言
が
相
次
ぎ
ま
す
。
少

人
数
で
も
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
は
あ
り
ま
す
が
、
熱
の
こ
も
っ

た
議
論
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
研
究
者
、

学
生
、
卒
業
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

参
加
者
に
よ
る
議
論
は
議
論
を
呼
び
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
言
は
連
結
し
時
に
は
飛
躍

し
、
そ
の
結
果
新
た
な
発
想
に
至
る
こ
と

も
度
々
で
す
。
参
加
者
と
し
て
毎
回「
目

か
ら
鱗
が
落
ち
る
」を
実
感
し
て
い
る
、

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

	
成
瀬
仁
蔵
が
日
本
女
子
大
学
校
を
創
立
し

て
か
ら
も
う
す
ぐ
一
二
〇
年
に
な
り
ま
す
。

当
時
と
比
べ
女
性
を
と
り
ま
く
環
境
は
劇

的
に
変
化
し
、
女
性
の
活
躍
の
場
は
大
き

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
に
お

け
る
女
性
の
活
躍
度
は
、
世
界
の
中
で
一

二
一
位
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
す（「
二
〇

一
九
年
世
界
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」

Ｗ
Ｅ
Ｆ
・
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）。
女
性

が「
人
と
し
て
」力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
妨

げ
る
事
象
が
日
本
の
社
会
に
は
未
だ
に
数

多
く
あ
り
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
ま
だ
ま
だ
存
在
し
て
い
る
と
い
う

事
で
し
ょ
う
。
女
性
に
内
在
す
る
力
を
信

じ
、
社
会
に
お
け
る
女
性
の
役
割
を
探
求

し
続
け
た
成
瀬
仁
蔵
の
教
育
思
想
に
は
、

現
代
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
一
二
〇
年
後
の
今
、
成
瀬

仁
蔵
を
多
角
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
成
瀬
仁
蔵
と
そ
の
時
代
研
究
会
」（
略

称「
ナ
ル
ト
キ
研
」）は
、
発
足
か
ら
八
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も「
ナ
ル
ト

キ
研
」で
は
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の
発
表

と
、
時
に
予
定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー

し
て
の
熱
い
議
論
が
続
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。（

日
本
女
子
大
学
学
術
研
究
員
／

「
成
瀬
仁
蔵
と
そ
の
時
代
研
究
会
」

	

事
務
局 

な
が
の　

か
ず
こ
）
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随 想 ずいそう
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の

図
書
館
移
転
作
業
に
つ
い
て

中
曽
根　

緑

大
学
創
立
一
二
〇
周
年
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
二
〇
一
九
年
四
月
三
日（
水
）、

目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
図
書
館
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
二
〇
一
九
年
二
月
〜
三
月
に
実

施
し
た
旧
図
書
館（
以
下「
旧
館
」）か
ら

新
図
書
館（
以
下「
新
館
」）へ
の
移
転
作

業
に
つ
い
て
準
備
段
階
も
含
め
概
要
を
報

告
す
る
。
旧
館
と
新
館
の
施
設
概
要
は
表

１
の
と
お
り
で
あ
る
。
旧
館
は
多
く
の
教

室
・
研
究
室
が
あ
る
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
泉

山
地
区
中
央
に
位
置
し
、
新
館
は
同
キ
ャ

ン
パ
ス
正
門
向
か
い
側
の
目
白
通
り
を
挟

ん
だ
場
所
に
建
つ
と
い
う
こ
と
で
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
と
は
言
え
公
道
を
渡
る
移
転
と

な
る
。

移
転
対
象
と
な
る
蔵
書
数
は
約
六
六
万

冊
で
あ
り
、
そ
の
一
冊
一
冊
が
最
終
的
に

適
切
な
場
所
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
図
書
館
移
転
計
画
の
焦
点
は
蔵
書
配

架
に
関
す
る
計
画
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
考
察
を
い
つ
か
ら
開
始
し
た
か
と
言

え
ば
、
二
〇
一
五
年
初
め
か
ら
始
ま
っ
た

新
館
設
計
打
合
せ
の
段
階
か
ら
と
言
え
よ

う
。
建
物
の
形
状
、
階
数
、
階
ご
と
の
面

積
と
い
っ
た
建
物
の
骨
格
が
書
架
配
置
計

画
、
す
な
わ
ち
蔵
書
配
架
計
画
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
新
館
に
は
面

積
、
収
容
冊
数
、
閲
覧
座
席
数
の
条
件
が

示
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
閲
覧
席
を
設
置

し
、
収
容
冊
数
の
条
件
を
満
た
す
に
は
大

規
模
な
集
密
書
架（
以
下「
集
密
」）の
導

入
が
不
可
避
で
あ
っ
た
。
設
計
趣
旨
の
も

と
二
〇
一
六
年
頃
に
新
館
の
建
物
概
要
が

固
ま
り
、
蔵
書
配
架
計
画
の
大
筋
を
決
め

る
こ
と
に
な
る
。
新
館
で
は
、
棚
板
総
延

長
全
体
に
占
め
る
固
定
書
架（
以
下「
固

定
」）の
割
合
が
旧
館
よ
り
大
幅
に
減
少

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
固
定
に
置
く

表１　旧館と新館の施設概要

旧館 新館

階   数 地上 5階・地下 1階 地上 4階・地下 1階

延 床 面 積 4,752.27㎡ 6,607.48㎡

収 容 冊 数 約 45 万冊 約 70 万冊

閲覧座席数 602 席 650 席
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随 想 ずいそう
資
料
を
絞
り
込
む
必
要
が
生
じ
た
。
参
考

図
書
、
集
密
に
は
入
ら
な
い
大
型
図
書
に

加
え
、
当
館
で
最
も
利
用
が
多
い
和
書
の

資
料
群
を
固
定
に
置
く
こ
と
と
し
た
が
、

和
書
は
所
蔵
量
も
多
い
た
め
、
そ
の
全
て

を
固
定
に
置
く
こ
と
は
で
き
ず
、
発
行
年

一
〇
年
以
内（
二
〇
一
四
年
以
降
）は
固

定
、
そ
れ
以
前
は
集
密
と
分
け
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
移
転
時
、
発
行
年
の
区
切
り

を
二
〇
一
四
年
以
降
と
し
た
の
は
、
二
〇

二
〇
年
度
末
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
に
伴

う
西
生
田
図
書
館
か
ら
の
蔵
書
移
動
を
控

え
て
お
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
調
整
時

期
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
度
に
発
行
年
一

〇
年
以
内
は
固
定
、
そ
れ
以
前
は
集
密
と

な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
以
後
、
そ

の
時
の
書
架
状
況
に
よ
る
が
、
基
本
的
に

発
行
後
一
〇
年
を
超
え
る
和
書
は
固
定
か

ら
集
密
等
に
移
動
す
る
予
定
で
あ
る
。
大

学
図
書
館
に
と
っ
て
図
書
を
発
行
年
で
分

け
る
こ
と
は
望
ま
し
く
は
な
い
が
、
専
門

分
野
が
多
岐
に
渡
る
本
学
に
お
い
て
、
特

定
分
野
の
み
全
て
の
和
書

を
固
定
に
置
き
、
そ
の
他

の
分
野
の
和
書
は
全
て
集

密
に
入
れ
る
と
い
う
選
択

は
し
が
た
く
こ
の
結
論
に

至
っ
た
。
そ
の
上
で
、
特

に
古
い
資
料
も
必
要
と
す

る
文
学
、
歴
史
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
フ
ロ
ア
を
行

き
来
す
る
こ
と
な
く
利
用

で
き
る
よ
う
、
集
密
と
同

じ
地
下
一
階
の
固
定
に
新

し
い
和
書
も
配
架
す
る
こ

と
と
し
た
。
旧
館
で
は
同

じ
棚
に
並
ん
で
い
た
和
書

の
移
動
先
が
、
新
館
で
は

固
定
と
集
密
に
分
か
れ
る

た
め
、
行
き
先
の
識
別
が

必
要
と
な
り
、
二
〇
一
六
年
秋
か
ら
固
定
に

移
動
す
る
和
書
の
背
に
黄
色
の
マ
ー
キ
ン

グ
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
上
の
配
架

場
所
デ
ー
タ
の
変
更
準
備
も
開
始
し
た
。

二
〇
一
八
年
三
月
、
移
転
業
務
を
委
託

す
る
業
者
を
決
定
し
、
同
年
五
月
か
ら
月

例
打
合
せ
を
開
始
し
た
。
こ
の
た
び
の
移

転
で
は
、
蔵
書
配
架
計
画
の
う
ち
、
何
階 旧館　2019 年 2月 19日
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随 想 ずいそう
の
こ
の
あ
た
り
に
こ
の
資
料
群
を
配
架
す

る
と
い
う
書
架
の
面
単
位
で
の
割
り
付
け

の
基
本
計
画
な
ら
び
に
棚
板
一
段
ご
と
の

再
配
架
に
関
す
る
条
件
を
当
館
か
ら
示

し
、
棚
板
一
段
ご
と
の
再
配
架
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
業
者
に
委
託
し
た
。
再
配

架
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
旧
館
の
資
料

配
架
状
況（
棚
板
計
測
）、
新
館
の
書
架

配
置
計
画
を
把
握
し
、
棚

板
一
段
ご
と
に
そ
の
棚
に

置
く
資
料
の
塊
を
計
画
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
複

数
回
の
打
合
せ
を
経
て
二

〇
一
九
年
一
月
末
、
再
配

架
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

完
成
し
た
。

二
〇
一
八
年
度
の
開
館

は
後
期
試
験
終
了
日
の
一

月
三
〇
日
に
て
終
了
。
こ

の
日
が
長
い
歴
史
の
あ
る

旧
館
の
利
用
最
終
日
と

な
っ
た
。
蔵
書
の
移
動
は
、

旧
館
で
の
図
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
読
み
取

り
、
梱
包
、
ト
ラ
ッ
ク
で

の
運
搬
、
新
館
へ
の
搬
入
、

再
配
架
と
い
う
手
順
で
業
者
に
よ
り
行
わ

れ
る
。
作
業
期
間
は
二
月
〜
三
月
の
約
四

〇
日
、
蔵
書
移
動
量
は
箱
数
約
二
万
数
百

箱
の
他
、
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
で
の
移
動
分

も
あ
り
、
作
業
ス
タ
ッ
フ
数
は
状
況
に
よ

り
異
な
る
が
約
二
〇
数
名
、
作
業
時
間
は

九
時
〜
一
七
時
と
い
う
計
画
が
示
さ
れ

た
。
作
業
に
は
新
館
で
再
利
用
さ
れ
る
既

存
家
具
、
事
務
室
の
移
転
も
含
む
。
移
転

開
始
時
、新
館
は
竣
工
に
至
っ
て
お
ら
ず
、

図
書
館
ス
タ
ッ
フ
は
移
転
作
業
に
伴
う
業

者
か
ら
の
質
問
等
へ
の
対
応
、
事
務
室
移

転
の
た
め
の
整
理
・
梱
包
に
加
え
、
新
館

の
展
示
台
、ロ
ッ
カ
ー
、閉
館
時
返
却
ボ
ッ

ク
ス
、
サ
イ
ン
、
電
源
・
Ｌ
Ａ
Ｎ
・
電
話
、

既
存
家
具
の
移
動
な
ど
学
内
外
関
係
者
と

の
新
館
の
打
合
せ
を
継
続
し
て
い
た
。
旧

館
内
の
隅
々
を
整
理
す
る
過
程
で
は
、
上

代
タ
ノ
元
学
長
の
日
記
等
、
茅
野
蕭
蕭
・

雅
子
夫
妻
関
係
資
料
と
い
っ
た
貴
重
な
資

料
が
発
見
さ
れ
、
成
瀬
記
念
館
に
引
き
渡

し
た
他
、
か
つ
て
図
書
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー

新館　2019 年 3月 15日
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随 想 ずいそう
シ
ョ
ン
で
使
用
し
て
い
た
ス
ラ
イ
ド（
昭

和
四
〇
年
か
ら
五
〇
年
代
の
図
書
館
内
や

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
写
真
）、
旧
館
の
建
築

模
型
も
記
念
館
に
移
管
し
た
。

業
者
と
は
週
一
回
会
議
を
持
ち
進
捗
状

況
を
共
有
し
た
。
二
月
末
の
段
階
で
は
梱

包
が
約
一
週
間
の
遅
れ
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
三
月
初
め
の
新
館
の
建
物
検
査
終
了

後
に
、
作
業
時
間
を
二
〇
時
ま
た
は
二
二

時
ま
で
延
長
し
進
捗
度
を
上
げ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
三
月
一
五
日
、
新
館
が
竣

工
す
る
。
綿
密
な
再
配
架
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
現
場
で
は

次
々
に
調
整
・
判
断
す
べ
き
こ
と
が
生
じ

る
。
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
は
三
月
中
旬
か
ら

新
館
へ
の
入
館
が
可
能
と
な
り
、
再
配
架

状
況
の
確
認
を
行
い
不
備
な
箇
所
の
修
正

を
依
頼
す
る
な
ど
業
者
と
連
携
し
て
作
業

を
進
め
、
同
時
に
書
架
側
板
サ
イ
ン
の
作

成
等
、
新
館
の
開
館
準
備
も
行
っ
て
い
っ

た
。
こ
の
頃
、
二
一
時
を
過
ぎ
て
も
煌
々

と
明
か
り
が
灯
る
新
館
の
姿
か
ら
各
種
作

業
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
切
迫
度
が
伝

わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。三
月
一
九
日
、

旧
館
事
務
室
で
の
業
務
最
終
日
、
夕
方
か

ら
機
器
・
什
器
の
移
動
が
行
わ
れ
、
翌
二

〇
日
、
新
館
事
務
室
で
の
業
務
を
開
始
し

た
。
最
後
に
貴
重
書
を
移
動
し
、
三
月
二

二
日
、
業
者
よ
り
全
て
の
作
業
完
了
と
報

告
が
あ
っ
た
。
家
具
類
の
移
動
状
況
は
施

設
課
が
、
蔵
書
の
再
配
架
状
況
は
図
書
館

ス
タ
ッ
フ
が
総
出
で
最
終
確
認
を
行
い
、

三
月
二
六
日
、
移
転
作
業
の
検
収
を
完
了

し
た
。

当
館
で
は
次
段
階
と
し
て
二
〇
二
一
年

二
月
〜
三
月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
に
伴
う

蔵
書
移
動
を
予
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き

準
備
を
進
め
て
い
る
。
蔵
書
六
六
万
冊
規

模
の
図
書
館
を
約
二
ヶ
月
の
閉
館
で
移
転

す
る
の
は
、
か
な
り
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
っ
た
が
、
図
書
館
移
転
の
経
験
豊

富
な
業
者
に
よ
る
計
画
・
実
施
、
施
設
・

シ
ス
テ
ム
・
警
備
等
学
内
関
係
部
署
の
協

力
、
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
の
総
力
の
結
集
に

よ
り
、
何
と
か
無
事
に
四
月
一
日
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
す
べ
て
の
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
皆

様
に
新
館
を
存
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 

（
図
書
館
事
務
部
長 �

�

な
か
そ
ね 

み
ど
り
）

参
考
文
献

	

浜
口
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「
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学
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o.164,	p.4-5

）
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成
瀬
記
念
館
で
は
二
〇
二
〇
年
一
月
一
四
日
か
ら
三
月
四
日
ま

で「
卒
業
」を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
を
お
こ
な
っ
た
。
第
一
回
卒

業
生（
一
九
〇
四
年
）の
証
書
を
は
じ
め
、
時
期
に
よ
っ
て
変
化

し
た
六
つ
の
形
態
の
卒
業
証
書
と
学
位
記
、
一
九
一
六（
大
正
五
）

年
か
ら
六
九（
昭
和
四
四
）年
ま
で
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
九
点
、
そ

し
て
一
九
一
六
年
か
ら
五
三（
昭
和
二
八
）年
ま
で
の
卒
業
論
文

七
点
を
並
べ
、
日
本
女
子
大
学
の「
卒
業
」の
一
端
を
表
現
し
た
。

本
稿
で
は
展
示
し
た
資
料
の
な
か
か
ら
来
館
者
の
眼
を
ひ
い
た

本
館
所
蔵
の
卒
業
論
文
に
関
し
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
展
示
し
き

れ
な
か
っ
た
他
の
卒
業
論
文
二
七
四
点
の
題
目
、
及
び
執
筆
者

四
九
六
名
の
氏
名
一
覧
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。

展
示
と
資
料
　

日
本
女
子
大
学
校
の
卒
業
論
文

　
　
　
　
　
　

─
学
び
の
集
大
成
か
ら
み
る
学
園
史
─

大
門　

泰
子

卒
業
式

一
九
〇
四（
明
治
三
七
）年
四
月
九
日
、
第
一
回
生
の
卒
業
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
満
開
の
桜
の
も
と
、
一
二
一
人
が
卒
業
証
書
を

受
け
取
っ
た
。
女
性
の
高
等
教
育
へ
の
理
解
が
無
か
っ
た
当
時
、

入
学
し
て
も
病
気
や
結
婚
な
ど
様
々
な
理
由
で
入
学
者
の
半
数
近

く
が
退
学
し
て
い
た
。
祝
辞
を
述
べ
た
西
園
寺
公
望
は

…
世
間
が
女
子
の
学
問
を
歓
迎
す
る
と
然
ら
ざ
る
と
は
、
即

ち
卒
業
諸
君
の
行
状
如
何
に
在
り
と
考
へ
ま
す
、
諸
君
は
社

会
の
如
何
な
る
方
面
に
御
出
で
な
さ
る
に
拘
ら
ず
益
々
恭
倹

の
徳
を
修
め
ら
れ
て
親
切
に
叮
嚀
に
其
の
学
ば
れ
た
所
を
実

地
に
施
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
、
而
し
て
一
方
に

於
て
は
何
處
ま
で
も
此
の
本
校
の
主
張
を
発
揚
な
さ
れ
て
世
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感
染
拡
大
予
防
の
た
め
に
行
わ
れ
ず
、
学
位
記
は
郵
送
で
授
与
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
卒
業
式
の
中
止
は
、
本
学
だ
け
の
こ
と
で
は
な

い
が
、
人
々
を
震
撼
さ
せ
た
社
会
的
混
乱
の
指
標
と
し
て
、
来
年

一
二
〇
周
年
を
迎
え
る
学
園
の
歴
史
に
刻
ん
で
お
く
べ
き
こ
と
で

あ
る
。

卒
業
論
文

日
本
女
子
大
学
は
、
一
九
〇
一（
明
治
三
四
）年
の
創
立
当
初

よ
り
、
卒
業
論
文
の
提
出
が
卒
業
の
必
須
要
件
で
あ
っ
た
。
創
立

時
の「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
」に
は

　

第
五
章 

及
落 

卒
業

第
十
七
條　

 

卒
業　

生
徒
の
卒
業
は
各
科
目
平
常
の
成
績
と

卒
業
論
文
と
を
参
照
し
教
員
会
議
の
議
決
を
以

て
之
を
評
定
す

と
記
さ
れ
て
い
る
。
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
は
、
一
九
〇
三
年
九
月
に

「
日
本
女
子
大
学
校
の
二
百
十
日
」と
題
し
た
講
話
の
な
か
で
卒

業
論
文
に
対
す
る
考
え
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
当
時
は
修

業
年
限
が
三
年
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
さ
に
初
め
て
の
卒
業
論
文
に

臨
ん
で
い
る
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

先
づ
個
人
〳
〵
に
大
に
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
事
柄

は
、
三
年
生
の
卒
業
論
文
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
此
卒
業

論
文
は
、
此
一
期
間
に
於
て
其
大
部
分
が
纏
ら
な
け
れ
ば
な

間
の
同
情
を
博
す
る
こ
と
を
努
め
且
成
る
べ
く
各
自
相
ひ
提

携
し
て
女
子
の
天
賦
の
地
位
を
開
拓
せ
ら
れ
遂
に
東
洋
全
体

の
女
子
の
面
目
に
及
ぼ
す
こ
と
を
努
め
れ
ら
れ
ん
こ
と
を
希

望
い
た
し
ま
す
。

 

（「
卒
業
生
に
望
む（

（
（

」）

と
卒
業
生
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。「
醜
婦
保
護
所
」「
目
白
台
の
姥

捨
山
」な
ど
と
い
う
女
子
大
学
へ
の
中
傷（

（
（

を
受
け
な
が
ら
も
、
修

業
年
限
の
三
年
間
、
多
く
の
壁
を
乗
り
越
え
、「
正
式
に
高
等
な

る
学
科
を
修
め
て
」た
ど
り
つ
い
た
卒
業
で
あ
っ
た
。
卒
業
生
総

代
は「
あ
は
れ
吾
等
が
行
く
と
こ
ろ
、
姉
と
も
た
の
む
先
輩
あ
り

て
、
荊
を
刈
り
道
を
ひ
ら
き
て
待
ち
迎
ふ
る
に
あ
ら
ず
、
お
も
へ

ば
か
な
し
く
こ
ゝ
ろ
細
き
初
旅
な
り
や
」と
謝
辞
の
な
か
に
こ
の

先
へ
の
不
安
を
に
じ
ま
せ
た（

（
（

。

以
来
一
一
六
年
間
、
本
学
は
毎
年
春
に
卒
業
生
を
送
り
出
し
て

き
た
。
太
平
洋
戦
争
中
は
繰
上
げ
卒
業
で
九
月
や
一
二
月
に
式
が

行
わ
れ
た
も
の
の
、終
戦
か
ら
半
年
後
の
一
九
四
六
年
三
月
に
は
、

再
び
本
来
の
時
期
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
た（

（
（

。
五
一（
昭
和
二
六
）

年
三
月
に
は
旧
制
最
後
の
卒
業
生（
四
八
回
生
）と
新
制
大
学
最

初
の
卒
業
生
に
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一（
平

成
二
三
）年
三
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
卒
業
式

は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
二
〇
二
〇

（
令
和
二
）年
三
月
二
〇
日
の
卒
業
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
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り
ま
せ
ぬ
。
此
卒
業
論
文
を
書
く
と
い
ふ
事
も
、
決
し
て
新

し
い
研
究
を
今
日
か
ら
始
る
の
で
は
無
い
。
既
に
此
学
校
の

始
り
か
ら
研
究
し
た
所
の
も
の
を
綜
合
す
る
の
で
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
方
は
此
学
校
に
於
て
、
又
は
他
の
高
位
に
よ
り

て
得
た
所
の
総
て
の
智
識
を
綜
合
し
て
、
茲
に
一
つ
の
新
し

きC
onclusion

即
ち
断
案
を
得
る
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
然

る
に
私
の
云
ふ
所
の
卒
業
論
文
と
は
、
あ
な
た
方
の
思
想
を

組
立
て
ゝ
綾
な
す
文
章
に
御
書
き
に
な
つ
た
の
を
指
し
て
、

私
は
論
文
と
は
申
し
ま
せ
ぬ
、
あ
な
た
方
の
力
を
盡
し
て
研

究
し
た
所
の
結
果
が
凝
つ
て
御
名
々
の
品
性
と
な
り
、
長
く

否
、
御
名
々
の
生
涯
の
基
礎
と
な
る
べ
き
や
う
に
、
自
分
の

身
体
の
上
自
分
の
心
の
上
に
於
て
、
論
文
を
組
立
て
る
の
で

あ
り
ま
す
。

（「
日
本
女
子
大
学
校
の
二
百
十
日（
三
十
六
年
九
月
講
話
）」（

（
（

）

成
瀬
は
出
来
上
が
っ
た
論
文
の
体
裁
で
は
な
く
、
各
自
が
問
題

意
識
を
持
っ
て
卒
業
論
文
を
ま
と
め
る
過
程
こ
そ
、
人
と
し
て
の

品
格
を
高
め
、
学
び
続
け
る
生
涯
の
基
礎
に
な
り
得
る
と
考
え
て

い
た
。
自
学
自
動
、
生
涯
学
習
を
理
想
と
す
る
教
育
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
原
点
が
卒
業
論
文
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
成
瀬
の

「
教
育
は
其
の
生
涯
に
渉
り
て
廃
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
、

学
校
の
卒
業
を
以
て
之
を
限
る
べ
き
に
非
ず（

（
（

」「
卒
業
は
恰
も
修

養
の
終
り
で
あ
る
か
の
如
く
考
へ
、
こ
れ
と
同
時
に
今
迄
の
修
養

が
下
火
に
な
つ
て
来
る
と
い
ふ
こ
と
は
大
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ（
（
（

」と
い
う
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
卒
業
」は
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
お
い
て
も
学
び
続
け
る
ス
タ
ー
ト
を
意
味
し
て
い
た
。

『
日
本
女
子
大
学
校 

学
報 

』第
三
号（
一
九
〇
四
年
六
月
）に

は
、
第
一
回
国
文
学
部
卒
業
生
二
名
の
卒
業
論
文
が
抄
出
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
一
人
、
高
松
田
瀬
子
は
西
行
法
師
、
吉
田
兼
好
、

鴨
長
明
の「
境
遇
、思
想
及
び
性
格
の
、差
異
同
一
の
点
」を
比
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
を
梅
、
桜
、
梨
の
花
に
た
と
え
た
。
そ
し
て「
梨
は
悩

ま
し
気
に
、
優
し
け
れ
ど
も
、
色
あ
く
ま
で
白
く
、
結
ぶ
実
、
味

殊
に
よ
し
。
梅
の
味
の
強
き
は
あ
ら
ね
ど
、
素
直
に
奥
床
し
。
桜

の
艶
に
は
劣
れ
ど
、清
く
高
き
こ
と
、其
の
比
に
あ
ら
ず
」と
結
ぶ
。

研
究
対
象
か
ら
己
の
生
き
方
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
高
松
に

と
っ
て
、
卒
業
論
文
は
人
生
の
指
針
を
定
め
る
う
え
で
礎
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

成
瀬
記
念
館
所
蔵
の
卒
業
論
文

成
瀬
記
念
館
に
は
旧
制
日
本
女
子
大
学
校
時
代
か
ら
新
制
日
本

女
子
大
学
時
代
初
頭（
一
九
五
〇
年
代
初
め
）に
か
け
て
の
卒
業

論
文
二
八
一
点
が
保
管
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
一
覧
は
後
掲
の
表
の

通
り
で
、
家
政
学
部
に
関
連
す
る
題
目
が
大
多
数
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
二
割
ほ
ど
は
卒
業
生
や
そ
の
ご
家
族
、
退
職
さ
れ
た
先
生
か

ら
個
人
的
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
あ
と
の
八
割
は
学
内
の
研
究
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室
等
に
長
く
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
成
瀬
記
念
館
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た（

（
（

。

前
者
は
記
念
館
で
受
け
入
れ
た
後
、
直
ち
に
整
理
保
管
さ
れ
、

展
示
や
研
究
資
料
と
し
て
生
か
し
て
き
た
。
し
か
し
、
後
者
は
度

重
な
る
記
念
館
の
資
料
保
存
ス
ペ
ー
ス
域
の
削
減
や
移
動
の
憂
き

目
に
合
い
、
未
整
理
の
ま
ま
二
〇
〇
八
年
春
か
ら
は
成
瀬
記
念
講

堂
地
下
の
倉
庫
に
置
か
れ
て
き
た
。
一
八
年
秋
、
講
堂
耐
震
工
事

後
に
漸
く
記
念
館
内
に
運
び
込
ま
れ
、一
点
ご
と
に
状
態
の
点
検
、

卒
業
生
名
簿
と
照
合
す
る
作
業
に
着
手
し
た
。
時
代
に
よ
っ
て
修

業
年
数
や
学
部
・
学
科
名
が
変
わ
っ
た
り
、
女
性
の
場
合
、
卒
業

後
数
年
で
姓
が
変
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
作
業
は

難
航
し
た
。
な
か
に
は
、
進
級
論
文
や
授
業
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト

も
五
〇
点
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
当
時
の
授
業
を

反
映
す
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
卒
業
論
文
と
同
様
の
整
理
を
お
こ

な
っ
た
。

論
文
の
他
に
、
論
文
題
目
と
氏
名
の
記
さ
れ
た
紙
資
料
、
冊
子

な
ど
も
数
点
あ
っ
た
。
論
文
に
対
す
る
指
導
教
員
の
講
評
な
ど
が

記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
新
制
大
学
に
な
っ
て
か
ら
は
卒
業
生
全

員
の
論
文
題
目
が
毎
年
の
学
部
別
紀
要
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

旧
制
時
代
は
そ
う
し
た
も
の
が
な
い
た
め
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

次
頁
の
表
は
現
在
、
卒
業
論
文
の
題
目
と
執
筆
者
名
を
確
認
で
き

て
い
る
総
数
を
卒
業
年
、
回
生
と
学
部
別
に
あ
ら
わ
し
た
一
覧
で

あ
る
。
表
中
、典
拠
資
料
欄
の『
家
庭
週
報
』と
は
、同
窓
会
紙（
週

刊
）の
こ
と
で
、
同
紙
に
も
論
題
や
論
文
を
め
ぐ
る
話
題
が
卒
業

の
前
後
の
時
期
に
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

展
示
し
た
卒
業
論
文

こ
の
度
の
展
示
で
は
、
時
代
や
学
部
の
異
な
る
七
点
の
卒
業
論

文
を
展
示
し
た
。

①『Shakespeare and Sorinshi

』　

一
九
一
六（
大
正
五
）年

 

英
文
学
部　

一
三
回
生　

本
田
こ
ま

イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家
・
詩
人
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
歌
舞
伎
作

家
の
近
松
巣
林
子（
近
松
門
左
衛
門
）を
対
比
し
た
英
文
の
論
文

で
あ
る
。
近
松
の
作
品「
国
姓
爺
合
戦
」と「
曽
根
崎
心
中
」に
登

場
す
る
女
性
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品「
カ
イ
ザ
ー
」に
登
場

す
る
女
性
、
そ
し
て「
オ
フ
ェ
ー
リ
ア
」を
取
り
上
げ
た
。
歴
史

劇
で
描
か
れ
る
女
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
二
人
の
劇
作
家
に
対
す

る
論
評
を
一
万
三
千
語
あ
ま
り
の
英
文
で
表
現
し
て
い
る
。
女
性

と
男
性
の
描
か
れ
方
に
も
注
目
し
て
い
る
。

W
e can see the condition and pleasure and other 

thoughts of the w
om

en of G
enroku period through 

S
orinshi’s fem

ale characters. T
hese w

om
en expressed 

by Sorinshi have not so clear individualities as the m
ale 
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旧制卒業論文題目判明数一覧　　　　　　2020 年 5 月現在

卒業年 回生 学部別題目数 典拠資料名

1909
明治 42

6 家政学部 68 題目
教育学部 45 題目
国文学部 34 題目
英文学部 19 題目

「明治四十二年四月 第六回生卒業論文問題一覧表」

1911 8 家政学部 59 題目
教育学部一部 ※ 1 9 題目
教育学部二部 11 題目
文学部 ※ 2 22 題目
英文学部 題目記載なし

「明治四十四年三月 第八回生卒業論文問題一覧表」

1912 9 家政学部 51 題目
教育学部博物科 6 題目
教育学部理科数学科 5 題目
文学部 ※ 2 14 題目
英文学部 6 題目

「明治四十五年三月 第九回生卒業論文問題一覧表」

1913
大正 2

10 家政学部 20 題目
教育学部文学部 ※ 2 15 題目
教育学部家政科第一部 5 題目
教育学部家政科第二部 11 題目
英文学部 題目記載なし

「大正二年四月 第十回生卒業論文問題一覧表」

1917 14 家政学部 18 題目
教育学部家政科第一部 16 題目
教育学部家政科第二部 34 題目
英文学部 題目記載なし

「大正六年四月 第十四回生卒業論文問題一覧表」

1919 16 家政学部 26 題目
師範家政学部 63 題目 「大正八年四月 第十六回生卒業論文問題」

1922 19 家政学部 66 題目 「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」

1923 20 家政学部 49 題目 「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」

1924 21 家政学部 72 題目 「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」

1925 22 家政学部 1 題目 「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」

1926 23 家政学部 64 題目
英文学部 30 題目

「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」
『家庭週報』833 号（1926.3.26）

1929
昭和４

26 家政学部 135 題目
国文学部 52 題目
英文学部 41 題目
師範家政学部 52 題目
社会事業学部 39 題目

『家庭週報』971 号（1929.2.15）
  〃
  〃
  〃

『家庭週報』972 号（1929.2.22）

1930 27 家政学部 59 題目
国文学部 60 題目
英文学部 38 題目
師範家政学部 23 題目
社会事業学部 21 題目

『家庭週報』1019 号（1930.2.28）
  〃
  〃
  〃
  〃
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卒業年 回生 学部別題目数 典拠資料名

1931 28 家政学部 84 題目
国文学部 46 題目
師範家政学部 68 題目
社会事業学部 17 題目
英文学部 41 題目

『家庭週報』1067 号（1931.2.27）
  〃
  〃
  〃
  〃

1932 29 家政学部 103 題目
国文学部 51 題目
師範家政学部 78 題目
社会事業学部 6 題目
英文学部 40 題目

『家庭週報』1118 号（1932.3.4）
  〃
  〃
  〃
  〃

1933 30 家政学部 78 題目 「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」

1934 31 家政学部 91 題目
師範家政学部 95 題目
国文学部 51 題目
英文学部 37 題目
社会事業学部 8 題目

『家庭週報』1213 号（1934.2.16）
  〃

『家庭週報』1214 号（1934.2.25）
  〃
  〃

1935 32 家政学部 36 題目 「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」

1936 33 家政学部 27 題目
家政学部二類 41 題目

「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」
「昭和十年度論文点評綴」

1937 34 家政学部 37 題目 「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」

1939 36 家政学部一類 24 題目 「大正十一年起 家政学部卒業論文目録」

1940 37 家政学部一類 26 題目
家政学部二類 70 題目
家政学部三類 ※ 3 13 題目
国文学部 7 題目
英文学部 17 題目

『家庭週報』1461 号（1940.2.23）
『家庭週報』1462 号（1940.3.1）
『家庭週報』1463 号（1940.3.15）
  〃

『家庭週報』1964 号（1940.3.22）  

1941.12 39 家政学部一・二類 49 題目
家政学部三類 三題目
国文学部 54 題目

『家庭週報』1541・42 号（1942.1.30/2.6）
『家庭週報』1543 号（1942.2.13）
『家庭週報』1545 号（1942.2.27）

1942.9 40 家政学部一類 32 題目
家政学部二類 37 題目

「昭和十七年度 家政学部一類四年 論題」
「論題一覧表」

1943.9 41 家政学関連学科 76 題目 「昭和拾七年起 家政学部卒業論文目録」

・題目が判明している卒業論文は執筆者も判明している。共同執筆もある。
  ※ 1 教育学部は師範家政学部、家政学部二類へと名称を変更する。
  ※ 2 国文学部のことを文学部、教育学部文科と称していた時期がある。
  ※ 3 社会事業学部が名称を変更した。
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characters have. T
here are singing- girl, a lady, a w

ife of 
a citizen and a w

ife of w
arrior w

ho are various in their 
conditions, but all of these are rather sam

e kind and 
type of people. ...

近
松
は
元
禄
時
代
の
女
性
の
状
況
や
喜
び
、
考
え
方
な
ど
を
描

い
て
い
る
も
の
の
、
女
性
の
個
性
は
男
性
ほ
ど
に
は
っ
き
り
と
描

い
て
い
な
い
こ
と
、謡
の
少
女
や
一
般
の
女
性
、庶
民
の
妻
、様
々

な
階
級
の
武
士
の
妻
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
女
性

が
同
じ
類
で
描
か
れ
て
い

る
と
分
析
し
て
い
る
。

   

用
紙
の
大
き
さ
は
26
㎝

×
21
㎝
の
横
罫
用
紙
五
五

頁
に
わ
た
り
、
筆
記
体
で

記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は

筆
記
体
が
主
流
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
英
文
学
部
の
論

文
の
所
蔵
は
少
な
い
が
、

そ
の
な
か
の
一
つ
、
一
四

回
生
の
和
田
と
み
と
は
後

の
高
良
と
み
で
あ
る
。
高

良
は
戦
後
、
世
界
平
和
運

動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、「nature

」と
題
す
る
論

文
を
提
出
し
て
い
る（

（
（

。

②『
母
』　

一
九
一
九（
大
正
八
）年

 

師
範
家
政
学
部
一
六
回
生　

野
呂
寿
子

後
に
本
学
家
政
学
部
教
授
と
な
っ
た
氏
家
寿
子
の
卒
業
論
文

で
、
論
文
の
草
稿
で
あ
る
ノ
ー
ト
と
と
も
に
寄
贈
さ
れ
た
。
本
学

創
立
者
成
瀬
仁
蔵
の
教
え
を
直
接
受
け
た
最
後
の
世
代
で
あ
る（

（1
（

。

師
範
家
政
学
部
は
高
等
女
学
校
家
事
科
の
教
員
を
目
指
す
学
部
で

も
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
三
年
間
の
学
び
の
集
大
成
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
女
子
中
等
教
育
の
理
想
を
記
す
。

　
要
す
る
に
私
は
従
来
の
良
妻
賢
母
主
義
で
は
満
足
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
教
育
が
進
ん
で
も
尚
、
女
学
校
丈
で
そ
の

余
の
研
究
時
間
な
く
し
て
、
少
し
の
研
究
生
活
も
し
な
い
で
、

母
た
る
の
日
に
入
る
婦
人
の
多
い
時
代
に
於
て
は
、
少
し
位

の
困
難
や
不
都
合
は
如
何
様
に
か
工
夫
し
て
、
国
に
と
っ
て

は
忠
良
な
る
国
民
、
社
会
人
類
に
と
っ
て
は
完
全
な
る
一
員

を
、
つ
く
る
の
母
を
つ
く
る
為
に
、
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
と
考
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
せ
め
て
女
学
校
丈
で
も
不
用
意
な
無
分
別
な
「
母
た
る
可

き
婦
人
」
を
つ
く
り
出
し
て
国
か
の
損
害
、
世
の
不
幸
を
い

た
す
こ
と
、
な
き
様
に
と
私
は
繰
り
返
し
て
叫
ぶ
の
で
あ
る
。
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折
し
も
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
日
本
の
世
界
的
地
位
が

上
が
る
な
か
、氏
家
は「
忠
良
な
る
国
民
」を
育
て
る
た
め
の「
母
」

の
育
成
を
重
視
し
、「
皇
国
を
い
よ
〳
〵
栄
え
し
め
世
の
幸
福
に

捧
ぐ
る
と
こ
ろ
の
良
国
民
を
育
て
る
母
」を
目
指
す
と
述
べ
て
い

る
。
母
が
国
家
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
追
求
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

③『
美
術
方
面
よ
り
見
る
源
氏
物
語
』 

一
九
三
三（
昭
和
八
）年

 
国
文
学
部
三
〇
回
生　

小
松
さ
と

26
㎝
×
45
㎝
の
用
紙
一
二
三
頁
に
及
ぶ
紙
面
に
色
鮮
や
か
な
模

写
や
絵
葉
書
な
ど
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
物
語
の
分
析
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
表
紙
裏
に
貼
ら
れ
た「
論
文
選
定
の
動
機
」

に
は

病
床
に
於
い
て
ふ
と
手
に
し
た
与
謝
野
晶
子
氏
著
の
新
訳
源

氏
物
語
に
よ
つ
て
源
氏
物
語
に
非
常
な
興
味
を
覚
え
更
に
第

三
学
年
に
於
い
て
武
島
羽
衣
先
生
の
源
氏
物
語
の
講
義
に
原

文
の
面
白
さ
を
知
り
五
十
四
帖
を
読
破
せ
ん
の
欲
望
に
か
ら

れ
手
塚
昇
氏
の
「
源
氏
物
語
新
研
究
」
藤
岡
作
太
郎
氏
の

「
国
文
学
史
平
安
朝
篇
」
山
口
剛
氏
の
「
源
氏
物
語
研
究
」

五
十
嵐
力
氏
の
「
新
国
文
学
史
」
を
読
み
又
学
校
に
開
催
さ

れ
た
島
津
久
甚
先
生
の
「
須
磨
明
石
を
中
心
と
せ
る
」
講
義
、

紫
式
部
学
界
に
於
け
る
池
田
亀
鑑
先
生
の
講
義
を
聞
い
て
文

学
と
絵
画
と
の
交
渉

を
求
め
よ
う
と
の
従

来
の
野
心
の
第
一
歩

を
源
氏
物
語
に
求
め

よ
う
と
此
の
研
究
を

始
め
ま
し
た
。

と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
本

人
は「
未
完
成
。
従
来
の

源
氏
物
語
を
知
る
に
の
み

忙
が
し
く
自
己
の
見
界
を

の
べ
て
ゐ
ま
せ
ん
」と
も

記
し
て
い
る
が
、
全
頁
か

ら
源
氏
物
語
へ
の
深
い
思

い
、
知
り
た
い
と
い
う
欲

求
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
国
文
学
部
教
授
の
武
島
羽
衣（

（（
（

に
提
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
記
念
館
で
所
蔵
し
て
い
る
国
文
学
部
の
卒
業
論
文
は
僅
か

し
か
な
い
。
四
回
生（
一
九
〇
七
年
卒
）竹
山
ひ
さ
の
論
文「
源
親

房
」は
最
も
古
い
。
和
紙
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
四
一
回
生（
一
九 

四
三
年
九
月
卒
）の「
女
房
詞
の
研
究
」を
ま
と
め
た
国
田
百
合
子

は
後
に
本
学
文
学
部
国
文
学
科
の
教
授
と
な
り
、『
女
房
詞
の
研

究 

〔
１
〕』『
女
房
詞
の
研
究 

続
編
』（
一
九
六
四
・
七
七
年 

風
間
書

本文中に挿入された墨で描かれた絵
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房
）を
著
し
た
。
卒
業
論
文
が
ま
さ
に
生
涯
の
研
究
の
出
発
点
と

な
っ
て
い
る（

（1
（

。　
　
　
　
　
　
　
　
　

④『
満
州
に
於
け
る
野
菜
貯
蔵
と
野
草
料
理
等
』

 

一
九
四
三（
昭
和
一
八
）年

 
家
政
学
部
一
類　

四
一
回
生　

星
原
紀
子

四
一
回
生
は
一
九
四
〇
年
四
月
に
入
学
し
、
本
来
で
あ
れ
ば

四
四
年
三
月
に
卒
業
の
と
こ
ろ
、
四
三
年
九
月
に
繰
上
げ
卒
業
と

な
っ
た
回
生
で
あ
る
。

日
に
日
に
戦
時
色
の
濃

く
な
っ
て
い
く
時
代
に

学
生
生
活
を
過
ご
し

た
。
朝
鮮
や
満
州
、
樺

太
、
台
湾
を
は
じ
め
ア

ジ
ア
各
地
が
日
本
の
植

民
地
と
な
っ
て
い
た
。

星
原
は
満
州
の
食
糧

問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
押
し
葉
を
使
っ
て

植
物
の
説
明
を
し
た

り
、
調
理
法
を
説
明
し

た
り
し
て
い
る
。
反
省

の
言
葉
と
し
て
短
い
期
間
で
か
つ
、
言
葉
が
不
自
由
な
た
め
に

「
非
常
に
纏
ま
ら
な
い
」「
科
学
的
な
検
討
が
し
て
な
い
の
で
、
実

際
に
測
定
し
て
完
成
す
べ
き
と
思
ふ
」と
記
し
て
い
る
。
半
年
早

く
卒
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
無
念
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

論
文
の
最
後
は「
御
国
の
た
め
に
、
上
御
一
人
に
帰
一
し
奉
り
、

総
て
を
捧
げ
て
日
夜
努
め
る
一
人
々
々
の
戦
士
の
力
の
泉
は
生

活
、
家
庭
生
活
に
あ
る
。
満
州
の
家
庭
生
活
が
も
つ
と
〳
〵
科
学

的
に
考
究
さ
れ
、
大
陸
の
気
候
風
土
に
即
応
し
た
も
の
が
生
れ
出

る
事
を
望
ん
で
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
」と
結
ぶ
。
家
政
学
部
に

学
ん
で
、
単
な
る
家
事
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
を
科
学
的

に
考
え
る
こ
と
の
必
要
を
修
得
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
戦
時
下

の〝
科
学
〟は
両
刃
の
剣
で
あ
る
。
戦
争
目
的
の
た
め
に
、
人
々

の
主
観
や
行
動
を
有
無
を
言
わ
せ
ず
に
封
じ
る
力
と
な
り
得
る

〝
科
学
〟の
歴
史
も
考
え
さ
せ
る
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

⑤『
救
荒
植
物
と
そ
の
調
理
法
』 

一
九
四
三（
昭
和
一
八
）年

 

家
政
学
部
一
類
四
一
回
生　

山
本
幸
枝
・
山
村
富
美
・
柳
次
男

 

山
田
紀
代
子
・
金
澤
り
や
う
・
吉
岡
美
智
子

救
荒
植
物
と
は
山
野
に
自
生
し
、
戦
争
や
飢
饉
の
際
に
食
糧
と

な
る
植
物
の
こ
と
で
あ
る
。
図
鑑
の
よ
う
に
、
植
物
の
カ
ラ
ー
ス

ケ
ッ
チ
画
と
と
も
に
、
植
物
を
紹
介
し
て
い
る
。
戦
時
の
食
糧
事

情
を
反
映
し
た
卒
業
論
文
は
こ
の
時
期
と
て
も
多
く
提
出
さ
れ
て

	 藜（あかざ）	 車前（おおばこ）
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い
る
。

昭
和
の
初
め
、
戦
争
が
始
ま
る
前
の
一
九
三
一
年（
二
八
回
生
）

に
提
出
さ
れ
た
食
物
に
関
す
る
論
文
の
場
合
、「
流
動
食
に
つ
い

て
」「
糖
尿
病
食
餌
療
法
献
立
の
一
部
」と
い
っ
た
管
理
栄
養
学
的

な
テ
ー
マ
の
研
究
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
一
〇
年
後
の
四
一

年（
三
九
回
生
）に
な
る
と「
主
食（
市
販
米
・
高
粱
）の
栄
養
価

に
つ
い
て
」「
新
興
食
糧
麺
米
及
び
麬
の
栄
養
価
値
並
に
其
の
利

用
」と
い
っ
た
題
目
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
代
用
食
が
食
物
研

究
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
三
九
年
に
白

米
禁
止
令
が
出
さ
れ
、

翌
年
か
ら
は
節
米
運

動
、
さ
ら
に
翌
年
に
は

米
の
配
給
通
帳
制
度

と
、
こ
の
時
期
の
米
を

め
ぐ
る
動
き
は
厳
し
く

な
る
一
方
で
あ
っ
た
。

一
方
、
一
九
四
〇
年

一
一
月
に
初
め
て「
国

民
栄
養
食
基
準
」が
定

め
ら
れ
、
国
民
の
健
康

と
栄
養
へ
の
関
心
が
煽

ら
れ
て
、
婦
人
雑
誌
に
も
、「
栄
養
」を
う
た
う
献
立
メ
ニ
ュ
ー
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
食
糧
報
国
」と
い
う
言
葉
も
用
い
ら
れ
て
い

る（
（1
（

。こ
う
し
た
状
況
下
、
節
米
と
栄
養
の
両
方
を
叶
え
る
研
究
が

「
野
草
料
理
」「
救
荒
植
物
の
調
理
」で
あ
っ
た
。「
車
前（
お
お
ば

こ
）」や「
藜（
あ
か
ざ
）」「
た
ん
ぽ
ぽ
」の
調
理
研
究
が
卒
業
論
文

と
な
る
ほ
ど
に
戦
時
生
活
は
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
戦
争

で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

戦
時
色
を
帯
び
る
卒
業
論
文
の
傾
向
は
、
生
活
管
理
や
住
居
に

関
す
る
論
題
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
戦
時
下
の
教
育
や
国
民

生
活
を
知
る
上
で
、
卒
業
論
文
は
興
味
深
い
資
料
と
い
え
る
。

⑥『
食
品
の
害
虫
』　 

一
九
四
七（
昭
和
二
二
）年

　

 

家
政
学
部
二
類
四
四
回
生　

近
藤
千
鶴
子
・
楢
林
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

藤
井
敏
子
・
横
田
芳
子

四
四
回
生
は
一
九
四
三
年
四
月
に
入
学
し
た
。
そ
の
翌
年
に
入

学
し
た
四
五
回
生
は
学
制
改
革
に
よ
り
学
部
組
織
が
大
き
く
変
わ

り
、
三
年
制
と
な
り
修
業
年
限
が
短
縮
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

四
四
回
生
と
四
五
回
生
は
四
七
年
三
月
に
同
時
に
卒
業
の
年
を
迎

え
た
。
四
四
回
生
と
四
五
回
生
が
共
同
執
筆
し
て
い
る
卒
業
論
文

（
例
え
ば「
鯨
肉
食
用
化
に
関
す
る
研
究 

第
一
編
」）も
あ
る
。
ど

ち
ら
の
回
生
も
軍
需
工
場
へ
の
動
員
等
で
授
業
時
間
が
割
か
れ
、

たんぽぽ
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勉
学
を
す
る
時
間
が
最
も
少
な
か
っ
た
世
代
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
秋
に
授
業
が
再
開
さ
れ
て
か
ら
一
年
余
り
、
後
掲

の
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
後
は
自
分
の
関
心
に
即
し
た
科

学
的
な
実
験
・
研
究
を
題
目
と
し
た
卒
業
論
文
が
並
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
戦
争
や
耐
乏
生
活
に
ま
つ
わ
る
研
究
は
な
く
な
っ
て
い

る
。
展
示
で
紹
介
し
た
こ
の
卒
業
論
文
は
、
食
品
に
つ
く
害
虫
を

こ
ま
か
く
ス
ケ
ッ
チ
し
、
そ
の
分
布
や
生
態
を
調
査
し
た
研
究
で

あ
る
。
冒
頭
の
緒
論
は
力
強
い
。

科
学
を
日
常
生
活
に
と
り
入
れ
る
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

要
素
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

終
戦
後
日
本
は
、「
婦
選
よ
り
も
憲
法
よ
り
も
食
糧
を
」
と

ま
で
の
悲
痛
な
叫
び
の
下
に
食
糧
危
機
打
開
を
叫
ん
で
来

た
。
そ
れ
程
私
達
の
台
所
生
活
は
、
全
々
一
食
一
食
に
追
は

れ
て
や
り
繰
り
を
過
し
て
来
た
の
だ
。
し
か
し
、
顧
る
に
、

そ
の
乏
し
い
食
糧
に
対
し
て
、
ど
れ
程
適
切
な
る
知
識
が
も

た
ら
さ
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
。
動
々
も
の
と
し
て
の
家
政

学
の
認
識
が
幾
人
の
主
婦
に
よ
っ
て
㧽
ま
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら

う
か
。
目
先
き
の
生
活
事
務
の
個
々
の
處
理
と
い
ふ
、
功
利

的
技
術
に
と
ら
は
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
栄
養
確

保
の
為
の
努
力
が
無
駄
に
な
っ
て
、
遂
に
如
何
と
も
す
る
事

の
出
来
な
い
状
態
に
陥
り
、
唯
々
満
腹
感
を
与
え
る
事
だ
け

に
全
力
を
掛
け
て
栄
養
の
常
道
を
逸
し
た
日
本
体
力
と
同
様

に
、
押
込
み
へ
買
ひ
込
ま
れ
る
生
命
の
糧
に
対
し
て
も
、
何

ら
科
学
的
考
慮
が
払
は
れ
ず
、
徒
に
蒐
収
本
能
の
満
足
の
み

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
乏
し
い
食
糧
が
身

近
々
こ
の
動
物
的
欲
求
満
足
が
目
的
と
な
っ
て
、〝
物
質
に

気
候
と
温
度
と
湿
度
が
如
何
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
〟、
そ
れ

に
よ
っ
て
生
じ
た
害
物
は
〝
食
物
の
効
果
度
を
何
パ
ー
セ
ン

ト
に
低
下
せ
し
め
る
か
〟、
併
し
そ
れ
ら
の
虫
の
中
に
は
、

自
ら
害
す
る
虫
と
益
す
る
虫
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
の
問
題

を
閑
却
す
る
に
致
っ
て
ゐ

る
。
手
間
を
か
け
て
も
、

実
際
の
食
糧
価
値
を
高
め

た
い
、
原
因
の
究
明
の
よ

ろ
こ
び
に
ひ
た
り
た
い
。

合
理
化
を
よ
ろ
こ
ぶ
近
代

精
神
の
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
だ
け
の
考
慮
は
常
に
態

度
と
し
て
あ
り
た
い
と
思

ふ
。

人
文
科
学
的
に
考
へ
て
の

今
日
の
因
襲
と
、
自
然
科

学
的
に
考
へ
て
の
今
日
の

無
知
な
る
事
を
取
去
っ
て
、 
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綜
合
的
に
時
代
と
し
て
の
生
活
観
を
明
ら
か
に
し
つ
ゝ
、
新

し
き
創
造
を
め
ざ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。

戦
争
中
の
非
合
理
的
な
生
活
へ
の
批
判
か
ら
出
発
し
、
問
題
を

自
分
た
ち
の
手
で
原
因
究
明
す
る
こ
と
、
科
学
的
に
考
え
る
こ
と

の
価
値
を
堂
々
と
表
明
し
た
。
家
政
学
に
対
す
る
自
信
と
戦
後
の

意
気
込
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦『
女
子
の
宗
教
に
関
し
て
の
研
究（
一
）（
二
）（
別
冊
）』

 

一
九
五
三（
昭
和
二
八
）年

 

家
政
学
部
児
童
学
科
新
制
三
回
生　

朝
岡
み
ち
子
・
北
沢
敏
子

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
桂
子
・
田
中
智
泉
子
・
宗
近
妙
子

日
本
女
子
大
学
校
は
一
九
四
八（
昭
和
二
三
）年
三
月
に
新
制

大
学
の
認
可
が
お
り
、
日
本
女
子
大
学
と
な
っ
た
。
こ
の
年
は
入

学
者
の
募
集
を
行
わ
ず
、
前
年
の
四
七
年
四
月
に
旧
制
で
入
学
し

た
者
の
希
望
者
が
新
制
大
学
の
一
年
生
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
前

年
の
四
六
年
四
月
に
入
学
し
た
者
の
希
望
者
が
新
制
大
学
の
二
年

生
と
な
っ
た
。
ゆ
え
に
、
四
九
年
四
月
の
入
学
者
が
新
制
大
学
に

な
っ
て
か
ら
初
め
て
入
学
し
た
学
生
と
な
る
。
そ
の
学
生
た
ち
が

四
年
間
学
び
、
新
制
三
回
生
と
し
て
五
三
年
三
月
に
卒
業
し
た
。

こ
の
卒
業
論
文
は
家
政
学
部
月
田
カ
ン
教
授
が
戦
前
に
お
こ

な
っ
た
研
究
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
筆
者
ら
が
中
学
生
・
高
校

生
男
女
に
宗
教
に
関
す
る
質
問
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
る
。「
神
や
仏
の
奇
跡
又
は
不
思
議
を
ど
う
考

え
る
か
」と
い
う
質
問
へ
の
回
答
を
戦
前
と
戦
後
で
比
較
し
、「
奇

跡
が
あ
る
と
肯
定
」し
た
も
の
は
戦
前
が
四
六
％
に
対
し
戦
後

二
三
％
、「
奇
跡
は
な
い
と
否
定
」し
た
も
の
は
戦
前
が
四
〇
％
で

戦
後
は
四
六
％
と
い
う
結
果
を
得
た
。
こ
の
結
果
に
対
し
、
単
に

戦
前
と
戦
後
の
ち
が
い
と

い
う
観
点
で
論
ず
る
の
で

は
な
く
、
進
化
論
者
た
ち

の
宗
教
観
を
引
用
し
な
が

ら「
不
可
思
議
な
も
の
に

対
し
て
の
妄
信
的
見
解
か

ら
疑
問
的
見
解
え
の
変
化

は
文
化
の
進
歩
を
示
す
も

の
で
あ
り
廿
世
紀
の
科
学

を
根
底
と
し
た
機
械
文
明

が
急
速
に
進
歩
し
発
展
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
否
定
し
得
な
い
も
の
で

あ
ろ
う
」と
い
う
考
察
を

導
い
て
い
る
。

論
文
の
ま
と
め
に
記
さ
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れ
て
い
る
次
の
一
文
は
意
義
深
い
。

中
学
及
び
高
等
学
校
の
生
徒
に
無
批
判
的
に
昔
か
ら
の
宗
教

の
形
式
を
強
制
し
又
そ
の
宗
教
的
行
為
を
押
し
つ
け
る
方
法

で
も
っ
て
生
徒
に
真
の
宗
教
的
感
情
を
起
さ
せ
る
と
い
う
事

は
そ
れ
程
強
い
力
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
様

な
方
法
で
他
の
人
々
か
ら
即
ち
外
部
的
に
与
え
ら
れ
た
宗
教

的
思
考
は
一
時
的
に
そ
の
精
神
現
象
を
左
右
す
る
こ
と
は
あ

る
が
そ
の
刺
激
が
去
る
と
又
之
に
も
ど
る
も
の
で
あ
る
か
ら

真
に
宗
教
的
教
育
の
働
き
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
又
一
時

信
じ
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
何
か
の
機
会
に
そ
の
信
仰
が
破
れ

る
こ
と
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
激
変
し
た
教
育
観
の
も
と
で
初

等
・
中
等
教
育
を
受
け
た
五
人
の
筆
者
ら
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た

結
び
に
至
る
過
程
は
彼
女
た
ち
自
身
の
受
け
た
軍
国
主
義
教
育
の

清
算
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

卒
業
論
文
が
伝
え
る
こ
と

こ
こ
に
七
点
の
卒
業
論
文
を
紹
介
し
た
が
、
論
文
は
日
本
女
子

大
学
校
の
教
育
を
学
生
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
か

を
示
す
と
同
時
に
、
当
時
の
学
生
の
問
題
意
識
を
強
く
表
す
資
料

と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
題
目
か
ら
は
当
時
の
世
相
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
日
本
の
歩
み
を
語
り
直
す
上
で
貴
重
な
歴
史
的

資
料
で
あ
る
。

こ
う
し
た
数
々
の
卒
業
論
文
は
学
園
史
を
豊
か
に
織
り
な
す
資

料
と
し
て
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
生
た
ち
は
女
性
蔑

視
や
戦
争
な
ど
様
々
な
困
難
と
向
き
合
い
、
苦
労
し
な
が
ら
も
論

文
を
書
き
上
げ
た
。
卒
業
論
文
は
学
生
側
が
発
信
す
る
本
学
教
育

の
真
髄
を
力
強
く
伝
え
る
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
九
三
九

（
昭
和
一
四
）年
一
月
の『
家
庭
週
報
』に「
論
文
完
成
ま
で
の
私
た

ち
の
苦
し
み
は
、
今
想
へ
ば
む
し
ろ
楽
し
い
苦
し
み
で
し
た
。
は

じ
め
て
自
分
自
身
に
身
に
つ
い
た
研
究
が
出
来
た
か
ら
な
の
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
発
揮
し
た
真
剣
さ
で
楽
し
げ
に
苦
し
ん
で

ゐ
ま
し
た
」「
論
文
を
了
へ
る
ま
で
に
私
た
ち
は
ず
ゐ
分
今
ま
で

知
ら
な
か
つ
た
い
ろ
〳
〵
の
事
を
知
り
ま
し
た
」と
い
う
学
生
の

言
葉
が
あ
る
。
楽
し
い
苦
し
み
を
、ほ
ろ
苦
く
甘
い「
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
様
な
も
の
」と
例
え
て
い
る
。
論
文
完
成
に
至
る
過
程
こ
そ

が
本
学
の
教
育
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
学
生
の
喜
び
の
声
に
聞
こ

え
る
。

成
瀬
記
念
館
で
は
今
後
も
卒
業
論
文
の
収
集
を
続
け
、
厚
み
の

あ
る
学
園
史
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

 
（
成
瀬
記
念
館
ス
タ
ッ
フ　

お
お
か
ど　

や
す
こ
）
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注（
1
）…『
日
本
女
子
大
学
校	

学
報
』
第
三
号
（
明
治
三
七
年
六
月
）

一
五
頁

（
2
）
河
岡
潮
風
「
女
子
大
学
評
判
記
」（『
冒
険
世
界
』
明
治
四
一
年

一
〇
月
）

（
3
）
前
掲
『
学
報
』
一
六
三
頁

（
4
）…一
九
四
六
年
三
月
に
卒
業
し
た
四
三
回
生
が
後
年
に
思
い

出
し
て
記
し
た
記
録
に
よ
れ
ば
「
戦
争
が
終
っ
て
最
初
の
卒
業
式

を
祝
う
た
め
生
徒
だ
け
で
作
っ
た
卒
業
の
歌
」
を
「
卒
業
生
の
み

の
大
合
唱
で
平
和
を
よ
ろ
こ
ぶ
歌
声
が
講
堂
に
ひ
ゞ
き
渡
っ
た
」

と
い
う
。
そ
の
歌
詞
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

…
 

あ
け
ぼ
の
を
告
ぐ
る
鐘
の
し
ら
べ
や
／
今
ぞ
あ
ら
た
な
る
春
の

訪
れ
／
も
ゆ
る
光
に
つ
ば
さ
か
わ
し
／
い
ざ
か
け
り
ゆ
か
ん
青
空

の
は
て　

嵐
に
ひ
る
ま
ぬ
若
き
命
／
四
と
せ
の
ま
な
び
今
ぞ
終
え

て
／
め
ざ
す
緑
の
雲
よ
高
嶺
よ
／
師
の
御
教
え
を
心
に
し
め
て
／

愛
と
ま
こ
と
に
い
ざ
進
ま
ん

（
5
）	 『
日
本
女
子
大
学
校	

学
報
』
第
二
号
（
明
治
三
六
年
一
二
月
）

二
四
頁

（
6
）…成
瀬
仁
蔵
『
新
時
代
の
教
育
』（
大
正
三
年
二
月
）
九
七
頁

（
7
）…成
瀬
仁
蔵
「
わ
が
卒
業
生
に
告
ぐ（
二
）」（『
家
庭
週
報
』
462
号　

大
正
七
年
四
月
一
二
日
）

（
8
）…成
瀬
記
念
館
は
一
九
八
四
年
に
開
館
し
、
創
立
者
成
瀬
仁
蔵

関
係
資
料
及
び
学
園
史
関
係
資
料
の
収
集
と
保
管
、発
信
、レ
フ
ァ

レ
ン
ス
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

…
 

記
念
館
が
で
き
る
ま
で
は
、
こ
う
し
た
資
料
は
成
瀬
仁
蔵
旧
宅

（
現
、
成
瀬
記
念
館
分
館
）
や
成
瀬
記
念
室
、
図
書
館
な
ど
に
置

か
れ
、整
理
が
継
続
さ
れ
て
い
た
。
学
園
が
戦
禍
を
免
れ
た
こ
と
、

創
立
者
や
創
立
期
の
文
書
や
品
を
丁
寧
に
保
存
す
る
卒
業
生
ら
が

学
園
内
に
い
た
こ
と
、
戦
前
の
高
い
教
育
水
準
を
占
領
軍
か
ら
評

価
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
学
園
関
係
資
料
を
残
す
土
壌
と
な
っ
て

い
た
。
成
瀬
記
念
館
の
業
務
が
学
園
内
外
に
周
知
さ
れ
る
に
し
た

が
っ
て
、
整
理
に
迷
っ
た
資
料
の
数
々
が
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
後
に
薬
学
博
士
と
な
っ
た
鈴
木
ひ
で
る
（
一
九
一
〇
年

卒
）
の
割
烹
着
（
実
験
着
）、
学
園
の
歌
を
数
々
作
曲
し
た
一
宮

道
子
（
一
九
一
八
年
卒
）
の
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
、
附
属
中
学
校
の
ク

ラ
ス
新
聞
、
小
学
校
や
幼
稚
園
で
配
布
さ
れ
た
手
紙
や
記
念
品
な

ど
、
貴
重
な
一
点
資
料
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。
学
園
資
料
を
収

集
す
る
拠
点
が
学
内
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
長
年
に
渡
っ
て
卒
業

生
と
関
係
を
築
き
、
知
識
の
蓄
積
を
担
当
す
る
職
員
が
い
る
こ
と

は
学
園
史
を
後
世
に
伝
え
る
上
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

（
9
）…一
八
九
六
年
生
ま
れ
、
本
学
英
文
学
部
卒
業
後
、
米
国
に

留
学
。
九
州
大
学
医
学
部
助
手
を
経
て
、
本
学
教
授
と
な
る
。

一
九
四
七
年
か
ら
二
期
、
参
議
院
議
員
を
つ
と
め
た
。
四
九
年
世

界
平
和
者
会
議
に
出
席
、
以
後
、
国
際
平
和
運
動
に
奔
走
す
る
。
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五
二
年
モ
ス
ク
ワ
世
界
経
済
会
議
に
出
席
、
さ
ら
に
同
年
日
本
人

と
し
て
初
め
て
新
生
中
国
を
訪
問
し
、
第
一
次
日
中
民
間
貿
易
協

定
を
締
結
し
た
。五
三
年
に
は
日
本
婦
人
団
体
連
合
会	

（
婦
団
連
）

を
結
成
し
、
副
会
長
と
な
る
。

（
10
）…成
瀬
仁
蔵
は
一
九
一
九
年
三
月
四
日
に
没
し
た
。

（
11
）	 武
島
羽
衣
は
国
文
学
者
と
し
て
約
五
〇
年
間
、
本
学
で
教
鞭
を

と
っ
た
。
詩
人
、
歌
人
で
も
あ
り
、
名
歌
「
花
」（
春
の
う
ら
ら

の
隅
田
川
…
）
の
作
詞
者
で
あ
る
。

（
12
）…国
文
学
部
一
九
四
一
年
卒
業
の
青
木
生
子
（
第
九
代
学
長
）
の
卒

業
論
文
は
国
文
学
部
雑
誌
「
国
文
学
研
究
叢
書
第
一
輯
」（
一
九
四

三
年
）
に
活
字
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
青
木
は
そ
の
後
東
北
大

学
に
学
び
、
生
涯
研
究
を
続
け
た
。

（
13
）…「
主
婦
之
友
」
一
九
四
一
年
一
二
月
号
一
九
七
頁
。
同
誌
に
は
毎

号
「
栄
養
」
や
「
配
給
」「
節
米
」
を
か
か
げ
る
料
理
が
登
場
し

て
い
る
。

（
14
）「
満
州
の
衛
生
」「
満
州
開
拓
住
宅
に
つ
き
て
」（
一
九
四
二
年
度
）、

「
決
戦
下
の
生
活
費
問
題
」（
一
九
四
三
年
度
）
と
い
っ
た
題
目
を

論
題
一
覧
に
散
見
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
、
論
文
自
体
は
所
蔵
し

て
い
な
い
。
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 成瀬記念館所蔵卒業論文一覧（（907 年～ （9（3 年卒業）　　2020 年 （ 月現在
回生 卒業年 学部　学科 氏　名 論　題

4
1907

（明治 40）国文学部 竹山ひさ 源親房

9 1912 家政学部 小野玉枝 食物論

10
1913

（大正 2） 国文学部 雨森誠子 鎌倉時代の声

13 1916 英文学部 小泉しづ A Light

13 1916 英文学部 是沢てい タイトルなし
13 1916 英文学部 広川みす Art and Religon

13 1916 英文学部 本田こま Shakespeare and Sorinshi

14 1917 家政学部 菊池隆子 境遇
14 1917 英文学部 小口京 Sonia Kovalevsky

14 1917 英文学部 深尾経 Lafcadio Hearn （小泉八雲）
14 1917 英文学部 和田とみ Nature

14 1917 教育学部二部 田口好 家庭教育
14 1917 教育学部二部 山下静枝 恋愛の所感
14 1917 教育学部二部 米澤文 家庭ニ於ケル児童教育
15 1918 師範家政学部 殿村文野 論文 宗教心の鼓動
16 1919 師範家政学部 野呂寿子 母

19 1922
師範家政学部二
部 増田春枝 上古及中古の食物

23 1926
社会事業学部 
児童保全科 光吉光代 天才者と社会との関係

24
1927

（昭和 2）
社会事業学部 
児童保全科 松本富士子 民衆娯楽（演劇に就きて）

26 1929 家政学部 内山雪子 食品研究の一端
26 1929 家政学部 海江田政子 青年期に於ける食物の傾向と注意
26 1929 家政学部 上澄子 腎臓疾患の食餌法
26 1929 家政学部 鈴木久子 食物研究の一端
26 1929 師範家政学部 松浦しの 魚の栄養調理法

26 1929
社会事業学部 
女工保全科 山中志磨子 基督教ニ付イテ

26 1929
社会事業学部 
児童保全科 西川藤子 児童職業指導に就ての研究

27 1930 家政学部 小澤さよ 含水炭素制限食餌とその応用

27 1930
家政学部 
師範家政学部

浜本せき（家） 
青越子（師範） 
常田稔（家政）

食物の季節物について

27 1930 師範家政学部 田代タカ 
吉田タマ 食糧問題より見たる鰯の一考察

27 1930
社会事業学部 
女工保全科 井手すヾ子 製糸女工について

28 1931 家政学部 石田トモ 栄養・経済的な家庭献立に就て
28 1931 家政学部 上田きみえ 流動食について
28 1931 家政学部 岡崎君子 糖尿病食餌療法献立の一部
28 1931 家政学部 奥田ヨシ子 一品料理と献立
28 1931 家政学部 春日和歌子 我が国婦人の健康と食糧
28 1931 家政学部 黒柳潔子 糖尿病患者の食餌療法（其の二）
28 1931 家政学部 田村モトエ 病人食物 糖尿病一品料理
28 1931 家政学部 目貫冨美 残飯及糖の利用
28 1931 家政学部 山本信子 児童と色彩の一考察
28 1931 家政学部 遊佐明子 胃潰瘍と食餌
28 1931 師範家政学部 奥山まさ子 食糧問題
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28 1931 師範家政学部 塩澤登以 用途を異にする材の組織学的考察
28 1931 師範家政学部 朴福淳 一般化粧科学
28 1931 師範家政学部 原久子 急性腎炎の食餌に就いて
28 1931 師範家政学部 村上フミエ 羊肉の調理法
29 1932 家政学部 飯泉郁子 食物経済の重要性
29 1932 家政学部 犬飼百合子 健康へ
29 1932 家政学部 友道義子 胃腸病の食餌療法の一端
29 1932 家政学部 中村加寿 精神生活の基調
29 1932 家政学部 服部孝子 糖尿病食餌療法の研究
29 1932 家政学部 林延枝 緑茶に就て
29 1932 家政学部 平位光子 結核の無食塩療法とその食餌
29 1932 師範家政学部 上野淑子 糖尿病患者にあたへる間食の研究
29 1932 師範家政学部 加賀美美枝子 人生と植物
29 1932 師範家政学部 木崎シズ 靭皮及び材の構造
29 1932 師範家政学部 桑野延子 糖尿病に於けるアチドーヂスとその食餌に就て
29 1932 師範家政学部 小杉英子 蓮根の組織及び顕微化学的考察
29 1932 師範家政学部 鱸しげ 児童の偏食研究
29 1932 師範家政学部 須之内きみ江 献立調理について
29 1932 師範家政学部 高橋美津 大根人参牛蒡の組織並びに顕微化学的考察
29 1932 師範家政学部 竹本ゆう子 蛋白質について
29 1932 師範家政学部 橋本哲子 糖尿病患者ニ与ヘルオ菓子ニツイテ
29 1932 師範家政学部 村松嘉鶴 児童の間食に就いて
30 1933 家政学部 井都操 食塩
30 1933 家政学部 内田文 果実の研究
30 1933 家政学部 黒田キミ子 我国食糧問題の立場より見たるフィシュミールの地位
30 1933 家政学部 酒井睦子 工場食の研究
30 1933 家政学部 進藤貞子 学校給食事業の展望及び将来への期待
30 1933 家政学部 菅原とよ 宮城県鰹節に就て
30 1933 家政学部 田中文子 保健上より見たる玄米
30 1933 家政学部 田辺ふみ 救荒植物
30 1933 家政学部 長峰わか 冷凍魚肉の組織学的研究
30 1933 家政学部 温井フミ 保健上より見たる幼児期の食物
30 1933 家政学部 原田幸子 「喰い合せ」とは何か？
30 1933 家政学部 堀潤子 野菜類の栄養価値と調理法
30 1933 師範家政学部 荒井正枝 我国食糧問題と満州大豆に就いて
30 1933 師範家政学部 岡安ノリ子 米についての研究
30 1933 師範家政学部 長田恒子 糖尿病食餌療法研究の一端
30 1933 師範家政学部 清瀬たづ江 小麦粉についての小研究
30 1933 師範家政学部 後藤淑子 ヴィタミンＢの呈色反応に就いて
30 1933 師範家政学部 古林とみ代 肝臓食研究の一端
30 1933 師範家政学部 斉藤多喜子 動脈硬化症の食事研究の一端
30 1933 師範家政学部 酒井とせ 食用茸の組織学的及顕微化学的考察
30 1933 師範家政学部 前田千鶴子 幼児の間食（大阪を中心として）
30 1933 師範家政学部 松島とよ 人口食糧問題
30 1933 師範家政学部 村尾富子 糖尿病間食の実例
30 1933 師範家政学部 山本晶子 季節料理とその栄養価
30 1933 師範家政学部 渡辺智枝子 農村における栄養改善
30 1933 師範家政学部 渡邊ミカ 蛋白質について
30 1933 国文学部 小松さと 美術方面より見る源氏物語
31 1934 家政学部 速水美代子 学校給食に就ての一考察
31 1934 師範家政学部 青野しげみ 急性腎炎食餌療法
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31 1934 師範家政学部 朝見久子 
神代フミ 東京ニ於ケル一銭駄菓子ノ調査

31 1934 師範家政学部 池上みね 学齢児童の偏食調査

31 1934 師範家政学部 池田静子 本邦食品のヴィタミン B 含有量と之に及ぼす調理の影
響

31 1934 師範家政学部 大原寅子 糖尿病の食餌療法
31 1934 師範家政学部 長島てる 保健食より見たる最低食費見積り研究の一端
31 1934 師範家政学部 松江瑞子 減塩食餌一端
31 1934 師範家政学部 三田志津子 調理に依る栄養素の損失に就きて
31 1934 師範家政学部 峯村光枝 大根について実験そのヂアスターゼの糖化実験

32 1935
大学本科 
理学科家政学部 内山ウタ 性格の問題

32 1935 家政学部二類 青葉眞佐子 食物ニ附着セル細菌ノ研究
32 1935 家政学部一類 阿部静子 脚気に対する一般常識諸項
32 1935 家政学部二類 尾本きぬ ヴィタミン
32 1935 家政学部二類 蔵元登代 栄養を根底とせる農村料理

32 1935 家政学部二類 三井梅子 
山崎隆子 菓子の有害着色料について

32 1935 家政学部二類 宮澤杉 食物及び食物観の変遷
32 1935 家政学部一類 矢部ゆり子 食事進化の跡をたづねて修養に及ぶ
32 1935 家政学部一類 山田千代子 肺結核ノ食餌療法
33 1936 家政学部一類 信太香代子 携帯食品の研究

33 1936 家政学部二類 伊藤美津子 
岡本テル子 日本女子大学校寮舎食餌に於ける一考察

33 1936 家政学部二類 井上ヤエ子 古今に於ける料理の秘法

33 1936 家政学部二類
上田さら 
穐吉千賀子 
中村重子

食品の貯蔵

33 1936 家政学部二類

大野房子 
小野房子 
須藤美津子 
杉村寿子 
直井キヨ

カロリー給源として脂肪及び含水炭素を用ひたる場合
のビタミン B 複合体の使用量に就いて

33 1936 家政学部二類 尾崎千代 
丸里幸 学童の弁当箱に対する一考察

33 1936 家政学部二類 金子敏子 保健食の献立作製に関して

33 1936 家政学部二類 松信田鶴子 
小池梅子 児童の偏食の問題

34 1937 家政学部一類

赤川富美子 
小松日出子 
神谷久子 
児玉文子 
渡辺美代子

腎臓病無塩食

34 1937 家政学部二類 宮澤シナ 肝保護食について
34 1937 家政学部二類 武藤シズイ 胃液缼乏症及無酸症の食餌療法

34 1937 家政学部二類 二股みのり 
松村悠紀子 学童の間食に現はれたる蔗糖摂取量

34 1937 家政学部二類
石川静子 
山下宏子 
吉田泰子

冷凍魚介類及ビ甲殻類融解ニ関スル組織学的研究

35 1938 家政学部一類 久城和子 
伊藤かをる 統計上よりみたる児童の偏食状態について

35 1938 家政学部一類 須賀萬亀 国民の体位向上と栄養其他若干問題に就きて

35 1938 家政学部二類
宍戸勝子 
新関芳子 
宝塚成

家庭に於ける合理的年中行事
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35 1938 家政学部二類 反町たい メダカの体色遺伝に関する実験
35 1938 家政学部二類 福原きよ 乾燥野菜について

36 1939 家政学部一類
今泉磨須子 
若賀瑞子 
藤山隆子

児童の砂糖摂取量と体格の関係

36 1939 家政学部一類 大島綾子 児童の食餌に就て
36 1939 家政学部一類 筑紫輝子 肺結核の食餌法について

36 1939 家政学部二類
安達静子 
村岡セツ子 
河島一枝

食（畜産）の生産、消費、輸出輸入の関係
及びこれが対策

36 1939 家政学部二類 楠岡久子 
鱸ヨシ

小額所得者階級を基礎として国民体位向上に関する
栄養改善研究

36 1939 家政学部二類

鈴木セイ子 
田端あさ子 
中込敏子 
村松愛子 
宮澤敬子

非常時における水産業について

36 1939 家政学部二類
安田初江 
宣春美智子 
尾形キミ子

廃棄食品の利用と食品保存に就いて（其ノ一）

37 1940 家政学部二類 岡本冨美子 
加藤国子 ビタミン発達の歴史

37 1940 家政学部二類 片岡フサエ 糖尿病一般食餌療法

37 1940 家政学部二類

﨑山雅子 
佐々木多枝子 
西田和歌子 
野本ユキ

創立当時より現代に到る本校学生の体格の変遷

37 1940 家政学部二類 田口喜久枝 
田里安 本校生徒の体格標準及び必需熱量について

37 1940 家政学部二類 東恩納和代 
福山静 学校給食の一考察（豊明小学校給食施設について）

38
1941

（3 月） 家政学部一類 黒川友子 
三浦六花子 我が国に於ける食品としての水産製造品

38 1941 家政学部一類 椎木みち子 
清水愛子 年中行事に於ける食物に就いて

38 1941 家政学部一類 鈴木まさ 本校生徒の体格標準及び必要熱量について

38 1941
家政学部一類 
家政学部三類

梁祐錫（一） 
朴姃淳（三） 朝鮮ノ唐辛子ニ就テ

38 1941 家政学部二類 赤枝枝実子 我国主食糧生産と将来
38 1941 家政学部二類 新井春江 学童の間食に於ける砂糖摂取量

38 1941 家政学部二類

斉藤千鶴子 
寺井アイ子 
堀部清江 
松田詮子

学校給食

38 1941 家政学部二類 斉藤斐子 
松本美枝 国民食と寮舎食事調査との比較

38 1941 家政学部二類 竹田伸子 緑茶について

38 1941 家政学部二類
西方けい 
堀林子 
藤橋迪

大豆加工食品について

38 1941 家政学部二類
西山都女 
毛利ミヤコ 
山本和子

習慣食について

39
1941

（12 月） 家政学部一類
市村朝子 
厳谷美寿子 
西原輝江

児童の間食に就いて
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39 1941
家政学部一類 
家政学部二類

川井晶子（二） 
櫛原幸（二） 
藤原年子（一） 
島村百子（一） 
鈴木實枝子（一）

歴史ニアラハレタル家庭教育ノ概観

39 1941 家政学部二類
稲村美智子 
牛尾浅子 
菅原コト

調査表による食用雑草

39 1941 家政学部二類

今村民子 
榎本和子 
重松和子 
坪田美恵 
宮村セツ

冷凍鯨の組織学的研究

39 1941 家政学部二類

岩岡美代 
大場和子 
高橋節子 
中村草代

国民食ノ検討

39 1941 家政学部二類 大矢直子 
西原哲子 市販パント自家製パントノ栄養価値ノ比較

39 1941 家政学部二類 片岡房子 
和田多恵子 主食（市販米・高粱）の栄養価について

39 1941 家政学部二類
志村順子 
藤本スミ子 
山口美也子

新興食糧麺米及び麬の栄養価値並に其の利用

39 1941 家政学部二類 髙橋はる子 
植田治代

七分搗米と七分搗米を生大豆粉にて補足した場合の
栄養価値の比較に就て

39 1941 家政学部二類
陳泰子 
中島道子 
馬場孝子

日本食器及び食物の生活文化的考察

40
1942 

（9 月）
家政学部一類 
家政学部二類

澤村良子（一） 
中村ふじ子（一） 
落登志子（二） 
近藤ミチノ（二） 
二木武子（二）

食物調査

40
1942 家政学部一類 

家政学部二類

福井鏡子（一） 
山岡信子（一） 
桑原文栄（二） 
幸前哲子（二） 
濱田トキ子（二） 
森こま子（二）

家訓と自叙伝にあらはれた武士の躾の実態

40 1942 家政学部二類
右江つた子 
大橋ゑみ 
谷垣伊津

世界に於ける鰮の漁獲とその利用

40 1942 家政学部二類

関康子 
李仁喜 
長山美代子 
二木勝子

内地及び朝鮮に於ける鱈の漁獲及び其の利用

40 1942 家政学部二類 堀田行子 ビタミン B1 の研究

41
1943

（9 月） 家政学部一類 荒川絢子 家庭の内的構築とそれの及ぼす影響について

41 1943 家政学部一類 長野八須子 日本婦道の一考察
41 1943 家政学部一類 星原紀子 満州に於ける野菜貯蔵と野草料理等

41 1943 家政学部一類

山本幸枝 
山村富美 
柳次男 
山田紀代子 
金澤りゃう 
吉岡美智子

救荒植物とその調理法
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41 1943
家政学部一類 
家政学部二類

氏家つや子（一） 
三浦陽子（二） 食品の調理に依るビタミン B1 の減量

41 1943 家政学部二類 荒井和子 
志村富子

病人食トシテノ玄米食並ニ玄米中ノビタミンＢ 1 比色
定量

41 1943 家政学部二類
荒木光子 
内野チト 
白川宏江

玄米の炊き方並に燃料問題

41 1943 家政学部二類 上野すみ 
上野ソノ子 現在ニ於ケル食糧問題 栄養問題 配給問題

41 1943 家政学部二類

佐々木都 
鈴木信子 
高橋ヨリ 
田原屋敏子 
藤井華子 
波塚縫子

西生田寮生食餌記録

41 1943 家政学部二類 篠部泰子 孝道
41 1943 家政学部二類 園田千枝 歴史よりみた教育

41 1943 家政学部二類 月城南順（李南
順） 女子教育の理念（成瀬先生の思想より）

41 1943 家政学部二類 出木谷文枝 
武井文江 戦時下学童ノ栄養

41 1943 家政学部二類 寺本公子 成瀬先生の婦人観

41 1943 家政学部二類 中村リツ 
西垣禊子 母性の歴史的研究

41 1943 家政学部二類 正木久枝 武士道精神と婦道に就て
41 1943 家政学部二類 吉田美子 母の戦陣訓
41 1943 国文学部 国田百合子 女房詞の研究

43
1946

（3 月） 家政学部二類 樋口泰 食事調査

43 1946 家政学部二類 山田ヨシエ 群馬県下の食用野草について

44 1947 家政学部一類

勝木政子 
桂久子 
藤木恒子 
村上節子 
山池和

膨し粉の研究

44 1947 家政学部一類 三浦園子 ネフローゼ食餌療法

44 1947 家政学部二類

近藤千鶴子 
楢林洋子 
藤井敏子 
横田芳子

食品の害虫

44・
45

1947
家政学部二類 
家政科保健科

吾妻美（44) 
木下優子（44） 
山口淑子（44） 
芦澤英子 
岡部康子 
小林和子 
小林経子 
志村登志子 
中村信子 
柳野蓮子 
渡邊至子

鯨肉食用化に関する研究 第一編

45 1947 家政科育児科 井上淑 私の体質
45 1947 家政科育児科 近藤静香 戦前から戦後に於ける学童の体格の変化に就いて
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回生 卒業年 学部　学科 氏　名 論　題

45 1947 家政科保健科

衛藤京子 
河原千鶴子 
河野冨美子 
黒田信子 
佐賀禎子 
武安奈美 
田中陽子 
松縄昭子 
山田澄子

調理加工並ニ貯蔵ニヨル食品ビタミン C 含有量ノ変化
ニツイテ

45 1947 家政科保健科

江畑久子 
木下光子 
田窪恵美子 
柴田リラ

膨張剤について

45 1947 家政科保健科

香川淳 
竹沢昭 
藤井昭子 
山崎恭子

Diastase の糖化力に及ぼす Tannin の影響に就て

45 1947 家政科保健科 加藤恭子 
大和田道子

米、大麦、玉蜀黍の発芽時に於ける含水炭素の糖への
転流

45 1947 家政科保健科 鹿児島照子 
田中寿美子 農産製造学小実習

45 1947 家政科保健科 河村淑子 東京都区内街路樹葉ノ利用ニ就イテ及ビ粗蛋白質含有
量ニ就イテ

45 1947 家政科保健科

楠雅子 
津田明子 
玉井道子 
山崎典子

現下の家庭経済

45 1947 家政科保健科 小出恵 食生活の科学化
45 1947 家政科保健科 郡珠子 腎臓病食餌療法

45 1947 家政科保健科 小坂蘇乃子 
福永房子 少女の宗教心についての研究

45 1947 家政科保健科 白井好子 粉食について

45 1947 家政科保健科 大徳きよ子 
村治立 植物実験 蛹味噌

45 1947 家政科保健科 乗重郁子 酵母及ビタンニントノ関係
45 1947 家政科保健科 浜本信子 鰊について

45 1947 家政科保健科 松高令子 
土屋重 未利用果実を応用した食酢実験

45 1947 家政科保健科

山崎恭子 
藤井昭子 
竹沢昭 
増田博子 
香川淳

小麦粉麹を使用せる製パンに就て

45 1947 家政科保健科 和田正代 化学醤油ノ製造実験
45 1947 家政科管理科 新井秀子 環境と教育

45 1947 家政科管理科

長谷川玲 
日向典子 
藤田良枝 
村岡鶴代 
米原雅子

女子体育に関する思想史的考察

45 1947 家政科管理科

今井輝子 
坂井敬子 
田中節子 
門馬昭子 
吉川節子

最近に於ける東京都下一工場の勤労者生活の一面に就
いて

45 1947 家政科家政理科 伊藤富美子 自然研究
45 1947 家政科家政理科 清水瑠璃子 蟻蚕の生長に関する研究
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回生 卒業年 学部　学科 氏　名 論　題
45 1947 家政科家政理科 遠山紀子 野草成分の研究

45 1947 家政科家政理科
松岡千鶴子 
中村成子 
名村美

蔬菜の研究 菠薐草 甘藷

45 1947 家政科家政理科 水田和子 東京都立立川農事試験場水田に於ける夏季プランクト
ンの分類学的研究

45 1947 家政科家政理科 矢部加寿子 
内川富恵 肥料が人参の生育並びに体内成分に及ぼす影響に就て

45 1947 家政科家政理科 山田和子 幼児の心理と教育論

46 1948 家政科育児科 林春子 
藤根吉 放線菌属の青黴に対する拮抗作用

46 1948 家政科管理科 笠原啓子 日本法制史にあらはれたる女性の地位とその社会的背
景

46 1948 家政科管理科 倉田正子 婦人解放運動より観たる婦人と職業問題の思想的考察
46 1948 家政科管理科 前川明子 社会と音楽生活
46 1948 家政科管理科 前田雅子 思想的原因より見たフランス革命の教訓
46 1948 家政科管理科 丸山るみ子 将来の経済について
46 1948 家政科管理科 山口仁子 自律性教育

46 1948 家政科生活科

阿部良子 
居谷ひつみ 
大桶幸子 
寺戸貞子 
原成子 
米満絹 
池田豊子 
石原恭子 
大庭絢子 
渡名喜郁子 
村木敬子 
山田栄子

乳業

46 1948 家政科生活科
家坂洋子 
今井洋子 
坂田和子

甘藷料理の際の温度と所謂冠水状態との関係について

46 1948 家政科生活科
石澤悦楽子 
内田タエ 
羽賀マサ子

腐敗甘藷の利用法

46 1948 家政科生活科
稲垣礼子 
中村保子 
星絢子

甘藷第一次加工並ニ澱粉粉糖化ニ関スル研究 
附 実験試作報告

46 1948 家政科生活科
江原ハツ 
大谷礼子 
味村英子

外食券食堂ノ栄養調査

46 1948 家政科生活科
河原和子 
福永永子 
湯浅禧子

食品ノ簡易加工ト麹菌ノ利用ニ就テ

46 1948 家政科生活科 川村静子 醋酸醗酵及ビ特ニ醋酸醗酵ヲ利用スル癈液ノ處分ニツ
イテ

46 1948 家政科生活科
国島百合子 
井田幸江 
岸裕子

水産栄養調味料の研究

46 1948 家政科生活科 佐藤喜美子 東北地方に於ける食用野草の研究
46 1948 家政科生活科 篠山和子 魚粉の食用化に関する研究
46 1948 家政科生活科 田中和子 人体解剖図

46 1948 家政科生活科
田辺千枝子 
柳利 
保井明子

現下ノ l 国民食生活ノ実態ニ就イテノ一考察

46 1948 家政科生活科 松岡絢子 鬆の顕微化学的観察
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回生 卒業年 学部　学科 氏　名 論　題

46 1948 家政科生活科
松岡妙子 
男澤淑子 
住木玲子

英隠元のビタミン C に就て

46 1948 家政科家政理科 新井和子 
武市衣恵 野菜の癒傷組織について

46 1948 家政科家政理科 猪狩禮子 双生児に関する文献

46 1948 家政科家政理科
市ノ瀬澄子 
飯沢治子 
川村欣子

植物のアクについて

46 1948 家政科家政理科 内田節子 
稲葉幸子 ナデシコ科 特ニハコベ属ノ花弁ニツイテ

46 1948 家政科家政理科 小沢芳子 北武蔵ニ於ケル生物季節ノ研究

46 1948 家政科家政理科 佐々木すみ江 
稲森貞子 葉菜類に於けるカロチノチドに就て

46 1948 家政科家政理科 中村みどり 植物細胞の生体染色と致死濃度の研究

46 1948 家政科家政理科 山田陽子 
岩田佐紀子 山梨県増富鉱泉の鉄及カルシウムの定量

47 1950
家政科生活科学
科

赤松弘子 
小倉ヒデ子 
森島寿子 
鈴木洋子 
奥野紀久子

食餌による猩々蝿の産卵数及寿命の変化

47 1950
家政科社会福祉
科

荒木保子 
横山和子

我国直接民主政治に於ける地方自治法とリコール制に
ついて

47 1950
家政科生活科学
科

飯島和子 
浅野登喜子 Sweet Potato Starch Gel

47 1950
家政科生活科学
科

今村迪子 
桝田迪子 
三木和子 
根岸達子 
加藤道子 
黒河内規子

食品中における塩分の定量

47 1950
家政科生活科学
科

岩城太恵子 
松本嘉枝 Fruit Jelly 形成の基礎的条件

47 1950
家政科生活科学
科 上野都美子 北海道南瓜及び種子油について

47 1950
家政科生活科学
科 奥田芳子 日本女子大学学寮ニ於ケル栄養調査

48 1951
家政科生活科学
科

池田チヨ 
上原千枝 
小倉津江子

魚の味と栄養

48 1951
家政科生活科学
科

今村マリ子 
鷲澤久子

亜硫酸パルプ廃液及木材糖化液によるパン酵母の製造
について

48 1951
家政科生活科学
科

岩本和美 
須藤さわ子 
西澤京子 
上松隆子 
田中綾 
西村操

パンの本質的改良に関する実験的研究―生地製法と酵
母の質的関連について―

48 1951
家政科生活科学
科

柿原紀久子 
渡邊通子 生体内のカルシウムに就て

48 1951
家政科生活科学
科

君島郁子 
髙橋千枝子 
水野恵子

食品の灰汁抜きについて

48 1951
家政科生活科学
科

嶋田操 
村田明子 日本女子大学寮における栄養調査
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回生 卒業年 学部　学科 氏　名 論　題

48 1951
家政科生活科学
科 髙橋智恵子 江戸時代に於ける食生活概観

48 1951
家政科生活科学
科

千種洋子 
杉山富子 魚肉の鮮度測定 主として色素還元法 

48 1951
家政科生活科学
科

平賀玲子 
川手美枝 ビタミン C 必要量に関する研究

新 1 1951
家政学部 
食物学科

大津常子 
鎌塚直子 
松島京子

患者給食・自由食 摂取状況表

新 1 1951
家政学部 
食物学科

坂本雅子 
竹田京子 
髙木富美子 
丹羽房枝

貯蔵穀物害虫の研究

新１ 1951
家政学部 
社会福祉学科 木村公子 中小炭鉱労働の実態

新１ 1951
家政学部 
社会福祉学科 深澤里子 イギリスの進む道―社会主義の構造をめぐって―

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部 青木康子 玉葱貯蔵の研究

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部 荒木和子 温州蜜柑の貯蔵に関する研究

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部 板橋瑞子 甘藷の葉齢と炭素同化能力についての研究

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部

一橋妙子 
島崎ヤエ 群集の密度効果

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部

加藤節子 
増井英子 冷凍食用蛙の筋肉の組織学的研究

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部 鎌田良枝 蠑螈の発生実験

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部 川田典子 我が羊毛の将来

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部 定永淑子 野菜に附着せる寄生虫卵の研究

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部 武田静枝 蕁麻科の繊維植物に関する研究

新１ 1951
家政学部 
家政理学科二部

西垣芳子 
三田慶子 発芽に関する研究

新 3 1953
家政学部 
児童学科

朝岡みち子 
北沢敏子 
田中桂子 
田中智泉子 
宗近妙子

女子の宗教に関しての研究（一）（二）（別冊）

新 3 1953
家政学部 
家政理学科二部 池田典世 暗黒発芽種子と光 その発芽前後の種子成分の変化

新 3 1953
家政学部 
家政理学科二部 内藤美奈子

Ⅰ生長ホルモンに関する発根状態 
Ⅱ植物性 plankton bactera の増減関係 
Ⅲ落葉前後の物質増減

新 3 1953
家政学部 
家政理学科二部 村松絹予 ユリ族の雌蕋の形態学的研究



      

現
在
こ
の
ペ
ー
ジ
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。 
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い
、
佐
原
氏
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

菊
池
す
ず
枝
は
愛
媛
県
か
ら
上
京
し
一
九
〇
四（
明
治
三
七
）

年
に
本
校
附
属
高
等
女
学
校
に
入
学
、
一
九
〇
九
年
四
月
に
家
政

学
部
に
入
学
し
た
。
一
九
〇
四
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た『
学
報
』

第
三
号
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
入
学
者
数
は
研
究
科
、
本
科
、
予

科
、
高
等
女
学
校
生
徒
を
合
わ
せ
て
三
八
二
名
、
そ
の
う
ち
高
等

女
学
校
の
一
年
生
は
五
〇
名
で
あ
っ
た
。

菊
池
が
在
籍
し
た
九
年
間
に
は
、
豊
明
図
書
館
兼
講
堂（
現
在

の
成
瀬
記
念
講
堂
）や
幼
稚
園
・
小
学
校
校
舎
、
三
泉
寮
、
香
雪

化
学
館
等
が
建
設
さ
れ
、
本
校
が
急
成
長
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

校
内
の
変
化
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
菊
池
が
、
学
生
生
活
に
つ

い
て
率
直
に
語
っ
て
い
る
内
容
は
興
味
深
い
。
以
下
、
資
料
の
全

文
を
紹
介
し
、
項
目
別
に
解
説
を
加
え
る
。

資
料
整
理
の
過
程
で
、
原
稿
用
紙
一
〇
枚
に
わ
た
る
聞
書
き
原

稿
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
八
四（
昭
和
五
九
）年
に
桜
楓

会
の
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
刊
行
さ
れ
た『
桜
楓
会
八
十
年

史
』編
纂
に
際
し
、
一
九
一
二（
明
治
四
五
）年
に
家
政
学
部
を
卒

業
し
た
菊
池
す
ず
枝
氏

（
以
下
、
敬
称
略
）に
、

佐
原
芳
子
氏（
家
政
学

部
第
二
類 

一
九
四
二

（
昭
和
一
七
）年
卒
業
）

と
菊
池
多
賀
氏（
家
政

学
部
第
二
類 

一
九
四 

三（
昭
和
一
八
）
年
卒

業
）が
聞
き
取
り
を
行

未
発
表
資
料
紹
介

聞
書
き
資
料
に
見
る
学
生
生
活

杉
崎　

友
美

家政学部卒業アルバム（1912年）より
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出
で
あ
る
。

◦ 

女
学
校
の
時
は
華
山
寮
に
入
っ
た
。
東
京
に
叔
父
が
い
て
こ

の
時
冷
水
摩
擦
を
覚
え
た
。
従
っ
て
十
四
才
の
時
か
ら
昨
年

ま
で（
九
十
二
才
）冷
水
摩
擦
を
続
け
た
。

一
、 

学
生
々
活
に
つ
い
て

◦ 

成
瀬
先
生
の
実
践
倫
理
は
長
か
っ
た
。
二
時
間
の
時
も
あ
り

三
時
間
の
時
も
あ
っ
た
。

◦ 

お
作
法
は
小
笠
原
先
生
だ
っ
た
。
小
笠
原
先
生
の
お
宅
に
も

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
淀
野
先
生
は
同
回
生
だ
っ
た
。

◦
先
生
は
東
大
の
先
生
が
多
か
っ
た
。

◦ 

丸
の
内
の
中
央
亭
か
ら
料
理
の
マ
ナ
ー
を
教
え
に
来
て
い

た
。

◦ 

お
料
理
は
大
岡
先
生
、
手
塚
先
生
に
習
っ
た
。

◦ 

藤
原
先
生
は
な
ん
で
も
や
だ
っ
た
。

◦ 

附
属
女
学
校
の
五
年
生
の
時
か
ら
国
語
は
弘
田
先
生
に
習
っ

た
。
弘
田
先
生
は
大
学
と
か
け
も
ち
だ
っ
た
。

◦ 
女
学
校
か
ら
大
学
ま
で
九
年
間
遠
い（
四
国
の
伊
予
）親
元

を
離
れ
て
学
校
に
通
っ
た
の
は
つ
ら
く
な
か
っ
た
。

　

目
白
の
学
校
が
自
分
の
我
が
家
み
た
い
だ
っ
た
。

◦ 

自
分
は
理
科
が
得
意
だ
っ
た
。

◦ 

一
年
二
年
の
時
英
語
は
外
人
の
先
生
が
い
た
。

〔
資
料
〕

一
、
運
動
会
の
こ
と

◦
服
装
は
着
物
に
袴
で
一
部
の
人
が
洋
服
だ
っ
た
。

◦ 

綱
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
渡
る「
お
猿
さ
ん
」と
い
う
競
技
が

あ
っ
た
。

◦
自
転
車
競
技
も
一
部
の
人
が
し
た
。

◦
球
竿
体
操
が
あ
っ
た
。

◦
白
井
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
体
操
を
し
た
。

◦
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
呼
び
物
だ
っ
た
。

◦
陸
軍
で
な
く
海
軍
の
軍
楽
隊
を
や
と
っ
た
。

◦ 

大
岡
先
生
と
藤
原
先
生
が
校
門
の
所
で
目
を
ぐ
る
ぐ
る
さ
せ

て
男
性
を
追
い
は
ら
っ
た
。

◦
各
寮
で
そ
れ
ぞ
れ
お
弁
当
を
作
っ
て
持
っ
て
行
っ
た
。

一
、 

寮
生
活
に
つ
い
て

◦「
お
主
婦
様
」は
あ
っ
た
。

◦
下
駄
箱
の
掃
除
な
ど
さ
せ
ら
れ
た
。

◦
寮
と
寮
と
の
交
際
会
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

◦ 

消
灯
時
間
は
き
ま
っ
て
い
た
が
、
遅
く
ま
で
勉
強
す
る
時
は

寮
監
先
生
に
こ
と
わ
っ
て
し
た
。

◦
日
曜
日
で
も
あ
ま
り
外
出
は
し
な
か
っ
た
。

　

 

た
っ
た
一
度
だ
け
江
の
島
に
行
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
思
い
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一
、
成
瀬
先
生
に
つ
い
て

◦ 
学
校
で
は
き
び
し
か
っ
た
が
、
家
で
は
と
て
も
や
さ
し
か
っ

た
。

◦ 

玉
木
先
生
が
成
瀬
先
生
の
お
世
話
を
し
て
い
た
。

一
、
校
友
の
こ
と

◦ 

大
阪
の
藤
田
み
つ
さ
ん
、
岡
山
の
橋
本
さ
ん
と
今
で
も
年
賀

状
等
文
通
し
て
い
ま
す
。

一
、
そ
の
他

◦ 

た
ま
に
開
か
れ
た
展
覧
会
に
家
の
模
型
を
出
品
し
た
こ
と
が

あ
る
。

◦ 

催
し
物
の
際
御
臨
席
下
さ
っ
た
宮
様
は
理
科
室
の
二
階
に
お

出
で
に
な
っ
た
。

◦ 

英
語
劇
は
当
時
も
あ
っ
た
。

◦ 

早
稲
田
の
生
徒
は
干
し
物
を
盗
ん
だ
り
す
る
の
で
泥
棒
扱
い

さ
れ
た
。

◦ 

四
国
か
ら
上
京
す
る
の
に
は
神
戸
の
西
村
旅
館
に
一
泊
し
て

行
っ
た
。
帰
途
も
何
処
か
で
一
泊
し
な
け
れ
ば
帰
ら
れ
な

か
っ
た
。
途
中
で
台
風
に
遭
い
難
儀
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

あ
と
が
き

菊
池
鈴
枝
様（
九
回
家
政
）に
お
伺
い
致
し
ま
し
た
。「
佐
原
さ
ん

も
っ
と
早
く
来
れ
ば
よ
か
っ
た
」と
い
う
お
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
五
十
七
年
一
月
の
大
分
支
部
新
年
会
に
は
御
出
席
下
さ
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
最
後
で
現
在
は
歩
行
も
困
難
で
、
お
言
葉
も
聞

き
取
り
に
く
い
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
食
事
の
時
椅
子
に
か
け

ら
れ
る
程
度
で
あ
と
は
横
に
な
っ
て
お
い
で
で
寝
返
り
も
思
う
に

ま
か
せ
ら
れ
ぬ
御
状
態
で
す
。
し
か
し
桜
楓
会
に
か
け
ら
れ
る
情

熱
は
素
晴
し
く
、
こ
の
事
は
桜
楓
会
本
部
の
方
も
、
又
現
理
事
の

西
村
章
子
様
も
よ
く
御
存
じ
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
日
も
寝

て
る
と
話
し
に
く
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
椅
子
に
か
け
て
お
話
し
下

さ
い
ま
し
た
。
御
家
族
の
方
が
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
今
日
は
目
が

輝
い
て
い
る
ね
」と
お
っ
し
ゃ
る
位
桜
楓
会
の
こ
と
に
な
る
と
夢

中
で
、御
機
嫌
も
良
く
な
ら
れ
ま
す
。本
当
に
せ
め
て
一
年
早
か
っ

た
ら
も
っ
と
も
っ
と
お
話
を
伺
え
た
と
思
い
ま
す
。

 

大
分
支
部　

佐
原
芳
子（
四
十
回
家
二
）

 

九
月
十
七
日

 

＊
掲
載
に
際
し
一
部
文
字
の
修
正
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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⑴
運
動
会
の
こ
と

日
本
女
子
大
学
校
の
運
動
会
は
、
本
校
開
校
の
一
九
〇
一（
明

治
三
四
）年
か
ら
開
催
さ
れ
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
は
創
立
委
員

の
一
人
で
あ
っ
た
渋
沢
栄
一
の
王
子
飛
鳥
山
の
別
邸
で
行
わ
れ

た
。
二
回
目
以
降
は
目
白
の
本
校
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
第
三
回

に
は
五
千
人
、
第
四
回
に
は
八
千
人
の
来
場
者
を
集
め
、「
年
々

評
判
高
き
山
の
手
名
物（

（
（

」と
呼
ば
れ
る
有
名
行
事
と
な
っ
た
。
第

四
回
秋
季
運
動
会
で
は
自
転
車
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
日
本
式
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
等
三
二
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
が
、
最
も
人
気

を
博
し
た
の
は
日
本
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
第

四
回
運
動
会
で
高
等
女
学
校
一
年
生
は
風
船
競
争
と
い
う
競
技
を

行
っ
て
お
り
、
菊
池
も
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る（

（
（

。

白
井
先
生
と
は
、
本
校
創
立
時
か
ら
一
九
四
四（
昭
和
一
九
）

年
ま
で
体
育
の
授
業
を
担
当
し
、
運
動
会
で
も
指
導
に
当
た
っ
た

白
井
規
矩
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
白
井
は
音
楽
取
調
掛
所
定
学
科

（
現 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部（

（
（

）を
卒
業
し
た
音
楽
教
師
で
あ
っ

た
が
、
音
楽
と
動
作
を
結
び
付
け
た「
唱
歌
遊
戯
」を
提
唱
、
本

校
で
体
育
教
師
と
な
っ
た
。
菊
池
す
ず
枝
と
同
年
に
国
文
学
部
を

卒
業
し
た
瀧
本
種
子
は
、
そ
の
著
書『
目
白
生
活
』（
彩
虹
社 

一
九
一
六
年
）に「
白
井
規
矩
郎
先
生　

創
立
以
来
唯
一
の
体
操

の
先
生
、
ご
く
最
近
瑞
典
式
が
加
は
っ
た
外
、
私
共
の
体
操
は
皆

先
生
の
御
考
案
で
あ
る
。
音
楽
学
校
出
身
の
先
生
は
、
朝
か
ら
夕

ま
で
体
操
場
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
」と
記
し
て
い
る
。
体

育
は
全
学
部
の
必
修
科
目
で
あ
り
、

菊
池
も
白
井
の
授
業
を
受
け
た
と
考

え
ら
れ
る
。

運
動
会
で
藤
原
千
代
と
と
も
に
男

性
を
追
い
払
っ
た
と
さ
れ
る
大
岡
蔦

枝
は
、
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年

に
家
政
学
部
を
卒
業
後
、
寮
の
ま
と

め
役
で
あ
る
寮
監
と
な
り
、一
九
一 

一
年
か
ら
は
米
国
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ

ジ
に
留
学
し
家
政
学
を
専
攻
し
た（

（
（

。

藤
原
千
代
は
一
九
〇
一
年
に
国
文
学

部
に
入
学
、
翌
年
か
ら
豊
明
寮
の
寮

監
と
な
り
、
卒
業
後
は
泉
水
寮
、
曙

寮
等
の
寮
監
や
附
属
豊
明
小
学
校
教

員
を
務
め
た（

（
（

。
こ
の
運
動
会
に
つ
い

て
は
、「
女
子
大
学
評
判
記
」
に

「
ウ
ッ
カ
リ
す
る
と
観
覧
者
は
男
子
ば
か
り
に
な
っ
て
仕
舞
さ
う

だ
か
ら
、
学
校
で
も
考
へ
て
、
若
い
男
一
切
お
断
り
と
憲
法
を
決

め
た
。
そ
れ
で
も
ノ
コ
〳
〵
御
座
る
先
生
が
毎
年
ザ
ッ
ト
一
聯
隊

ば
か
り
も
あ
る
と
の
事
。片
っ
端
か
ら
門
前
払
ひ
を
食
は
さ
れ
て
、

菊池氏が在籍中の本校創立10周年頃の校内風景
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校
長
以
下
の
不
粋
さ
加
減
を
怨
み
呪
ひ
、
重
き
足
を
引
き
づ
っ
て

帰
り
行
く（

（
（

」と
記
さ
れ
て
お
り
、
二
人
の
苦
労
が
う
か
が
え
よ
う
。

　⑵
寮
生
活
に
つ
い
て

寮
は
、
寮
監
一
名
の
指
導
の
下
に
寮
生
二
〇
名
と
お
手
伝
い
で

一
家
族
を
形
成
、
寮
生
は
整
理
、
衛
生
、
体
育
、
風
儀
、
交
際
、

園
芸
、
文
芸
係
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
係
を
受
け
持
っ
た（

（
（

。
主
婦
は
こ

れ
ら
係
を
総
括
す
る
立
場
に
あ
り
、
大
学
部
の
寮
生
が
二
名
ず
つ

一
ヶ
月
か
ら
二
ヶ
月
に
わ
た
り
順
番
に
担
当
し
、
寮
監
を
補
佐
し

た（
（
（

。
一
九
一
一
年
頃
の
寮
は
普
通
寮
二
〇
、
折
衷
寮
二
、
洋
風
寮

一
、
少
女
寮
一
の
合
計
二
十
四
寮
で
あ
り
、
寮
規
の
下
に
自
治
生

活
が
営
ま
れ
て
い
た（

（
（

。

交
際
会
は
、
寮
生
が
寮
を
相
互
に
訪
ね
交
流
を
図
る
と
共
に
、

他
寮
の
寮
風
を
学
び
良
い
点
を
取
り
入
れ
、
自
ら
の
寮
を
改
良
す

る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
た（

（1
（

。『
目
白
生
活
』で
は
、瀧
本
自
身
が「
銘

仙
の
か
さ
ね
」を
着
て「
豆
粒
ば
か
り
の
緋
の
バ
ラ
の
花
」を
束
髪

に
飾
り
、
提
灯
を
つ
け
て
責
善
寮
を
訪
ね
た
こ
と
、
帰
寮
後
に
料

理
の
味
、
会
話
の
内
容
、
お
茶
や
お
菓
子
に
つ
い
て
話
し
合
う
様

子
が
描
か
れ
て
い
る（

（（
（

。

華
山
寮
は
、
創
立
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
樺
山
資
紀
が
、
一
九 

〇
二
年
に
寮
舎
二
棟
を
邸
内
に
建
て
、
将
来
本
校
に
寄
付
す
る
約

束
で
本
校
に
貸
与
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
現
在
の
図
書
館
の
辺
り
に

位
置
し
、
華
山
寮
の
丘
か
ら
は
富
士
山
が
、
眼
下
に
は
早
稲
田
大

学
と
大
隈
重
信
伯
爵
邸
が
望
め
た
と
い
う（

（1
（

。

⑶
学
生
生
活
に
つ
い
て

実
践
倫
理
と
は
、
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
が
社
会
学
、
婦
人
問
題
、

労
働
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
た

講
義
で
、
歴
代
の
校
長
、
学
長
に
引
き
継
が
れ
た
。
第
六
代
学
長

上
代
タ
ノ
の
頃
か
ら
少
し
ず
つ
改
変
さ
れ
、
現
在
で
は
教
養
特
別

講
義
と
い
う
名
称
で
継
続
し
て
い
る
本
校
の
歴
史
あ
る
授
業
の
一

つ
で
あ
る
。
菊
池
が
長
か
っ
た
と
語
る
実
践
倫
理
に
つ
い
て
、
後

の
第
五
代
校
長
大
橋
広
は「
時
間
を
超
越
し
て
、
三
時
間
で
も
四

時
間
で
も
五
時
間
で
も
お
説
き
に
な
ら
れ
た
」と
語
り
、
ま
た
上

代
タ
ノ
は「
私
の
一
ば
ん
長
か
っ
た
の
は
七
時
間
、
実
践
倫
理
で

す
ね
。朝
の
十
時
か
ら
四
時
五
時
ま
で
、ご
飯
も
食
べ
な
い
で
や
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」と
回
想
し
て
い
る（

（1
（

。
当
時
の
生
徒
か
ら「
実

倫
は
も
っ
た
い
な
い
が
長
す
ぎ
る（

（1
（

」と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

非
常
に
長
い
講
義
で
あ
っ
た
。

菊
池
が
作
法
を
学
ん
だ
と
い
う
小
笠
原
清
務
は
、
女
子
の
礼
法

に
つ
い
て
の
教
科
書
編
集
に
携
わ
る
傍
ら
東
京
女
子
師
範
学
校

（
後
の
お
茶
の
水
女
子
大
学
）等
で
教
鞭
を
執
り
、
本
校
で
は
開

校
当
初
か
ら「
日
本
礼
法
」の
授
業
を
担
当
し
た（

（1
（

。
ま
た
、
本
格

的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
教
え
た
の
は
元
華
族
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会
館
料
理
長
渡
辺
鎌
吉
で
、
本
学
開
校
時
の「
西
洋
料
理
」の
嘱

託
教
官
ミ
セ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ド
ヘ
リ
ー
の
後
任
と
し
て
一
九
〇
三

（
明
治
三
六
）年
に
迎
え
ら
れ
、
以
後
一
七
年
間
講
師
を
務
め
た
。

渡
辺
が
〇
七
年
に
開
い
た
中
央
亭
は
、
後
に
宮
内
省
御
用
達
の
店

と
な
っ
て
い
る
。

手
塚
か
ね
子
は
一
九
〇
四
年
に
家
政
学
部
を
卒
業
後
、
〇
九
年

か
ら
料
理
研
究
の
た
め
欧
米
を
視
察
、
一
〇
年
春
に
帰
国
し
教
授

と
な
っ
た（

（1
（

。
弘
田
由
己
は
一
九
〇
四
年
に
国
文
学
部
を
卒
業
す
る

と
、
普
通
予
科
・
附
属
高
等
女
学
校
の「
国
語
」
を
担
当
し
、

一
一
年
か
ら
は
大
学
部
で
も
教
鞭
を
執
っ
て
い
た（

（1
（

。
菊
池
が「
東

大
の
先
生
が
多
か
っ
た
」と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
教
員
の
多
く

は
東
京
帝
国
大
学
を
始
め
と
す
る
有
名
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
聞
書
き
資
料
か
ら
卒
業
生
が
少
し
ず
つ
教
壇
に
立
ち
始

め
て
い
く
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

菊
池
が
得
意
と
し
た「
理
科
」は「
応
用
理
化
」と
い
う
科
目
で
、

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
薬
学
科
教
授
で
理
学
・
薬
学
博
士
で
あ
っ

た
長
井
長
義
が
担
当
し
て
い
た（

（1
（

。
ま
た
菊
池
が
大
学
部
一
、二
年

の
頃
に
英
語
や
英
文
学
を
担
当
し
て
い
た
の
は
ア
ズ
バ
ン
、
グ

リ
ー
ン
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
三
人
で
あ
る（

11
（

。
英
文
学
部
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
家
政
学
部
、
文
学
部
、
教
育
学
部
に
お
い
て
も
英
語

は
必
修
科
目
で
あ
っ
た
。

⑷
成
瀬
先
生
に
つ
い
て

成
瀬
は
校
内
の
北
西
に
位
置
し
た
校
宅
に（
現
在
は
成
瀬
記
念

館
の
隣
に
移
築
）、
成
瀬
の
新
潟
女
学
校
時
代（
一
八
八
七
―

九
〇
）の
教
え
子
で
、
本
校
家
政
学
部
を
卒
業
後
、
料
理
教
授
を

務
め
て
い
た
玉
木
直
と
お
手
伝
い（

1（
（

と
共
に
三
人
で
生
活
し
て
い

た
。菊

池
と
同
じ
家
政
学
部
九
回
生
の
小
野
玉
枝
は
、
一
九
一
二
年

二
月
中
旬
に
成
瀬
の
自
宅
二
階
に
お
い
て
一
人
ず
つ
成
瀬
と
面
会

し
、
卒
業
後
の
進
路
等
に
つ
い
て
簡
単
な
質
問
を
受
け
た
と
語
っ

て
い
る（

11
（

。
菊
池
も
成
瀬
と
の
面
会
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⑸
そ
の
他

こ
こ
で
は
、
英
語
劇
と
寮
舎
に
お
け
る
泥
棒
に
つ
い
て
見
て
い

き
た
い
。

菊
池
が
本
校
附
属
高
等
女
学
校
に
入
学
し
た
一
九
〇
四
年
は
、

六
月
に
英
文
学
部
文
学
会
が
開
催
さ
れ
、
英
文
朗
読
、
英
語
対
話
、

演
劇
、
活
人
画
、
幻
灯
等
が
、
一
一
月
の
高
等
女
学
校
文
学
会
で

は
英
和
文
章
の
朗
読
、
対
話
、
和
歌
披
講
、
和
洋
奏
楽
、
狂
言
、

活
人
画
等
が
行
わ
れ
て
い
る（

11
（

。
〇
六
年
七
月
に
は
桜
楓
文
芸
会（

11
（

、

秋
に
は
秋
季
文
芸
会（

11
（

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
菊
池
の
在
籍
中
に
は

英
語
劇
を
始
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た（

11
（

。

泥
棒
に
関
し
て
は「
女
子
大
学
寮
舎
の
裏
面
」と
題
し
た
次
の
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よ
う
な
記
事
が
あ
る（

11
（

。

ピ
リ
〳
〵
〳
〵
と
、
何
処
や
ら
の
寮
で
吹
く
女
生
徒
の
鋭
い

呼
子
の
笛
の
音
が
、
闇
を
劈
い
て
聞
え
ま
す
と
、
校
長
先
生

の
お
宅
か
ら
各
寮
監
室
に
通
じ
た
ベ
ル
が
リ
ン
〳
〵
と
鳴

る
。
…
と
、
山
の
上
の
学
監
の
御
宅
で
叩
き
散
ら
す
金
盥
の

音
が
、
ガ
ン
ガ
ラ
〳
〵
と
気
魂
ま
し
く
響
き
渡
り
ま
す
。

さ
あ
大
変
、
泥
棒
が
は
い
っ
た
と
、
蒼
く
な
っ
て
狼
狽
へ
騒

ぐ
時
分
に
は
、
泥
棒
は
さ
よ
う
な
ら
と
も
何
と
も
言
は
ず
に

引
上
げ
た
後
（
後
略
）

校
長
は
成
瀬
仁
蔵
、
学
監
は
後
に
第
二
代
校
長
と
な
る
麻
生
正

蔵
で
あ
る
。
記
事
に
は
さ
ら
に「
女
と
侮
っ
て
か
腹
が
立
つ
ほ
ど

小
馬
鹿
に
し
て
泥
棒
が
や
っ
て
来
る
」と
も
あ
り
、
女
性
の
み
の

寮
に
は
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
金
山
寮
で
火
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
際
、
事
前
に
知
ら
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
成
瀬
が
本
当
の
火
事
だ
と
思
い「
洋
剣
を
握
っ
て

顔
色
を
か
へ
て
、
金
山
が
丘
へ
一
目
散
─
。
読
書
に
よ
い
か
げ
ん

無
我
に
な
っ
て
い
ら
し
っ
た
先
生
は
、
無
我
か
ら
無
我
の
中
へ
お

走
り
に
な
っ
た
」と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
泥
棒
や
火
事

等
、
成
瀬
の
住
居
が
校
内
に
あ
っ
た
の
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

あ
っ
た
こ
と
が
推
し
量
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
菊
池
す
ず
枝
の
聞
書
き
を
も
と
に
当
時
の
学
生
生
活
を

紹
介
し
て
き
た
。
卒
業
生
が
実
体
験
を
語
っ
た
資
料
は
、
正
史
と

は
異
な
る
視
点
か
ら
本
校
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
非
常

に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
佐
原
芳
子
、
菊
池
多
賀
両
氏
の
仕
事
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
資
料
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
。

 

（
成
瀬
記
念
館
学
芸
員　

す
ぎ
さ
き　

ゆ
み
）

（
1
）	『
学
報
』
第
四
号　

一
九
〇
四
年
一
二
月

（
2
）	「（
第
十
六
）
風
船
競
争
（
高
等
女
学
校
一
年
）
二
十
名
宛
二
組
に

分
れ
、紙
の
風
船
を
打
ち
つ
ゝ
決
勝
点
に
競
ひ
入
る
も
の
な
る
が
、

白
の
方
落
し
ゝ
数
少
な
か
り
し
を
以
て
勝
と
定
り
ぬ
。
何
を
し
て

も
可
憐
の
感
を
起
さ
し
む
る
は
、
年
の
少
き
得
分
な
り
」（
魔
々

子
「
第
四
回
秋
季
運
動
会
と
其
批
評
」『
学
報
』
第
四
号	

一
九
〇

四
年
一
二
月
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）	「
日
本
女
子
大
学
校
附
属
高
等
女
学
校
職
員
調
」（『
調
査
報
告
綴

込
』
一
九
〇
三
年
一
二
月
）

（
4
）	『
日
本
女
子
大
学
学
園
事
典
』
日
本
女
子
大
学　

二
〇
〇
一
年

（
5
）	『
日
本
女
子
大
学
学
園
事
典
』
日
本
女
子
大
学　

二
〇
〇
一
年

（
6
）	河
岡
潮
風「
女
子
大
学
評
判
記
」（『
冒
険
世
界
』一
九
〇
八
年　
『
復

録
日
本
大
雑
誌
・
明
治
篇
』
流
動
出
版　

一
九
七
九
年
）

（
7
）	『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』
日
本
女
子
大
学
校　

一
九
四
二
年

	
寮
生
数
は
、
創
立
当
初
二
〇
名
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
年
後
に
は
二
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五
名
と
な
っ
た
（『
日
本
女
子
大
学
校
の
過
去
現
在
及
び
将
来
』

日
本
女
子
大
学
校　

一
九
一
一
年
）。大
岡
蔦
枝『
成
瀬
仁
蔵
先
生
』

（
三
月
書
房　

一
九
六
六
年
）
に
よ
る
と
、三
〇
名
の
と
き
も
あ
っ

た
よ
う
で
、
大
学
校
の
発
展
に
伴
い
大
き
な
寮
舎
が
建
設
さ
れ
る

等
、
寮
生
数
は
時
代
に
よ
り
変
化
し
た
。

（
8
）	『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』日
本
女
子
大
学
校　

一
九
四
二
年　

瀧
本
種
子
『
目
白
生
活
』
彩
虹
社
書
房　

一
九
一
六
年

（
9
）	『
日
本
女
子
大
学
校
の
過
去
現
在
及
び
将
来
』
日
本
女
子
大
学
校　

一
九
一
一
年

（
10
）	『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』日
本
女
子
大
学
校 

一
九
四
二
年

（
11
）	瀧
本
種
子
『
目
白
生
活
』
彩
虹
社
書
房　

一
九
一
六
年

（
12
）	『
学
報
』
第
一
号　

一
九
〇
三
年
七
月

（
13
）	瀧
本
種
子
『
目
白
生
活
』
彩
虹
社
書
房　

一
九
一
六
年

（
14
）	『
泉
』
第
二
巻
第
六
号　

一
九
五
七
年
六
月
発
行

（
15
）	『
泉
』
第
二
巻
第
六
号　

一
九
五
七
年
六
月
発
行

（
16
）	『
家
庭
週
報
』
二
四
六
号　

一
九
一
三
年
一
一
月
一
四
日
発
行

（
17
）	『
教
員
認
可
開
申
ニ
関
ス
ル
綴
』　
『
日
本
女
子
大
学
学
園
事
典
』

日
本
女
子
大
学　

二
〇
〇
一
年

（
18
）	『
日
本
女
子
大
学
学
園
事
典
』
日
本
女
子
大
学　

二
〇
〇
一
年　

『
日
本
女
子
大
学
史
資
料
集
第
五
─（
三
）
日
本
女
子
大
学
校
規
則　

明
治
四
三
─
大
正
三
年
』
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館　

二
〇
一

一
年

（
19
）	『
日
本
女
子
大
学
学
園
事
典
』
日
本
女
子
大
学　

二
〇
〇
一
年

（
20
）	『
日
本
女
子
大
学
史
資
料
集
第
五
─（
三
）
日
本
女
子
大
学
校
規
則　

明
治
四
三
─
大
正
三
年
』
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館　

二
〇
一

一
年

（
21
）	お
手
伝
い
さ
ん
に
つ
い
て
、
井
上
秀
は
「
お
す
え
さ
ん
と
い
う
お

ば
さ
ん
。
大
阪
時
代
の
先
生
の
お
く
さ
ん
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
代

か
ら
つ
い
て
い
た
人
」
と
し
、
藤
原
千
代
は
「
創
立
当
初
幾
年
か

の
間
、
お
台
所
に
、
お
す
え
さ
ん
と
い
う
七
十
ば
か
り
の
お
ば
あ

さ
ん
が
い
ま
し
た
。
こ
の
人
は
新
潟
の
田
舎
の
産
で
、
そ
の
昔
先

生
が
新
潟
に
お
住
居
の
頃
か
ら
お
勤
め
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い

る
（『
泉
』
第
二
巻
第
六
号　

一
九
五
七
年
六
月
発
行
）。

（
22
）	『
泉
』
第
二
巻
第
六
号　

一
九
五
七
年
六
月
発
行

（
23
）	『
学
報
』
第
四
号　

明
治
三
七
年
一
二
月

（
24
）	『
家
庭
週
報
』
六
八
号　

一
九
〇
六
年
七
月
一
四
日
発
行

（
25
）	『
家
庭
週
報
』
八
三
号　

一
九
〇
六
年
一
一
月
二
六
日
発
行

（
26
）	瀧
本
は
文
芸
会
で
「
楠
木
正
行
自
害
の
場
」、
英
文
科
の
リ
ヤ
王

等
を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
瀧
本
種
子
『
目
白
生
活
』

彩
虹
社
書
房　

一
九
一
六
年
）

（
27
）	夢
浮
橋
「
女
子
大
学
寮
舎
の
裏
面
」（『
婦
人
く
ら
ぶ
』
紫
明
社　

一
九
一
〇
年
七
月
発
行
）

（
28
）	瀧
本
種
子
『
目
白
生
活
』
彩
虹
社
書
房　

一
九
一
六
年
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す
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
分
っ
た
。
共
同
せ
ん
け
れ
ば

十
分
な
効
果
が
挙
げ
ら
れ
な
い
と
云
ふ
事
も
お
わ
か
り
に
な
っ
た

と
思
ふ
。
夫
れ
で
今
日
は
銘
々
の
深
い
意
見
を
聞
く
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
之
れ
が
共
同
の
働
き
に
現
る
ゝ
計
画
の
方
面
だ
け
を

十
分
あ
な
た
方
の
内
に
も
経
験
を
積
み
、
外
に
も
機
会
が
多

か
っ
た
。
今
日
は
全
世
界
の
大
勢
か
ら
推
し
て
銘
々
で
考
へ
て
、

夫
れ
夫
れ
全
体
を
よ
く
纏
め
た
計
画
を
立
て
、
夫
れ
に
対
し
て
又

十
分
な
決
心
を
持
っ
て
兎
も
角
も
自
身
で
し
て
行
か
う
、
又
共
同

未
発
表
資
料
42

『
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
新
資
料
を
順
次
発
表
す
る
。
今
回
は
講
話
二
編
で
あ
る
。

式
日
、
始
業
式
、
終
業
式
な
ど
行
事
の
折
の
、
ま
た
実
践
倫
理
の
成
瀬
校
長
の
講
話
を
丹
念
に
記
録
し

た
ノ
ー
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
。
罫
紙
に
カ
ー
ボ
ン
を
は
さ
ん
で
浄
書
さ
れ
、
各
々
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ
た

ノ
ー
ト
に
は
、
成
瀬
自
身
に
よ
る
訂
正
、
加
筆
の
跡
が
残
る
。
な
お
、

一
、
表
記
に
関
し
て
は
、
片
仮
名
書
き
の
原
文
筆
記
を
平
仮
名
表
記
と
し
、
明
ら
か
な
誤
字
、
脱
字

を
改
め
る
と
と
も
に
、
文
字
を
統
一
し
た
。

一
、
あ
て
字
に
つ
い
て
は
原
文
通
り
と
し
た
。

一
、
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
、
句
読
点
を
必
要
な
限
り
付
し
た
。

一
、
欄
外
に
書
か
れ
て
い
た
註
を
、
一
部
見
出
し
と
し
た
。

成
瀬
仁
蔵
講
話　

1大
学
部 

計
画
発
表
会
に
て　
　
　

	

─ 

大
正
三
年
九
月
十
六
日 

─
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に
就
い
て
い
ろ
い
ろ
研
究
も
致
し
考
へ
て
も
居
り
ま
す
が
、
夫
れ

は
段
々
と
申
す
事
に
し
て
、
あ
な
た
方
の
方
で
も
十
分
に
お
考
へ

な
さ
る
事
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
其
の
効
果
を
挙
げ
る
と
云

ふ
事
、
即
ち
木
は
実
に
よ
り
て
知
る
べ
し
と
云
ふ
事
の
通
り
で
、

よ
き
実
を
結
ぶ
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
迄
は
其
の
木
を

培
養
す
る
と
云
ふ
事
で
沢
山
で
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
今
日
で

は
、
今
ま
で
あ
っ
た
実
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
今
ま
で
あ
っ
た
よ

り
も
少
し
よ
い
木
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
事
で
、
つ
ま
り
、

今
日
の
生
物
学
は
今
ま
で
あ
っ
た
よ
り
も
一
層
よ
い
木
を
拵
へ
や

う
と
云
ふ
事
で
、
之
れ
は
バ
ー
バ
ン
ク
ス
と
云
ふ
人
の
し
て
居
る

事
が
よ
く
証
明
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
之
れ
が
今
ま
で
は
、

下
等
動
物
、
下
等
植
物
に
の
み
行
は
れ
て
居
っ
た
が
、
今
日
で
は

最
も
高
尚
な
る
人
間
に
ま
で
も
及
ぼ
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り
ま

す
。
其
の
科
学
が
成
り
立
っ
て
、E

ugenics

と
言
ふ
の
で
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
我
々
は
ど
ー
し
て
も
自
分
の
必
要
な
る
又
理
想
と
し

て
居
る
如
き
よ
き
実
を
得
た
い
、
よ
い
結
果
を
得
た
い
と
云
ふ
事

を
目
的
と
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
我
々
が
よ
く
改
善

し
て
進
む
な
ら
ば
、
終
に
其
の
結
果
を
挙
ぐ
る
事
が
出
来
る
と
云

ふ
事
が
信
ぜ
ら
る
ゝ
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
我
々
が
い
ろ

い
ろ
改
善
し
て
最
も
よ
い
結
果
を
挙
げ
や
う
と
努
め
る
な
ら
ば
、

必
ず
其
の
目
的
を
達
す
る
事
が
出
来
る
と
云
ふ
確
信
が
内
に
出
来

見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
私
の
銘
々
の
教
育
及
び
全
体
の
共
同
に

つ
い
て
大
分
考
へ
て
居
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
夫
れ
は
追
々
申
す

つ
も
り
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
も
わ
け
て
見
れ
ば
二
つ
に
な
る
。

Ⅰ　

一
つ
は
目
に
見
え
ぬ
所
の
も
の
と
、

 

Ⅱ　

一
つ
は
組
織
に
よ
っ
て
外
に
現
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

 

今
日
は
生
活
が
複
雑
に
な
っ
て
、
殆
ん
ど
繁
に
堪
へ
ぬ
程
で
あ

り
ま
す
。
其
の
複
雑
な
る
生
活
を
段
々
と
単
純
に
集
中
し
て
行
か

る
ゝ
や
う
な
道
を
見
出
だ
し
て
、
益
々
夫
れ
を
完
全
に
進
め
や
う

と
し
て
居
り
ま
す
。

夫
れ
が
あ
な
た
方
の
生
活
で
は
係
と
な
っ
て
居
る
。
始
め
は

段
々
多
く
な
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
夫
れ
を
簡
短
に
す
る
必
要
が

あ
っ
て
、
今
で
は
係
も
五
つ
と
な
り
、
従
っ
て
御
報
告
な
さ
る
事

も
簡
短
明
瞭
に
な
り
ま
し
た
。
之
れ
は
確
に
一
つ
の
進
歩
で
あ
り

ま
す
。

併
し
、
唯
だ
係
が
減
っ
て
了
う
、
報
告
が
単
純
に
な
っ
て
了
う

と
云
ふ
事
が
進
歩
で
は
な
く
、
進
歩
に
は
益
々
複
雑
と
云
ふ
事
が

必
要
で
、
始
終
分
化
し
益
々
複
雑
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
其
の
複
雑

な
る
生
活
を
よ
く
統
一
し
、
よ
く
簡
短
に
組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
故
に
今
日
の
事
が
確
か
に
進
歩
し
た
の
で
あ
る
か
ど
ー
か
、

此
の
係
の
分
け
方
が
丁
度
適
当
で
あ
る
か
ど
ー
か
と
云
ふ
事
は
、

よ
く
考
へ
て
御
覧
に
な
る
必
要
が
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

私
も
、
此
の
複
雑
な
る
生
活
を
単
純
に
し
且
つ
有
効
に
す
る
事
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て
始
め
て
、
其
の
必
要
な
る
機
関
を
見
出
だ
し
、
其
の
組
織
を
も

改
善
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
第
一
に
、
我
々
は
如
何
に
す
べ
き
で
あ
る
か
。
我
々
は

如
何
な
る
婦
人
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。

今
御
報
告
の
中
に
、
未
だ
ど
ー
も
我
が
国
は
世
界
列
強
の
有
様
に

比
較
し
て
は
、
ど
ー
も
遜
色
が
あ
る
。
之
れ
は
残
念
な
事
で
は
な

い
か
。
ど
ー
し
て
も
我
が
国
を
文
明
諸
国
と
同
じ
程
度
に
達
せ
し

め
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
斯
う
云
ふ
時
に
於
て
我
が

国
が
、
日
常
色
々
な
方
面
に
研
究
的
に
又
共
同
的
に
出
来
て
居
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
独
り
さ
う
云
ふ
事
に
困
っ
て
居
る
の
は
日
本

ば
か
り
で
は
な
い
。
戦
争
を
し
て
居
る
欧
州
諸
国
は
皆
さ
う
で
あ

る
。
必
ず
し
も
物
質
的
方
面
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
に
大
に
考
へ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

夫
れ
か
ら
此
間
、
学
校
の
始
ま
っ
た
頃
に
も
申
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
只
利
己
的
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
と
云
ふ
事
。
今
我
々

が
自
覚
が
出
来
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
個
性
と
云
ふ
も
の
が
益
々
発

揮
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
我
れ
に
背
か
う
と
す
る
も
の
、
我

れ
を
滅
ぼ
さ
う
と
す
る
も
の
に
向
っ
て
、
必
ず
之
れ
に
戦
ひ
勝
つ

と
云
ふ
力
が
な
く
し
て
は
世
に
立
つ
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
今
度
独
逸
と
戦
ふ
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
或
る
国
と
は
少
し

く
感
情
を
害
し
た
と
云
ふ
事
も
あ
ら
う
。
之
れ
が
た
め
に
日
米
関

係
と
云
ふ
も
の
に
も
影
響
を
来
す
か
も
知
れ
ぬ
。
若
し
我
々
が
之

れ
を
恐
れ
て
消
極
的
に
困
難
を
避
く
る
と
云
ふ
態
度
で
あ
る
な
ら

ば
、
到
底
進
む
事
は
出
来
ぬ
。
如
何
な
る
事
が
あ
っ
て
も
、
我
々

は
積
極
的
に
困
難
を
排
し
て
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
度
の
事
は

我
々
も
早
晩
ど
ー
に
か
な
っ
て
来
る
だ
ら
う
と
は
思
っ
た
も
の

の
、斯
く
の
如
く
速
か
に
来
や
う
と
は
思
は
な
か
っ
た
。
然
る
に
、

早
斯
う
な
っ
て
来
た
の
を
見
れ
ば
、
今
後
の
変
動
は
急
転
直
下
の

勢
ひ
で
来
る
で
あ
ら
う
と
云
ふ
事
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

夫
れ
で
先
づ
第
一
に
、
我
が
国
の
威
信
を
高
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（ 

空　

白 

） 

氏
の
書
い
た
本
の
巻
頭
に
、
亜
米
利
加
合
衆
國
の

白
人
種
は
九
千
万
で
、
印
度
人
の
あ
ひ
の
子
で
も
一
千
万
か
ら
あ

る
の
に
、
亜
細
亜
人
種
は
十
五
万
人
で
あ
る
と
書
い
て
居
る
。
之

れ
を
以
て
も
、
亜
米
利
加
が
軍
備
を
増
し
て
日
本
人
を
排
斥
し
や

う
と
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
ら
ば
日
本
國
の
威
信
と
云
ふ

も
の
は
ど
れ
だ
け
で
あ
ら
う
か
。
深
く
考
へ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。我

が
知
力
、我
が
精
神
の
力
は
一
番
何
に
現
れ
る
か
と
云
ふ
と
、

我
が
身
体
に
真
っ
先
に
現
る
ゝ
の
で
あ
り
ま
す
。
自
分
と
云
ふ
も

の
は
一
番
速
く
身
体
に
現
る
ゝ
の
で
あ
る
。
私
共
が
世
界
を
歩
い

て
も
、
其
処
の
学
生
の
態
度
を
見
れ
ば
校
風
、
国
風
と
云
ふ
も
の

は
大
抵
一
見
し
て
わ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。
明
日
は
シ
カ
ゴ
大
学

総
長
ジ
ャ
ド
ソ
ン
氏
、
及
び
支
那
で
総
領
事
を
し
て
居
り
ま
し
た

G
reene

氏
な
ど
が
見
え
ま
す
。
此
の
人
々
が
支
那
を
見
て
日
本
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私
は
七
月
夏
季
休
業
に
入
る
前
に
、
我
が
国
の
女
子
の
教
育
に

つ
き
ま
し
て
、
桜
楓
会
員
並
び
に
あ
な
た
方
に
つ
き
ま
し
て
一
つ

の
問
題
を
持
っ
て
居
り
ま
し
た
。
休
暇
中
も
成
る
べ
く
夫
れ
を
研

究
し
て
一
つ
の
解
決
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
か
ら
、

へ
来
て
、
ど
ー
感
ず
る
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
詞
は
わ
か
ら
な
く
て

も
、
皆
さ
ん
の
様
子
に
よ
っ
て
大
概
は
わ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。

我
が
国
で
は
百
姓
と
か
海
女
と
か
云
ふ
も
の
は
体
格
も
立
派
で

あ
り
ま
す
が
、
学
生
と
な
る
と
誠
に
か
弱
さ
う
に
見
え
る
。
併
し

外
国
へ
行
き
ま
す
と
、
女
学
生
と
云
ふ
も
の
と
他
の
婦
人
達
と
、

体
に
於
て
少
し
も
劣
っ
て
居
り
ま
せ
ん
。
さ
う
し
て
髪
の
結
び
方

か
ら
着
物
の
着
ざ
ま
に
至
る
迄
一
糸
乱
れ
ず
と
云
ふ
有
様
で
、
誠

にB
right

で
あ
る
。
私
共
が
我
が
国
の
母
を
ど
の
点
か
ら
で
も

比
べ
て
御
覧
な
さ
い
。
決
し
て
遜
色
は
な
い
と
云
ふ
自
信
が
出
来

て
、
外
国
の
人
々
も
夫
れ
を
認
め
て
始
め
て
我
が
国
の
威
信
が
高

ま
る
の
で
あ
り
ま
す
。
如
何
に
か
ら
威
張
り
を
し
て
も
実
価
が
な

く
て
は
だ
め
で
あ
る
。
故
に
、
ど
ー
し
て
も
私
共
が
実
を
現
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
事
に
な
り
ま
し
た
。

夫
れ
で
明
日
は
外
国
の
人
々
が
見
え
て
、
ジ
ャ
ド
ソ
ン
と
云
ふ

人
は
如
何
な
る
人
格
の
人
で
あ
る
か
、
其
の
夫
人
は
ど
ー
云
ふ
人

物
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
よ
く
注
意
し
て
見
て
貰
ひ
た
い
。
彼
方

の
人
も
、深
き
注
意
を
以
て
あ
な
た
方
を
見
る
の
で
あ
り
ま
せ
う
。

私
共
は
よ
そ
の
国
民
を
学
ぶ
、
又
其
の
国
民
が
如
何
な
る
理
想
を

持
ち
、
確
信
を
持
っ
て
居
る
か
と
云
ふ
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

又
、
私
共
が
進
ん
だ
国
の
人
々
に
劣
ら
ぬ
者
と
な
り
、
又
世
界
の

文
明
に
貢
献
す
る
に
は
如
何
な
る
事
を
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
云

ふ
考
へ
を
持
っ
て
方
針
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

成
瀬
仁
蔵
講
話　

2
大
学
部
第
二
、三
学
年
に
て　
　
　

	
─ 

大
正
三
年
九
月
二
十
三
日 

─

今
日
は
稍
其
の
解
決
を
つ
け
ま
し
て
新
し
い
方
針
を
立
て
得
る
の

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
夫
れ
は
大
部
分
あ
な
た
方
の
中
に
あ
る
経
験

を
本
と
し
て
立
て
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
初
め
に
あ
な
た
方

が
ど
ー
見
て
お
い
で
に
な
る
か
を
聞
い
て
見
る
必
要
が
あ
り
ま
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す
。
あ
な
た
方
は
ど
ー
云
ふ
新
ら
し
い
方
針
を
お
立
て
に
な
り
ま

し
た
か
。
又
、
今
学
期
の
集
中
点
を
如
何
に
お
立
て
に
な
り
ま
し

た
か
。
初
め
に
三
年
生
に
其
の
答
へ
を
求
め
た
い
と
思
ふ
の
で
あ

り
ま
す
。

此
の
前
に
、
実
践
倫
理
で
と
る
問
題
を
あ
な
た
方
の
最
も
必
要

と
思
ふ
要
求
に
対
し
て
取
り
た
い
と
云
ふ
事
を
申
し
ま
し
た
。
夫

れ
に
就
い
て
未
だ
十
分
な
答
へ
を
聞
か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、

兎
も
角
も
今
日
は
、
実
践
倫
理
な
り
何
な
り
の
作
業
を
最
も
必
要

な
点
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

本
校
第
二
期
発
展
に
就
き
て
の
努
力

人
間
は
始
終
幾
ら
か
気
分
の
上
り
下
り
が
あ
り
ま
す
が
、
夫
れ

に
は
や
は
り
何
か
の
原
因
が
あ
る
の
で
あ
る
。
私
共
は
何
時
も
桜

楓
会
員
に
対
し
、
学
生
に
対
し
て
期
待
す
る
事
が
多
い
の
で
あ
り

ま
す
。
之
れ
迄
十
年
間
に
は
大
き
い
波
が
う
っ
て
、
自
分
の
信
仰

を
動
か
さ
る
ゝ
と
云
ふ
や
う
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
然
る
に
十
年

期
を
致
し
ま
し
て
後
、
過
去
三
年
の
間
は
第
二
の
発
展
の
準
備
を

致
し
ま
し
た
。
そ
ー
し
て
第
二
の
種
が
発
展
を
す
る
に
は
境
遇
が

必
要
で
あ
る
と
思
ひ
ま
し
て
、
境
遇
を
開
く
事
に
勉
め
、
世
界
の

大
勢
を
も
見
て
来
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
外
国
を
も
回
っ

て
参
り
、
幾
ら
か
境
遇
を
開
拓
す
る
事
に
勉
め
ま
し
た
。

然
る
に
十
分
外
の
境
遇
を
開
く
事
も
出
来
ず
、
内
の
自
発
力
を

展
ば
す
事
も
出
来
な
か
っ
た
か
の
様
な
感
じ
が
致
し
ま
し
た
。
夫

れ
を
今
日
は
、
ど
ー
云
ふ
風
に
解
決
を
つ
け
た
か
と
云
ふ
事
を
皆

さ
ん
に
申
し
て
見
度
い
と
思
ひ
ま
す
。

十
年
期
後
の
不
完
全
に
対
す
る
解
決

私
は
斯
う
解
決
を
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
れ
は
あ
な
た
方
が

秋
に
お
き
め
な
さ
っ
た
信
仰
と
一
致
し
た
と
考
へ
ま
す
。
私
が
桜

楓
会
員
に
対
す
る
信
仰
は
回
復
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
出

来
に
く
い
出
来
に
く
い
と
言
ふ
け
れ
ど
も
、
出
来
る
の
で
あ
る
。

又
、
能
力
か
ら
言
っ
て
も
遺
伝
か
ら
言
っ
て
も
力
あ
る
も
の
で
あ

る
。
故
に
、
信
仰
を
回
復
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

併
し
其
の
信
仰
は
あ
な
た
方
の
実
力
と
云
ふ
も
の
を
今
迄
見

誤
っ
て
居
っ
た
か
と
云
ふ
と
、
そ
ー
で
は
な
い
。
今
迄
心
配
し
て

居
っ
た
事
が
今
日
は
少
し
も
な
く
な
っ
た
か
と
云
ふ
と
、
そ
ー
で

は
な
い
。
け
れ
ど
も
之
れ
を
物
に
譬
へ
て
言
ふ
な
ら
ば
、
病
人
が

あ
っ
て
夫
れ
は
痼
疾
で
今
迄
ど
ー
も
は
か
ば
か
し
く
治
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
よ
く
診
察
が
出
来
て
夫
れ
を
治
す
方
法

を
見
出
だ
し
た
の
で
、
回
復
の
見
込
み
が
立
っ
た
と
云
ふ
訳
で
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
我
が
国
の
婦
人
が
決
し
て
外
国
婦
人
に
劣
っ
て

居
る
の
で
は
な
く
、
今
日
迄
の
生
活
の
道
が
少
し
間
違
っ
て
居
っ

た
と
云
ふ
や
う
な
事
か
ら
病
気
に
な
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
今
日
で
は
、
健
全
に
な
る
事
が
出
来
る
、
確
に
力
が
あ
る
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と
も
な
る
べ
き
要
求
を
満
た
す
前
に
、
必
要
条
件
が
あ
る
。
つ
ま

り
其
の
病
気
を
治
す
前
に
極
手
近
い
処
か
ら
着
手
し
て
行
か
ね

ば
、
道
が
塞
が
っ
て
進
ま
れ
な
い
と
云
ふ
事
が
あ
る
と
思
ふ
。

私
は
今
の
あ
な
た
方
の
態
度
と
元
気
と
は
大
に
満
足
を
し
て
居

る
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
此
の
間
か
ら
大
に
心
に
か
け
て
居
る
事

が
あ
り
ま
す
。
夫
れ
は
其
の
組
に
限
ら
な
い
で
あ
り
ま
せ
う
が
、

其
処
に
一
番
現
れ
た
と
思
ふ
か
ら
代
表
し
て
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

思
ふ
。
此
処
に
一
番
浪
費
の
大
原
因
が
あ
る
か
と
思
ふ
。

学
問
は
長
時
間
を
費
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず

此
の
頃
、
或
る
大
学
で
斯
う
云
ふ
研
究
を
し
た
の
で
あ
る
。
之

れ
迄
余
り
勉
強
を
し
過
ぎ
て
身
体
を
悪
く
し
た
り
疲
労
を
し
た
り

し
て
力
を
浪
費
す
る
と
思
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
体
格
の

一
番
悪
い
も
の
は
大
学
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
で
あ
り

ま
す
。
然
る
に
今
日
で
は
、O

verw
ork

は
生
活
の
仕
方
の
間
違
っ

て
居
る
為
で
あ
る
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。
正
し
き
生
活
を
し
て

居
る
学
生
が
十
五
分
間
に
十
分
仕
遂
げ
る
事
を
、
生
活
の
間
違
っ

て
居
る
学
生
は
二
時
間
か
ゝ
っ
て
未
だ
完
全
に
す
る
事
が
出
来
な

い
と
云
ふ
。

故
に
学
問
と
云
ふ
も
の
は
、
唯
だ
時
間
を
か
け
た
か
ら
と
云
っ

て
本
当
の
事
が
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
如
何
に
働
い
た
か
と

云
っ
て
も
、
其
の
力
を
浪
費
す
る
様
で
は
効
果
は
挙
げ
ら
れ
な
い

と
云
ふ
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
学
期
の
動
き

此
の
期
に
な
っ
て
、
お
客
さ
ん
な
り
我
々
自
身
の
見
た
処
で
何

か
動
い
て
居
る
も
の
が
あ
る
。
之
れ
は
表
面
の
も
の
で
は
な
い
。

今
迄
で
も
互
の
力
の
働
い
た
時
に
は
確
に
一
つ
の
働
き
が
出
来

て
、
其
の
あ
と
か
た
が
今
日
も
矢
張
り
残
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま

す
。
夫
れ
で
今
日
、
其
の
実
体
を
感
知
し
て
居
る
と
言
ふ
事
が
出

来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

過
去
の
不
満
足
は
力
の
浪
費
に
あ
り

確
に
あ
な
た
方
に
は
、
も
ー
一
層
力
を
出
す
事
、
も
ー
一
層
発

展
す
る
事
の
出
来
る
能
力
を
持
っ
て
お
い
で
に
な
る
と
思
ひ
ま

す
。
夫
れ
が
何
故
も
ー
一
つ
満
足
す
る
様
に
発
展
す
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
か
と
云
ふ
と
、
確
に
之
れ
迄
は
力
の
浪
費
又
は
圧
迫
が

あ
っ
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
其
の
浪
費
を
取
り
除
く
事
が
出
来
た

な
ら
ば
、
其
の
生
活
の
矛
盾
を
除
く
事
が
出
来
た
な
ら
ば
、
銘
々

の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
事
が
出
来
る
。
必
ず
此
処
に
見
る
べ

き
活
動
を
現
す
事
が
出
来
る
と
云
ふ
事
は
確
に
信
ぜ
ら
る
ゝ
の
で

あ
り
ま
す
。

夫
れ
で
私
が
今
集
中
点
を
申
す
前
に
、
あ
な
た
方
の
焦
眉
の
急

と
も
言
ふ
べ
き
要
求
と
も
言
ふ
べ
き
、
つ
ま
り
あ
な
た
方
の
根
底
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の
で
あ
り
ま
す
。此
処
に
原
因
が
あ
る
。決
し
て
あ
な
た
方
は
怠
っ

て
は
居
ら
な
い
。
非
常
に
勉
強
も
し
、
非
常
に
働
き
も
す
る
け
れ

ど
も
、
其
の
生
活
を
誤
っ
て
居
て
は
だ
め
で
あ
り
ま
す
。

浪
費
の
徴
候
の
現
れ
の
早
き
も
の

此
の
浪
費
を
計
る
標
準
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、　

一
番
最
初
の
見
易
い
も
の
は
効
力
の
減
ず
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

あ
な
た
方
の
毎
日
の
働
き
に
満
足
を
感
ず
る
な
ら
ば
浪
費
が
少
な

い
と
云
ふ
事
が
言
は
る
ゝ
が
、
満
足
が
出
来
な
い
な
ら
ば
浪
費
が

多
い
と
云
ふ
事
を
証
す
る
に
足
る
の
で
あ
り
ま
す
。

夫
れ
か
ら
私
は
斯
う
思
ふ
。
今
日
仰
っ
た
事
は
感
情
と
云
ふ
事

で
あ
り
ま
す
が
、
其
の
感
情
で
あ
っ
て
も
其
の
他
の
力
の
浪
費
が

起
っ
て
来
る
と
云
ふ
事
が
一
番
何
処
に
あ
る
か
。
又
、
私
共
の
生

活
の
上
で
一
番
浪
費
し
て
居
る
分
量
の
多
い
処
は
何
処
に
あ
る

か
。
又
、
其
の
浪
費
が
何
処
に
一
番
先
に
現
れ
て
来
る
か
と
云
ふ

と
、
先
づ
私
は
真
っ
先
に
身
体
の
中
に
現
れ
て
来
る
、
健
康
状
態

に
直
ぐ
徴
候
が
見
え
て
来
る
と
思
ふ
。
身
体
の
不
健
康
な
る
生
活

か
ら
起
る
処
の
浪
費
が
一
番
多
く
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
。
夫
れ

で
此
の
頃
私
が
他
の
点
に
つ
い
て
は
大
分
満
足
を
致
し
ま
す
が
、

心
に
か
ゝ
る
は
身
体
の
事
で
あ
る
。
此
の
中
で
ど
ー
も
弱
い
様
に

思
ふ
の
は
英
文
科
で
あ
り
ま
す
。
之
れ
は
人
数
が
少
な
い
か
ら
目

に
つ
く
の
で
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
又
少
な
い
か
ら
何
時
も
惜
し
む

の
で
あ
り
ま
す
。
之
れ
に
就
い
て
直
ぐ
即
断
を
下
し
て
、
他
の
組

よ
り
もO

verw
ork

で
は
な
い
か
、
余
り
勉
強
を
仕
過
ぎ
る
と
云

ふ
事
か
ら
来
る
の
で
は
な
い
か
と
云
ふ
考
へ
が
出
易
い
の
で
あ

る
。併

し
之
れ
は
、
果
し
て
そ
ー
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
之
れ
は
独
り

我
が
校
の
み
な
ら
ず
帝
國
大
学
、
高
等
学
校
、
其
の
他
総
て
我
が

国
の
学
生
の
問
題
で
あ
り
、
特
に
私
は
御
婦
人
の
為
に
心
配
す
る

の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
神
経
衰
弱
と
云
ふ
事
が
多
い
の
で
あ

る
。
今
日
ま
で
非
常
な
学
問
を
し
て
居
る
学
者
は
、
悉
く
神
経
を

疲
ら
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
仕
事
を
余
計
に
す
る
か
ら

神
経
を
痛
め
る
と
云
ふ
訳
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
働
き
さ
へ

す
れ
ば
必
ず
能
力
は
殖
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
生
活
の
仕
方

が
わ
る
い
か
ら
、
神
経
の
使
ひ
方
が
わ
る
い
か
ら
起
る
事
で
あ
る

と
私
は
判
断
を
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

学
生
の
発
展
、
国
民
の
発
展
は
健
康
の
増
進
に
あ
り

故
に
学
生
を
発
展
さ
せ
や
う
と
思
ふ
な
ら
ば
、
国
民
を
発
展
さ

せ
様
と
思
ふ
な
ら
ば
、
先
づ
其
の
健
康
を
増
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
そ
こ
で
先
づ
第
一
に
我
々
が
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
は
、
如

何
に
し
て
此
の
病
を
治
す
べ
き
か
、
如
何
に
し
て
此
の
病
を
除
く

べ
き
か
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
病
気
と
云
へ
ば
結
核
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
肺
や
内
臓
に
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が
、
其
の
二
酸
化
炭
素
や
雑
物
が
血
の
中
へ
交
っ
て
来
る
と
、
直

ぐ
様
疲
労
を
感
じ
或
は
病
気
を
起
す
の
で
、
之
れ
は
ダ
ク
タ
ー

ホ
ッ
ジ
其
の
他
の
人
々
に
よ
っ
て
証
明
せ
ら
れ
た
事
で
あ
り
ま

す
。
之
れ
に
食
塩
注
射
を
す
る
と
直
ぐ
元
気
を
回
復
す
る
と
云
ふ

事
も
あ
っ
て
、
疲
労
若
し
く
は
病
気
と
血
液
と
は
非
常
に
密
接
な

関
係
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

夫
れ
か
ら
食
品
の
消
化
が
よ
く
て
、
血
液
が
清
潔
に
な
っ
て
内

臓
が
よ
く
動
い
て
居
る
な
ら
ば
、
確
か
に
健
康
が
増
進
す
る
の
で

あ
る
。
之
れ
は
機
械
で
あ
っ
て
、
殆
ん
ど
我
々
が
意
識
を
用
い
ず

に
働
い
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

併
し
一
方
に
は
、
我
々
が
意
志
を
以
て
始
終
此
の
働
き
を
調
節

し
、
適
当
な
る
刺
激
を
与
へ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
れ
は
気
分

と
云
ふ
も
の
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
感
情
と
云
ふ
も
の
が
、
能
力

の
上
に
非
常
な
る
関
係
を
も
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
共
が

学
問
を
し
て
も
、
始
終
勇
気
を
以
て
勝
に
乗
じ
て
進
軍
す
る
時
の

様
な
有
様
で
勉
強
す
る
な
ら
ば
、
少
し
無
理
を
し
て
も
、
ど
ん
な

に
忙
し
く
て
も
決
し
て
疲
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
方
針

然
る
に
御
婦
人
の
生
活
と
云
ふ
も
の
は
、
感
情
と
云
ふ
も
の
が

始
終
支
配
を
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
今
年
は
斯
う
云
ふ

方
針
を
と
り
た
い
と
思
ふ
。
夫
れ
は
人
格
の
感
化
力
を
以
て
力
を

結
核
が
つ
く
と
云
ふ
と
、
之
れ
は
外
部
か
ら
つ
く
の
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
其
の
原
因
は
又
、
内
に
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
我
々
は

其
の
原
因
を
防
ぐ
事
も
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
病
気
の
一
番
の

原
因
は
疲
労
で
あ
り
ま
す
。
故
に
先
づ
初
め
に
此
の
疲
労
と
云
ふ

事
、
例
へ
ば
今
日
な
ど
は
暑
い
け
れ
ど
も
、
疲
労
し
な
け
れ
ば
身

体
が
だ
る
く
な
っ
た
り
眠
く
な
る
と
云
ふ
様
な
事
は
な
く
て
す
む

の
で
あ
る
。
疲
れ
た
頭
を
以
て
物
を
考
へ
て
も
、
本
を
読
ん
で
も

効
力
が
現
れ
て
来
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
私
共
は
ど
ー
し
て
も
、

疲
労
の
原
因
を
除
く
と
云
ふ
事
に
勉
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
か
ら

皆
が
銘
々
に
行
う
て
、
之
れ
が
学
校
衛
生
に
普
及
す
る
や
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
日
疲
労
は
何
処
か
ら
来
る
か
、
其
の
疲
労
は
如
何
に
し
て
防

ぐ
事
が
出
来
る
か
と
云
ふ
事
は
大
に
研
究
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

之
れ
を
詳
し
く
申
す
時
間
も
な
け
れ
ば
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

疲
労
の
原
因
は
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。　

今
ま
で
、
疲
労
と
は
細
胞
の
実
質
が
消
費
せ
ら
る
ゝ
事
で
あ
る
。

故
に
夫
れ
を
回
復
す
る
為
に
休
養
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ

て
居
り
ま
し
た
。
夫
れ
も
一
部
の
真
理
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
日

の
最
も
よ
く
実
験
し
た
考
へ
は
、
其
の
働
い
た
り
考
へ
た
り
し
て

使
は
れ
た
炭
酸
瓦
斯
、
又
食
品
が
消
化
し
な
い
で
余
っ
た
り
或
は

少
し
腐
敗
し
た
部
分
が
血
液
に
入
っ
た
時
に
、
之
れ
は
肝
臓
の
中

へ
入
っ
て
精
選
さ
れ
て
心
臓
の
方
へ
来
れ
ば
健
康
状
態
で
あ
る
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つ
け
る
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。
此
の
夏
休
み
に
読
み
ま
し
た
本

の
中
に
、
人
間
の
教
育
の
上
に
感
化
力
と
云
ふ
事
が
非
常
に
大
切

な
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

新
約
全
書
と
旧
約
全
書
の
違
い

宗
教
で
言
ふ
な
ら
ば
、
旧
約
全
書
の
教
へ
と
新
約
全
書
の
人
を

救
ふ
方
法
と
如
何
に
違
ふ
か
と
云
ふ
と
、
旧
約
全
書
に
は
憎
む
、

罰
、
罪
、
怒
り
、
嫉
み
と
云
ふ
様
な
字
が
沢
山
あ
る
。
故
に
旧
約

全
書
を
読
む
と
神
様
は
恐
ろ
し
い
も
の
と
云
ふ
様
な
感
じ
が
起
る

の
で
あ
る
。
然
る
に
新
約
全
書
に
は
愛
と
か
、
自
由
と
か
、
信
仰

と
か
、
希
望
と
か
、
熱
と
か
、
勇
気
と
か
云
ふ
文
字
が
一
番
沢
山

使
っ
て
あ
る
。
故
に
心
に
善
い
感
じ
を
与
へ
て
、
之
れ
に
由
っ
て

感
化
し
て
行
く
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。

其
の
次
に
文
学
で
は
、W

ordsw
orth

な
ど
が
挙
げ
て
あ
り
ま

し
た
教
育
に
し
て
も
、
唯
罰
と
か
先
生
の
威
厳
と
か
で
抑
へ
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
感
化
力
を
以
て
人
を
改
め
さ
せ
る
と
云
ふ
事
が

書
い
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

人
に
し
て
も
、温
い
熱
の
あ
る
親
切
な
る
人
格
で
あ
る
な
ら
ば
、

何
時
も
そ
ー
云
ふ
詞
が
多
く
出
る
の
で
、其
の
反
対
の
人
な
ら
ば
、

又
き
っ
と
反
対
の
詞
が
出
る
の
で
あ
り
ま
す
。

故
に
私
共
は
自
分
に
も
人
に
も
善
い
感
化
、
善
い
暗
示
を
与
へ

て
、
暗
示
に
よ
っ
て
教
育
し
て
行
く
と
云
ふ
事
に
重
き
を
置
く
と

云
ふ
事
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
之
れ
は
浪
費
と
云
ふ
事
に
つ
い
て

原
因
を
除
く
と
云
ふ
事
は
、
先
づ
第
一
に
致
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
共
は
浪
費
に
妨
げ
ら
れ
て
居
っ
て
、
其
の
為
に
ど
ー
し
て
も

満
足
な
る
生
活
が
出
来
な
か
っ
た
と
云
ふ
事
が
事
実
で
あ
り
ま
せ

う
。
故
に
私
共
は
、
先
づ
身
体
か
ら
精
神
生
活
の
教
訓
を
受
く
る

と
云
ふ
事
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
共
は
機
械
的
に
又
精
神
的

に
浪
費
の
原
因
を
除
い
て
、
人
格
の
温
い
感
化
に
由
っ
て
銘
々
の

力
が
十
分
に
発
展
す
る
様
な
生
活
を
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ま

す
。
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展
示
の
記
録
（
二
〇
一
九
年
度
）

●
成
瀬
記
念
館
（
目
白
）

日
本
女
子
大
学
の
授
業

前期
4.9（火）
～27（土）
後期
6.25（火）
～8.1（木）

日
本
女
子
大
学
で
は
一
九
〇
一（
明
治
三
四
）年

に
開
校
し
て
以
来
、さ
ま
ざ
ま
な
授
業
が
行
わ
れ

て
き
た
。
本
展
で
は
展
示
期
間
を
前
後
期
に
わ
け
、

前
期
は
理
学
部
と

家
政
学
部
、
後
期

は
国
文
学
部
と
英

文
学
部
の
史
料
を

紹
介
し
た
。

ま
ず
前
後
期
を

通
じ
て
、
壁
面
に

は
明
治
末
期
か
ら

理
科
教
育
の
教
材

と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
解
剖
図
を

展
示
し
た
。
解
剖

図
二
一
枚
の
う
ち
、ヒ
ト
デ
・
カ
メ
・
ド
バ
ト
の
三

枚
を
紹
介
し
た
。

こ
の
解
剖
図
は
、一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
か

ら
一
九
一
二
年
に
か
け
て
、教
育
学
部
で
教
鞭
を

執
っ
た
高
倉
卯
三
麿
教
授
の
動
物
実
験
の
授
業
で

使
用
さ
れ
た
様
子
が
写
真
に
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
前
期
の
展
示
で
は
、一
九
〇
六（
明

治
三
九
）年
に
教
育
学
部
第
二
部
の
備
品
と
し
て

購
入
さ
れ
た
ラ
イ
ツ
社
製（
ド
イ
ツ
）の
顕
微
鏡
、

師
範
家
政
学
部
の
学
生
が
授
業
で
制
作
し
た
綿
入

れ
、袷
、袴
等
の
和
裁
提
出
物
や
バ
ッ
グ
等
を
展

示
し
た
。
ま
た
後
期
の
展
示
で
は
、国
文
学
部
一

回
生
の
教
科
書
、英
文
学
部
の
卒
業
論
文
、英
文

学
部
が
上
演
し
て
い
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
紹
介
し
た
。

没
後
一
〇
〇
年
記
念

成
瀬
仁
蔵
書
簡
展

前期
9.20（金）
～10.20（日）
後期
11.5（火）
～12.20（金）

本
学
創
立
者	

成
瀬
仁
蔵
は
一
九
一
九（
大
正

八
）年
に
亡
く
な
っ
た
。
本
年
が
成
瀬
没
後
一
〇

〇
年
に
あ
た
る
の
を
記
念
し
、書
簡
展
を
開
催
し

た
。成

瀬
記
念
館
に
は
、成
瀬
の
発
信
・
受
信
書
簡

約
三
二
〇
〇
点
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、そ
の
う
ち

発
信
書
簡
は
約
三
六
〇
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書

簡
の
多
く
は
成
瀬
の
死
後
、関
係
者
や
卒
業
生
に

よ
り
本
学
に
寄
贈
さ
れ
、成
瀬
記
念
館
分
館（
旧

成
瀬
仁
蔵
住
宅
）や
図
書
館
等
で
整
理
・
保
管
さ
れ

た
。
そ
し
て
当
館
開
館
と
同
時
に
移
管
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

本
展
で
は
成
瀬
の
発
信
書
簡
を
中
心
に
展
示
し

た
。
展
示
期
間
を
前
期
と
後
期
に
わ
け
、前
期
は

成
瀬
の
志
を
継
ぎ
第

二
代
校
長
と
な
っ
た

麻
生
正
蔵
や
本
学
設

立
に
関
わ
っ
た
山
県

有
朋
、土
蔵
庄
三
郎
等

の
書
簡
を
、後
期
は
最

愛
の
妻
マ
ス
エ
や
卒

業
生
に
宛
て
た
書
簡

を
中
心
に
紹
介
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、前
期
途
中
か

ら
は
成
瀬
の
妻
マ
ス

エ
の
実
家
で
あ
る
服

部
家
に
関
わ
る
資
料

を
展
示
し
、成
瀬
と
服

部
家
と
の
関
わ
り
を

紹
介
し
た
。

解剖図　左：カメ　右：ドバト

1891年1月11日　成瀬マスエ宛成瀬仁蔵書簡
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卒
業
展

2020.
1.14（火）
～3.4（水）

卒
業
論
文
、卒
業
証
書
、卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど

の
資
料
か
ら
、女
子
大
学
の
歩
み
を
辿
る
展
示
。

戦
時
中
の
卒
業
論
文
は
食
料
危
機
に
関
す
る
も

の
が
散
見
さ
れ
、戦
後
は
戦
後
民
主
主
義
下
な
ら

で
は
の
テ
ー
マ
が
登
場
す
る
。
学
生
の
問
題
意
識

が
反
映
さ
れ
る
論
文
は
、成
瀬
の
教
育
理
念
が
時

代
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
だ
。
ま
た
、か
つ
て

卒
業
証
書
は
一
枚
一
枚
手
書
き
で
書
か
れ
、指
導

し
た
教
授
ら
が
自
筆
で
署
名
し
た
。

卒
業
は
今
以

上
に
貴
重
な
こ

と
だ
っ
た
。
第

一
回
生
の
卒
業

式
は
一
九
〇
四

年
四
月
に
行
わ

れ
、
西
園
寺
公

望
は
祝
辞
で

「
我
東
洋
に
於

い
て
正
式
に
高

等
な
る
学
科
を

修
め
て
得
た
る

女
子
を
出
し
た

第
一
日
」と
述

べ
て
い
る
。
総

勢
二
二
二
人
の

入
学
者
の
う
ち
、

卒
業
し
た
者
は

一
二
一
人
。
当

時
は
結
婚
な
ど

の
理
由
で
退
学

す
る
学
生
が
少

な
く
な
く
、「
醜
婦
保
護
所
」「
目
白
の
姥
捨
山
」と

い
っ
た
中
傷
も
あ
っ
た
。
卒
業
生
総
代
は
、「
あ
は

れ
吾
等
が
行
く
と
こ
ろ
、姉
と
も
た
の
む
先
輩
あ

り
て
、荊
を
刈
り
道
を
ひ
ら
き
て
待
ち
迎
ふ
る
に

あ
ら
ず
、お
も
へ
ば
か
な
し
く
こ
ヽ
ろ
細
き
初
旅

な
り
や
」と
謝
辞
を
残
し
て
い
る
。

●
西
生
田
記
念
室

シ
リ
ー
ズ
〝
天
職
に
生
き
る
〟

 
 

―
日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
の	

	
	

 
 

あ
ゆ
み
展

4.9（火）
～5.17（金）

成
瀬
は
著
書『
女
子
教
育
』に
お
い
て
、家
庭
で

大
き
な
役
割
を
担
う
女
子
が「
家
政
学
を
研
究
し

家
政
に
必
要
な
る
智
識
と
経
験
と
を
積
」む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

そ
の
成
瀬
か
ら
家
政
学
の
未
来
を
託
さ
れ
た
の

が
、一
九
〇
一（
明
治
三
四
）年
に
本
校
家
政
学
部

一
回
生
と
し
て
入
学
し
た
井
上	

秀
で
あ
っ
た
。

井
上
は
成
瀬
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
ア
メ
リ
カ
で

家
政
学
や
栄
養
学
等
を
学
び
、帰
国
後
は
本
校
教

授
と
し
て
家
政
学
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
そ
の
努

力
が
実
を
結
び
、一
九
四
八
年（
昭
和
二
三
）年
三

月
、本
学
は
念
願
の
大
学
昇
格
を
果
た
す
の
で
あ

る
。本

展
で
は『
女
子
教
育
』や
成
瀬
が
井
上
に
宛

て
た
書
簡
、

女
子
大
学
設

立
に
努
め
た

ル
ル
・
ホ
ー

ム
ズ
の
写
真

等
を
展
示
し

た
。
ま
た
一

九
四
九
年
に

発
足
し
た
日

本
家
政
学
会

関
係
資
料
も

紹
介
し
た
。

国文学部	第1回生	卒業証書（1904年4月9日）

「学生ハンドブック」と「校旗」（1932年）
第29回生	卒業アルバムより

中央にルル・ホームズ　1963年10月22日撮影
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◇
軽
井
沢
夏
季
寮
の
生
活

 

―
先
輩
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト

5.28（火）
～8.1（木）

一
九
〇
六
年
に
開
寮
し
た「
三
泉
寮
」の
シ
リ
ー

ズ
展
示
。
学
生
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
・
手
記
・
手
紙
な

ど
で
夏
季
寮
生
活
の
変
遷
を
辿
っ
た
。
成
瀬
は
集

う
目
的
を「
精
神
的
空
気
を
作
る
」た
め
と
し
た
。

戦
前
は
二
〜
三
週
間
の
長
期
修
養
会
が
行
わ
れ
、

潜
心
会
・
瞑
想
会
・
誓
言
会
・
結
論
会
・
個
人
面
接
な

ど
が
設
け
ら
れ
た
。
二
五
回
生
の
宣
誓
署
名
帳
に

は
、「
愛
」や「
祈
」と
い
う
言
葉
が
多
く
み
ら
れ
、

「
決
議
文
」に
は「
自
他
内
在
の
神
性
に
目
醒
め
神

愛
を
体
し
融
合
の
心
境

を
味
わ
い
」と
あ
る
。
ま

た
、手
記
か
ら
は
軽
井

沢
を「
霊
地
」
や「
聖

地
」と
呼
ん
で
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

一
方
、戦
後
は
教
養

特
別
講
義
と
し
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま

れ
、日
程
も
縮
小
さ
れ

た
。
課
題
図
書
が
設
定

さ
れ
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、自
身

や
社
会
と
向
き
合
う
場
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
。

日
本
女
子
大
学
図
書
館
―	

“
V
ER
ITA
S	V
IA
	V
ITA
E”

は
永
遠
に
9.27（金）
～12.20（金）

本
校
の
本
格
的

な
図
書
館
の
始
ま

り
は
、
一
九
〇
六

年（
明
治
三
九
）に

森
村
豊
明
会
の
援

助
に
よ
り
建
設
さ

れ
た
総
煉
瓦
造
り

の
豊
明
図
書
館
で

あ
っ
た
。
し
か
し

関
東
大
震
災
に
よ

り
豊
明
図
書
館
は

甚
大
な
被
害
を
蒙
り
、以
後
本
校
の
図
書
館
機
能

は
校
内
を
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
図
書
館
建
設
の
声
を
あ
げ
た
の
は
、

第
六
代
学
長
上
代
タ
ノ
で
あ
っ
た
。
成
瀬
の
教
え

を
受
け
た
上
代
は
早
く
か
ら
図
書
館
の
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、図
書
館
建
設
に
尽
力
し
た
。
一

九
六
四（
昭
和
三
九
）年
に
完
成
し
た
図
書
館
は
五

五
年
に
わ
た
り
多
く
の
学
生
に
愛
さ
れ
た
が
、二

〇
一
九（
平
成
三
〇
）年
三
月
に
そ
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
た
。

本
展
で
は
、図
書
館
建
設
に
あ
た
り
上
代
が
助

言
を
仰
い
だ
ミ
ス
タ
ー
・
メ
ト
カ
フ
、当
時
英
文

学
科
教
授
で
上
代
の
友
人
で
も
あ
っ
た
ロ
ザ
モ
ン

ド
・
ク
ラ
ー
ク
と
の
書
簡
、建
設
資
金
を
寄
附
し

た
野
村
胡
堂
の
妻
で
上
代
の
親
友
で
も
あ
る
野
村

は
な
の
書
簡
等
を
紹
介
し
た
。

日
本
女
子
大
学
の
お
ひ
な
さ
ま

2020.
1.21（火）
～3.3（火）

恒
例
の「
お
ひ
な
さ
ま
」展
で
は
、か
つ
て
本
学

の
学
寮
や
卒
業
生
宅
等
で
飾
ら
れ
た
、明
治
、大
正
、

昭
和
の
雛
人
形
を
展
示
し
た
。

今
年
度
は
、二
〇
一
九
年
三
月
末
に
閉
寮
し
た

楓
寮
か
ら

寄
贈
さ
れ

た
お
ひ
な

さ
ま
を
紹

介
し
た
。

おひなさま展ポスター

宣誓署名帳「誓言」1924年　右：「決議文」1927年

上代タノ宛野村胡堂書簡　1963年1月17日

修
め
て
得
た
る

女
子
を
出
し
た

第
一
日
」と
述

べ
て
い
る
。
総

勢
二
二
二
人
の

入
学
者
の
う
ち
、

卒
業
し
た
者
は

一
二
一
人
。
当

時
は
結
婚
な
ど

の
理
由
で
退
学

す
る
学
生
が
少

な
く
な
く
、「
醜
婦
保
護
所
」「
目
白
の
姥
捨
山
」と

い
っ
た
中
傷
も
あ
っ
た
。
卒
業
生
総
代
は
、「
あ
は

れ
吾
等
が
行
く
と
こ
ろ
、姉
と
も
た
の
む
先
輩
あ

り
て
、荊
を
刈
り
道
を
ひ
ら
き
て
待
ち
迎
ふ
る
に

あ
ら
ず
、お
も
へ
ば
か
な
し
く
こ
ヽ
ろ
細
き
初
旅

な
り
や
」と
謝
辞
を
残
し
て
い
る
。

●
西
生
田
記
念
室

シ
リ
ー
ズ
〝
天
職
に
生
き
る
〟

 
 

―
日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
の	

	
	

 
 

あ
ゆ
み
展

4.9（火）
～5.17（金）

成
瀬
は
著
書『
女
子
教
育
』に
お
い
て
、家
庭
で
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二
〇
一
九
年
度
活
動
の
記
録

４
・
１　
「
新
任
教
員
の
集
い
」
参
加
者
見
学
、

主
事
説
明

４
・
２　

西
生
田
記
念
室
、
大
学
入
学
式
に
つ
き

開
室
、
見
学
者
60
名

４
・
６
（
土
）
大
塚
警
察
署
に
て
銃
砲
一
斉
検
査

４
・
９　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
目
白
・
西
生
田
）

４
・
17　

福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
、
山
川
登
美

子
の
資
料
返
却

４
・
18　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
72
名
、
教
員
６
名
見
学
、
説
明

４
・
19　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
73
名
、
教
員
４
名
見
学
、
説
明
。

建
築
史
学
会
13
名
、
分
館
見
学

４
・
20　

西
生
田
記
念
室
、
創
立
記
念
式
典
に
つ

き
開
室
、
見
学
者
30
名

４
・
26　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
25
名
、
教
員
２
名
見
学
、
説
明

４
・
27　

前
期
展
示
終
了
（
目
白
）

５
・
８	

桜
楓
会
成
瀬
仁
蔵
研
究
会
に
て
報
告

（
大
橋
）

５
・
９　

授
業
（
薬
袋
先
生
）
で
記
念
館
、
分
館

10
名
見
学

５
・
10　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
４
名
、
教
員
１
名
見
学
、
説
明

５
・
11　

泉
会
定
時
総
会
、
85
名
見
学

５
・
16　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
29
名
見
学

５
・
17　

展
示
終
了
（
西
生
田
）

５
・
18
（
土
）
服
飾
文
化
学
会
総
会
、
15
名
見
学

（
分
館
も
）。
桜
楓
会
品
川
支
部
、
９
名
分
館
見

学
５
・
20　

 Preservation Technologies Japan

脱

酸
の
た
め
資
料
点
検
及
び
搬
出
作
業
（
９
／
17

納
品
）

５
・
24　

附
属
中
学
校
１
年
生
墓
参
２
４
６
名
、

教
員
12
名
見
学
（
分
館
も
）。

５
・
27	

燻
蒸
の
た
め
資
料
搬
出（
５
／
31
搬
入
）

５
・
28　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
西
生
田
）

５
・
30　

授
業
（
伊
藤
先
生
）
で
分
館
22
名
見
学
。

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
総
会
に

参
加
（
岸
本
・
杉
崎　

於
東
京
経
済
大
学
）

６
・
７　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
２
校
）
41
名
、
教
員
６
名
見
学
、
説
明

６
・
８　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
４
名
、
教
員
１
名
自
由
見
学

６
・
９
（
日
）「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
た

め
特
別
開
館
、
見
学
者
１
４
４
名
、
分
館
２
０

０
名
見
学

６
・
12　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
５
名
見
学
、
説
明

６
・
15
（
土
）
西
生
田
記
念
室
、附
属
中
学
校
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
た
め
特
別
開
室
、
見
学
者
５

名
６
・
17　

成
瀬
記
念
館
運
営
委
員
会
（
本
年
度
第

１
回
）

６
・
18　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
講
座
担
当（
岸

本
）

６
・
20　
『
成
瀬
仁
蔵
関
係
書
簡
集
１
』（
１
０
０

０
部
）
納
品

６
・
21　

職
員
基
本
研
修
（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

研
修
）（
岸
本
）

６
・
22	

創
立
者
成
瀬
仁
蔵
生
誕
記
念
日
、
図
書

館
・
青
蘭
館
落
成
式
の
た
め
延
長
開
館
７
名
見

学
６
・
24	

２
０
１
９
年
度
全
体
研
修（
基
本
研
修
）

（
岸
本
・
杉
崎
）

６
・
25　

展
示
後
期
オ
ー
プ
ン
（
目
白
）

６
・
27　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
６
名
、
教
員
１
名
見
学
、
説
明

６
・
28　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
10
名
、
教
員
１
名
見
学
、
説
明
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６
・
29　

書
庫
の
キ
ャ
ビ
ネ
の
上
段
に
資
料
整
理

用
の
棚
を
設
置

７
・
４　

第
１
１
１
回
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会

東
日
本
部
会
研
究
会
に
参
加
（
杉
崎　

於
平
和

記
念
展
示
資
料
館
）

７
・
５　

東
京
光
音
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
資
料

引
き
取
り
（
８
／
20
納
品
）

７
・
８　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
23
名
、
教
員
３
名
見
学
、
説
明

７
・
10　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
11
名
見
学
、
説
明

７
・
11　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
82
名
、
教
員
６
名
見
学
、
説
明

７
・
12　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
39
名
、
教
員
１
名
見
学
、
説
明
。

私
大
連
金
曜
会
７
月
例
会
、
57
名
見
学
、
説
明

（
分
館
も
）

７
・
16
『
成
瀬
記
念
館
２
０
１
９　

№
34
』（
２

０
０
０
部
）
納
品

７
・
17　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
23
名
、
教
員
２
名
見
学
、
説
明
。

文
京
区
立
森
鴎
外
記
念
館
よ
り
資
料
返
却
（
３

／
28
貸
出
）

７
・
18　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
７
名
、
教
員
１
名
見
学
、
説
明
。

本
日
午
後
３
時
過
ぎ
か
ら
停
電
の
た
め
閉
館
。

７
・
29　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
23
名
、
教
員
２
名
見
学
、
説
明
。

新
作
分
館
絵
葉
書
（
４
０
０
０
枚
）、
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
（
１
０
０
０
枚
）
納
品

７
・
31　

通
信
教
育
課
程
の
学
生
１
名
、
通
信
教

育
課
の
職
員
１
名
付
添
い
で
見
学
（
分
館
も
）

８
・
２　

本
年
度
当
館
受
入
れ
予
定
の
博
物
館
実

習
生
６
名
に
事
前
指
導

８
・
３
（
日
）「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
た

め
特
別
開
館
、
見
学
者
２
０
６
名
、
分
館
83
名

見
学
。
実
習
日
数
不
足
の
博
物
館
実
習
生
４
名
、

１
日
の
み
受
入
れ

８
・
４
（
日
）「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
た

め
特
別
開
館
、
見
学
者
１
７
７
名
、
分
館
81
名

見
学
。
実
習
日
数
不
足
の
博
物
館
実
習
生
３
名
、

１
日
の
み
受
入
れ

８
・
21　

優
良
防
火
対
象
物
認
定
の
た
め
の
自
衛

消
防
隊
訓
練

８
・
27
〜
９
・
３　

博
物
館
実
習
（
日
本
文
学
科

１
名
、
史
学
科
１
名
、
現
代
社
会
学
科
１
名
、

心
理
学
科
１
名
、
文
化
学
科
１
名
）

８
・
30　

神
奈
川
大
学
資
料
室
６
名
見
学
、
説
明

（
分
館
も
）

９
・
７
（
土
）
附
属
豊
明
幼
稚
園
入
園
志
願
者
説

明
会
・
附
属
中
高
説
明
会
に
つ
き
特
別
開
館
、

見
学
者
２
５
５
名

９
・
15
（
日
）「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
た

め
特
別
開
館
、
見
学
者
２
３
１
名
、
分
館
１
３

９
名
見
学

９
・
17　

聖
学
院
大
学
職
員
７
名
、
分
館
見
学
、

説
明
。「
写
真
で
見
る 

成
瀬
仁
蔵
そ
の
生
涯
」

納
品
（
５
０
０
０
部
）

９
・
18　

附
属
中
学
校
３
年
生
有
志
60
名
、
教
員

４
名
、
分
館
見
学

９
・
20　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
目
白
）

９
・
28	

東
京
建
築
士
会
日
本
女
子
大
学
図
書

館
・
青
蘭
館
（
学
生
滞
在
ス
ペ
ー
ス
）
見
学
会

に
て
分
館
公
開

10
・
３　

附
属
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
総
務
部
）「
目

白
キ
ャ
ン
パ
ス
め
ぐ
り
」
の
下
見
の
た
め
18
名

見
学
、
説
明
（
分
館
も
）

10
・
５
（
土
）〜 

６（
日
）
西
生
田
記
念
室
、
十
月

祭
に
つ
き
特
別
開
室
、
見
学
者
合
計
43
名

10
・
９　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
２
校
）
36
名
、
教
員
３
名
見
学
、
説
明

10
・
16
〜
18　

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
２
０
１

９
年
度
総
会
な
ら
び
に
全
国
研
究
会
に
参
加

（
岸
本
・
杉
崎
、
於
立
教
学
院
）。
同
全
国
研
究

会
に
て
報
告
（
岸
本
）
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10
・
16　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
39
名
、
教
員
１
名
見
学
、
説
明

10
・
17　

附
属
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
目
白
キ
ャ
ン
パ

ス
め
ぐ
り
」
１
０
０
名
見
学
（
分
館
も
）

10
・
18　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
36
名
、
教
員
１
名
見
学
、
説
明
。

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
全
国
研
究
会
見
学
会

に
て
52
名
見
学
（
分
館
・
講
堂
も
）

10
・
19
（
土
）
〜
20
（
日
）
目
白
祭
に
つ
き
平
常

通
り
開
館
、
見
学
者
合
計
５
７
０
名
、
分
館
３

６
７
名
。
西
生
田
記
念
室
、
日
女
祭
に
つ
き
平

常
通
り
開
室
、
見
学
者
合
計
42
名

10
・
20　

展
示
（
前
期
）
終
了
（
目
白
）

10
・
24　

大
学
基
準
協
会
８
名
見
学
、
説
明

10
・
26
（
土
）
〜
27
（
日
）
西
生
田
記
念
室
、
も

み
じ
祭
に
つ
き
特
別
開
室
、
見
学
者
合
計
22
名

10
・
30　

家
政
学
部
住
居
学
科
の
授
業
「
基
礎
製

図
Ⅱ
」（
是
澤
先
生
）
の
履
修
生
96
名
、
教
員

６
名
見
学

11
・
１	

筑
波
大
学
教
員
に
よ
る
石
橋
和
訓
作

「
渋
沢
栄
一
像
」（
法
人
会
議
室
）
調
査
立
合

11
・
５　

展
示
（
後
期
）
オ
ー
プ
ン

11
・
７　

防
災
訓
練
。
２
０
１
９
年
度
職
員
研
修

（D
ocuW

orks9

基
本
講
習
会
）
参
加
（
岸
本
・

杉
崎
）。
男
性
用
ト
イ
レ
修
理
完
了

11
・
８　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
２
校
）
34
名
、
教
員
３
名
見
学
、
説
明

11
・
９　

新
制
29
回
生
・
通
信
27
回
生
「
卒
業
40

周
年
を
祝
う
会
」
に
て
講
演
（
是
恒
）

11
・
11　

本
学
へ
の
爆
破
予
告
の
た
め
午
後
３
時

以
降
キ
ャ
ン
パ
ス
内
立
ち
入
り
禁
止

11
・
13　

文
京
ミ
ュ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
の
た
め
打
合

せ
（
岸
本
、
於
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

11
・
19　

旧
図
書
館
の
「
定
礎
」
移
管
さ
れ
る
。

中
嶌
邦
名
誉
教
授
よ
り
成
瀬
仁
蔵
お
よ
び
本
学

学
園
史
関
係
の
蔵
書
の
寄
贈
を
受
け
る

11
・
21　
「
成
瀬
記
念
館
利
用
案
内
」
納
品
（
２

０
０
０
部
）

11
・
26　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
２
校
）
31
名
、
教
員
２
名
見
学
、
説
明

11
・
27　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
２
校
）
12
名
、
教
員
1
名
見
学
、
説
明
。

東
京
修
復
保
存
セ
ン
タ
ー
、
修
復
の
た
め
資
料

搬
出
（
１
／
30
返
却
）。
国
立
女
性
教
育
会
館

「
ア
ー
カ
イ
ブ
保
存
修
復
研
修
」
に
て
報
告
（
岸

本
）。
同
館
研
修
に
３
日
間
参
加
（
是
恒
）

11
・
29　

人
事
課
よ
り
依
頼
の
日
本
体
育
大
学
令

和
元
年
度
Ｓ
Ｄ
研
修
「
大
学
訪
問
研
修
」
の
11

名
見
学
、
説
明
（
分
館
も
）

12
・
３　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
16
名
、
教
員
１
名
見
学
、
説
明

12
・
６　

西
生
田
成
瀬
講
堂
運
用
委
員
会
に
出
席

（
岸
本
）

12
・
７
（
土
）「
入
試
相
談
会
」
の
た
め
延
長
開
館
、

見
学
者
58
名

12
・
13　

入
学
課
か
ら
依
頼
の
大
学
見
学
の
高
校

生
（
１
校
）
21
名
見
学
、
説
明

12
・
19	

文
京
ミ
ュ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

（
於　

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）
に
参
加

12
・
20　

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
か
ら
依
頼
の
同
志
社

女
子
大
学
の
教
員
３
名
見
学
、
説
明
。
展
示
終

了
（
目
白
・
西
生
田
）

１
・
８	

「
墓
参
の
し
お
り
」納
品（
３
０
０
０
部
）

１
・
10　
『
実
践
倫
理
講
話
筆
記　

大
正
二
年
度

ノ
部
』
納
品
（
１
０
０
部
）

１
・
14　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
目
白
）

１
・
21　

展
示
オ
ー
プ
ン
（
西
生
田
）

１
・
25
（
土
）　

西
生
田
記
念
室
、
附
属
豊
明
小

学
校
音
楽
会
（
於
西
生
田
成
瀬
講
堂
）
に
つ
き

特
別
開
室
、
見
学
者
34
名

１
・
28　

小
石
川
消
防
署
、
分
館
査
察

２
・
１
〜
３　

入
試
期
間
中
11
時
よ
り
14
時
の
間
、

受
験
生
付
添
者
見
学
に
つ
き
特
別
開
館
、
見
学

者
合
計
54
名

２
・
13　

展
示
の
た
め
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
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に
資
料
貸
出
し
（
返
却
は
来
年
度
）

２
・
15　

西
生
田
記
念
室
、
附
属
中
学
校
新
入
生

保
護
者
会
の
た
め
特
別
開
室
、
見
学
者
17
名

２
・
17　

成
瀬
記
念
館
運
営
委
員
会
（
本
年
度
第

２
回
）

２
・
18　

防
災
管
理
定
期
点
検
。
エ
レ
コ
ン
点
検

２
・
19　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
設
置

２
・
27　

附
属
豊
明
小
学
校
６
年
生
36
名
、「
卒

業
展
」
見
学
。
28
日
見
学
予
定
の
２
ク
ラ
ス
と

３
月
11
日
見
学
予
定
の
5
年
生
３
ク
ラ
ス
は
中

止
３
・
３　

展
示
終
了
（
西
生
田
）。
妹
島
和
世
事

務
所
に
展
示
挨
拶
・
打
合
せ
（
主
事
・
岸
本
）

３
・
４　

展
示
終
了
（
目
白
）。
創
立
者
命
日
に

つ
き
特
別
開
館
、
見
学
者
１
名

３
・
６	

『
日
本
女
子
大
学
史
資
料
集
第
五	

─㈧
日

本
女
子
大
学
校
規
則
〔
昭
和
六
年
一
一
月
─昭

和
九
年
〕』
納
品
（
１
５
０
部
）

３
・
12	

１
２
０
周
年
記
念
出
版
第
一
回
打
合
せ

３
・
13	

会
議
室
に
ア
ル
バ
ム
整
理
用
書
架
設
置

３
・
19　

消
防
設
備
点
検

二
〇
一
九
年
度
の
成
瀬
記
念
館
運
営
委
員

 

大
場
昌
子
館
長
（
学
長
）、
丸
山
千
寿
子
家
政

学
部
長
、
高
野
晴
代
文
学
部
長
／
成
瀬
記
念
館

担
当
理
事
、
小
山
聡
子
人
間
社
会
学
部
長
／
附

属
中
・
高
担
当
理
事
、
奥
村
幸
子
理
学
部
長
、

定
行
ま
り
子
家
政
学
部
通
信
教
育
課
程
長
、
土

屋
智
子
教
養
特
別
講
義
１
委
員
会
委
員
長
、
藤

井
雅
子
教
養
特
別
講
義
２
委
員
会
委
員
長
、
臼

杵
陽
図
書
館
長
、
多
屋
淑
子
総
合
研
究
所
所
長
、

大
沢
真
知
子
現
代
女
性
キ
ャ
リ
ア
研
究
所
所
長
、

坂
本
清
恵
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
、
蟻
川
芳

子
（
一
社
）
日
本
女
子
大
学
教
育
文
化
振
興
桜

楓
会
理
事
長
、
古
川
元
也
成
瀬
記
念
館
主
事

二
〇
一
九
年
度
成
瀬
記
念
館
構
成
メ
ン
バ
ー

 
館
長
・
大
場
昌
子
、
主
事
・
古
川
元
也
、
館
員
・

岸
本
美
香
子
（
主
任
）、
杉
崎
友
美
、
非
常
勤
・

大
門
泰
子
、
大
橋
有
希
子
、
加
藤
き
よ
み
、
小

林
芳
子
、
是
恒
香
琳
、
宮
内
量
子
、
山
本
文
子

　
　
博
物
館
実
習

　
　

２
０
１
９
年
度
の
博
物
館
実
習
（
第
30
回
）

は
、
８
月
27
日
（
火
）
か
ら
９
月
３
日
（
火
）

ま
で
の
６
日
間
の
日
程
で
行
っ
た
。
実
習
生
は

日
本
文
学
科
１
名
、
史
学
科
１
名
、
現
代
社
会

学
科
１
名
、
心
理
学
科
１
名
、
文
化
学
科
２
名
。

　
　

雑
司
ヶ
谷
霊
園
と
雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館
、

成
瀬
記
念
講
堂
と
成
瀬
記
念
館
分
館
を
見
学
。

併
せ
て
、
成
瀬
記
念
館
の
収
蔵
資
料
や
活
動
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
　

企
画
展
「
没
後
１
０
０
年
記
念　

成
瀬
仁
蔵

書
簡
展
」
の
準
備
に
参
加
し
、
成
瀬
仁
蔵
と
妻

マ
ス
エ
、
麻
生
正
蔵
、
玉
木
直
、
仁
科
節
、
前

神
醇
一
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
一
人
一
枚
作
成

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
西
生
田
記
念
室
で
は
西
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
企

画
展
「
日
本
女
子
大
学
図
書
館
─“V

E
R

ITA
S 

V
IA

 V
ITA

E
”

は
永
遠
に
」
展
の
展
示
作
業
を

体
験
し
た
。

　
　

ま
た
、
こ
の
６
名
と
は
別
に
他
機
関
で
博
物

館
実
習
を
行
っ
た
学
生
の
う
ち
、
実
習
期
間
が

一
日
不
足
し
て
い
る
学
生
７
名
を
受
け
入
れ
た
。

８
月
３
・
４
日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
成

瀬
記
念
館
と
成
瀬
記
念
館
分
館
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
分
館
の
受
付
業
務
を
担
当
し
た
。
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業
務
統
計

開
館
日
数　

目
白　
　
　

１
５
５
日

　
　
　
　
　

西
生
田　
　

１
４
２
日

　
　
　
　
　

分
館　
　
　
　
　

32
日

入
館
者
数　

目
白　
　

５
７
３
２
人

　
　
　
　
　

西
生
田　

１
４
５
７
人

　
　
　
　
　

分
館　
　

１
７
９
９
人

学
園
史
関
係
質
問
受
付
お
よ
び
資
料
提
供　

	

206
件

出
版
・
映
像
の
た
め
の
資
料
提
供

（
広
報
課
扱
い
含
む
）	
　

11
件

　
　
そ
の
他

○
『
成
瀬
記
念
館
２
０
１
９　

№
34
』
の
発
行　

２
千
部

○
『
写
真
で
見
る 

成
瀬
仁
蔵
そ
の
生
涯
』
の
増

刷　

５
千
部

○
『
成
瀬
仁
蔵
関
係
書
簡
集
１
』
刊
行　

１
千
部

○
成
瀬
記
念
館
利
用
案
内
の
増
刷　

２
千
部

○
『
実
践
倫
理
講
話
筆
記　

大
正
二
年
度
ノ
部
』

の
発
行　

１
０
０
部

○
『
日
本
女
子
大
学
史
資
料
集　

第
五
─㈧　

日

本
女
子
大
学
校
規
則
〔
昭
和
六
年
一
一
月
─	

昭
和
九
年
〕』
の
発
行　

１
５
０
部

○
研
修
等
参
加
（
研
究
会
…
全
国
大
学
史
資
料
協

議
会
東
日
本
部
会
２
０
１
９
年
度
総
会
、
全
国

大
学
史
資
料
協
議
会
２
０
１
９
年
度
総
会
な
ら

び
に
全
国
研
究
会
に
参
加　

そ
の
他
…
文
京

ミ
ュ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
、
展
示
見
学
な
ど
）

○
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・
媒
体
変
換

　
　
二
〇
一
九
年
度
展
示
一
覧

〔
成
瀬
記
念
館
〕

４
・
９
〜
27　
６
・
25
〜
８
・
１　

８
／
８
・
15
・
22

　

日
本
女
子
大
学
の
授
業 

展

９
・
20
〜
10
・
20　

11
・
５
〜
12
・
20

　

没
後
１
０
０
年
記
念　

成
瀬
仁
蔵
書
簡
展

１
・
14
〜
３
・
４

　

卒
業
展

〔
西
生
田
記
念
室
〕

４
・
９
〜
５
・
17

　

シ
リ
ー
ズ
「
天
職
に
生
き
る
」

　
　
　

―
日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
の
あ
ゆ
み

５
・
28
〜
８
・
１

　

軽
井
沢
夏
季
寮
の
生
活

　
　
　

―
先
輩
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト

９
・
27
〜
12
・
20

　

日
本
女
子
大
学
図
書
館

　

―“
V

E
R

ITA
S V

IA
 V

ITA
E

”

は
永
遠
に

１
・
21
〜
３
・
３

　

日
本
女
子
大
学
の
お
ひ
な
さ
ま
展
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二
〇
二
〇
年
八
月
六
日

編
集
・
発
行

	

日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館

〒
１
１
２
│
８
６
８
１

　

東
京
都
文
京
区
目
白
台
二
│
八
│
一

　

電　

話
（
〇
三
）
五
九
八
一
│
三
三
七
六

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
五
九
八
一
│
三
三
七
八

印
刷 

 

開
成
出
版
株
式
会
社

〒
１
０
１
│
０
０
５
２

　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町

	

三
│
二
六
│
一
四

■
成
瀬
記
念
館
よ
り

本
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
、
企
画
展
示
「
卒
業

展
」
に
は
、
多
く
の
卒
業
論
文
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
は
、
一
九
〇
四
年
四
月
九
日
に
第
一
回

生
の
卒
業
式
を
行
い
ま
し
た
が
、
展
示
で
は
こ
の

時
の
卒
業
証
書
を
は
じ
め
、
ゆ
か
り
の
作
品
が
陳

列
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
毛
筆
や
万
年
筆
で

丁
寧
に
、
し
か
も
び
っ
し
り
と
記
さ
れ
た
、
分
厚

い
卒
業
論
文
は
圧
巻
で
し
た
。
見
る
者
に
、
学
び

の
集
大
成
と
し
て
、
学
生
が
卒
業
論
文
に
か
け
た

情
熱
や
時
間
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

本
号
に
は
、
展
示
準
備
か
ら
生
ま
れ
た
大
門
泰

子
さ
ん
の
論
文
「
日
本
女
子
大
学
校
の
卒
業
論
文

―
学
び
の
集
大
成
か
ら
み
る
学
園
史
」
も
所
収
さ

れ
て
い
ま
す
。
記
念
館
に
蓄
積
さ
れ
る
本
学
の
資

料
を
、
丹
念
に
整
理
、
配
架
、
調
査
、
研
究
し
、

そ
れ
が
本
学
の
歴
史
を
深
く
知
る
た
め
の
展
示
へ

と
つ
な
が
り
、
論
文
へ
と
結
実
し
ま
し
た
。
期
を

同
じ
く
し
て
、
家
政
学
部
住
居
学
科
定
行
ま
り
子

先
生
も
卒
業
論
文
に
着
目
さ
れ
、
当
時
の
教
育
の

在
り
方
を
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
館
蔵
資
料
が
こ

の
よ
う
な
形
で
ま
す
ま
す
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

	

（
古
川
元
也
）

成
瀬
の
没
後
一
〇
〇
年
と
創
立
一
二
〇
年
と
い

う
節
目
に
挟
ま
れ
た
二
〇
二
〇
年
、
成
瀬
記
念
館

は
滞
っ
て
い
た
資
料
整
理
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
を
進
め
る
良
い
機
会
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
卒
業
式
や
入
学
式
の
中

止
、
授
業
開
始
の
延
期
な
ど
あ
ら
ゆ
る
計
画
を
白

紙
に
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
臨
時
休
館
を
利
用
し

て
古
写
真
の
整
理
を
始
め
た
い
。（
岸
本
）

成
瀬
が
妻
マ
ス
エ
に
送
っ
た
書
簡
を
初
め
て
見

た
と
き
、
そ
の
内
容
と
体
裁
に
大
変
な
衝
撃
を
受

け
た
。
そ
れ
以
後
、
い
つ
か
マ
ス
エ
宛
書
簡
を
展

示
し
た
い
と
思
っ
て
き
た
が
、
昨
秋
「
成
瀬
仁
蔵

書
簡
展
」
で
マ
ス
エ
宛
成
瀬
書
簡
一
〇
点
を
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
積
年
の
夢
が
叶
っ
た
わ
け

だ
が
、
マ
ス
エ
宛
書
簡
は
他
に
六
〇
点
も
あ
る
…

第
二
弾
の
展
示
は
い
つ
で
き
る
の
だ
ろ
う（
杉
崎
）

二
〇
一
九
年
四
月
に
着
任
し
、「
軽
井
沢
夏
季

寮
の
生
活
―
―
先
輩
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト
」「
卒
業

展
」
を
担
当
し
た
。
本
学
が
守
っ
て
き
た
資
料
の

貴
重
さ
と
共
に
、
保
管
や
調
査
、
展
示
の
難
し
さ

を
痛
感
し
た
。
経
験
の
積
み
重
ね
が
も
の
を
い
う

職
人
の
世
界
だ
。
主
事
、
主
任
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先

輩
方
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
ご
指
導
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
駆
け
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。	

	

（
是
恒
）
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お願いしております。手放しても良いと思われる
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